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　アルモニア暦れき三一九年、冬。

　ここ数十年で一番と言われる寒さに沈しずむマディス王国王都は、一面雪に覆おおわれている。

　石造りの建築物がみっしりと立ち並ぶ巨きよ大だいな王都の外れ、かつて国王の狩しゆ猟りよう場であった森にはひとの気配が少なかった。

　夏は敷しき物ものを敷しいて戯たわむれる紳しん士し淑しゆく女じよの姿も目立つ場所だが、今見えるのは開けた自然の広場にあるふたつの人ひと影かげのみ。

「ロディア・アルバラード！　貴様、ここに呼び出された理由はわかっているだろうな!?」

　少しうわずった声で叫さけぶ男は、怒いかりと寒さでわなわなと震ふるえながら、軍用マントの襟えりをかき合わせて雪の中に立っている。

　対する人物も同じ軍用マント姿だったが、こちらは実に平然としていた。

「わかっているさ、バーロウ。君のうるわしき婚こん約やく者がすっかり私にのめりこんで、婚約を破は棄きしたせいだろう？　君の心境は察する。昼飯時になれば宮きゆう廷てい中のみんなが君を指さし、社交界でも扇おうぎの陰かげで笑う声がする。もはや君の名めい誉よ回復手段は私相手の決けつ闘とうくらいしかないというわけだ。──まあ、仕方のないことだろうな」

　耳に心地ここちよいアルトで言い、薄うすい唇くちびるで淡あわく苦く笑しようする。

　そして彼女は、長い金きん髪ぱつを揺らして告げた。

「何しろ、私は女だ」

　──そう。

　すらりとした長身に金モールで飾かざった赤い軍服をつけ、漆しつ黒こくの軍用マントをまとって立つロディアは正しよう真しん正しよう銘めい、今年十九歳になる女性だった。

　涼すずやかで切れ長の赤茶の瞳ひとみに、薄い鼻び梁りようと唇。凜りんとした美び貌ぼうは化け粧しようなしでも華はなやかに匂におい立つ。男装の今はやけに美しい十六、七歳の男性と見えないでもないが、ドレス姿ならダンスの相手を探す男性の十人中八人は振ふり向かせるだろう。

　だが、雪の中に軍装でたたずむロディアには一いつ切さいの甘さがなかった。

　王国近この衛え隊の軍服姿に漂ただようのはよく研といだ細剣のような、しなやかで鋭するどい空気のみ。

　そんなロディアに向かって、同じ近衛隊の男は顔を真っ赤にして怒ど鳴なり散らした。

「ふざけるな、この男女が！　一体どんな汚きたない手管を使ってわたしの婚約者をたぶらかしたんだ!?　出世できない腹いせか？　女特有の気の病か？　ええ？　そんな腐くされた根こん性じようで国王陛下のお側そばに仕つかえる近衛隊員だなどと、恥はずかしいとは思わんのか！」

「男女か。懐なつかしい、十歳くらいのときは下町の悪ガキによく言われたよ。あのときの悪ガキ、思えば少しだけ君に似ていた。彼を思い出すと君のことも少しは可愛かわいく見えてくるかな？」
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　あくまで優ゆう雅がに笑って首を傾かしげるロディアに、男の顔はますます引きつる。

「貴様……！　わた、わたしが、下町のゴミどもに、似ている、だと!?　わたしがグレイン伯はく爵しやく家の血筋と知っての妄もう言げんか!?　いいか、わたしの先祖は直接アルモニア神のお言葉を聞いて、この地を統すべよと命ぜられた名誉あるマディス王国新七しち賢けん人じんのひとりであり──」

「そう、輝かがやけるような貴族の血筋だな。だが残念ながら、女性の気持ちには少々疎うとい」

　ロディアは言い、しなやかな指で長い金髪を後ろへかきやる。

　そんな些さ細さいな所作でさえ絵になってしまうので、男のほうは見とれていいのか、腹を立てていいのか、なんとも複雑な顔になった。

　一方のロディアは、薄い手て袋ぶくろをした指を一本立てて男に言い聞かせる。

「いいか？　わかっていないようだから言っておく。私は女性と恋こいをする趣しゆ味みがあるわけじゃない。単に身の周りに無能で不作法な男しかいないから、有能で愛らしい女性の味方をするだけだ。それと、君のアイヴィーが私にのめりこんだのはただの逃とう避ひだよ。結けつ婚こんからの逃避。よくあるんだ、私は男と違ちがって安全だからね。一時的な逃にげ場ばにはちょうどいいらしい」

「この期ごに及およんで言い訳か？　女というのは、これだから……！」

「言い訳に男女が関係あるものか。聞きたまえ、バーロウ。君の失敗は、結婚直前に浮うわ気きなんかして彼女を不安にさせたことだ。今からでも遅おそくない。しあわせになりたいと願うならこんな決闘はとっととやめて、彼女に謝りに行くんだ。君がその気なら、私が女性の心について色々と助言してあげるよ」

　しまいには優やさしげな声こわ音ねになるロディアに、男は次し第だいに身体からだを震わせ始めた。

「さっきからおとなしく聞いていれば、近衛のお荷物がわたしに説教とは笑わせる！　男が結婚前に最後の独身時代を楽しんで何が悪い？　妻は黙だまって夫に従うものだろうが。女など、男の指示なしでは獣けもの同然の生活しかできんのだ。いいか、ロディア。貴様はとにかく目め障ざわりだ。今日、この場で、わたしがこの手で斬きり捨てる！　そうしてその後に、アイヴィーには誰だれが主人かをたっぷりと思い知らせてやる！」

　うなるような男の台詞せりふにもロディアは平然としていたが、アイヴィーの名が出ると不意に雰ふん囲い気きが変わる。

「……クズが」

　薄い唇から冷え切った声が零こぼれ、涼やかな美貌からは表情が消えた。

　ほとんど真しん紅くに見えるほどに燃え上がった瞳に見すえられ、男は我知らず身体をこわばらせる。罵ののしりの言葉すら、すぐには喉のどから出てこない。

　ロディアからあふれだしたもの。それは──殺気だ。

　近衛には似つかわしくない殺気をまとい、彼女は告げた。

「では、君には私が叩たたきこんでやろう。自尊心ばかりが肥大した愚おろか者ものには、いつか報むくいが来るということを」

「ほざけ！　逃げるなら今のうちだぞ」

　男は緊きん張ちようと怒りで顔をひくつかせながら言い、マントの下から一本のサーベルを雪の中に投げ出した。ロディアは雪に埋うもれたサーベルに歩み寄り、淡たん々たんと言う。

「これが私の武器か。ずいぶん骨こつ董とう品じみたサーベルだが、質屋経由か？」

「お得意の細剣のほうがよかった、などとはぬかすなよ。武器の選せん択たくをわたしに任せたのはお前のほうだ。それとも、こんな重い剣では闘たたかえないか？」

　男の挑ちよう発はつには答えず、ロディアは隙すきのない所作で古い剣を手に取った。

　冷え切った柄つかと鞘さやから、じん、と冷気が染しみこんでくる。

　同時に耳の奥でかすかなざわめきのような音が響ひびいた気がして、ロディアはふと顔をあげた。

（なんだ？　こんな森の中で、大勢のひとの声など──）

　疑問に思ったのもつかの間、いきなり灼やける剣風がロディアを襲おそう！

　ロディアはすぐさま後ろへ転がり、雪にまみれて跳はね起きた。

　一挙動でサーベルから鞘をはらって構えれば、凄すさまじい形相で男が切りこんでくる。男の重い剣を弾はじいて受け流し、さらに後ろへ退いて、ロディアは男をねめつけた。

「とんだ奇き襲しゆうだな！　女遊びがすぎて、決闘の作法も忘れたか！」

「あれは、まともな男同士が決闘するときの作法だ！」

　臆おく面めんもなく叫ぶ男の剣は、ロディアに渡わたされたものとは全く違う、実用的なサーベルだ。

　この男、本気でなりふり構わずロディアを殺そうとしている。

「ならばこちらも、一切の手加減は不要だな！」

　ロディアは抑おさえた声で叫び、軽かろやかに相手の剣を受け流した。

　一度ではない、ちりり、りり、とかすかな音を立て、ロディアの剣はどこまでも男の剣を弾き続ける。雪の上でも踊おどるように軽やかな彼女のステップに、男はあっという間に息があがる。テンポが乱れ、心が乱れる。

（もう少しだ。あと一押しで、終わる）

　確信したロディアは長い金髪をひらめかせ、からかうように囁ささやいた。

「どうした。『男のくせに』、この程度で息があがるとは情けない。二日酔よいか？　ばかだな、最初から素す直なおにそう言えば、もう少し紳しん士し的な対応をしてやったのに」

「貴様！」

　男はあっという間に顔を真っ赤にして叫び、大きく踏ふみこんでくる。

　同時に繰くり出される、渾こん身しんの力をこめた一いち撃げき！

　予想通りの動きに、ロディアはぱっとマントを翻ひるがえす。男の視線は一いつ瞬しゆんマントのほうに奪うばわれる。その隙にロディアはぎりぎりで男の一撃を避よけ、ひらと彼の背後へと回っていた。

（ここだ！）

　がら空きになった男の首筋。そこへ容よう赦しやなくサーベルの柄つか頭がしらを叩きこむと、男はぐっ、というような低いうめきをあげてよろめいた。酔ったように一歩、二歩、前へ進んで、ついにばったりと雪の中に倒たおれこむ。

　そしてそのまま、しばらくたってもぴくりとも動く様子はなかった。

「──やれやれ。この程度の腕うで前まえで、よく決けつ闘とうだなんて言い出したものだ。こっちはもとから男と力で競せり合う気などないんだから、重くてもろい剣をあてがっても意味はないのに」

　ロディアはため息混じりに言ってサーベルを置くと、男の首に指を当てる。

「生きてはいる。が、このまま放置したら確実に凍とう死しだな。……さて、どうするか」

　運んでやろうにも、相手は貴族の御おん曹ぞう司しなのもあって結構な長身だ。

（──いいかな、放置でも）

　ついついそう思いかけたところへ、森の木々の間から感極きわまった声があがった。

「アルバラード様！」

　聞き慣れた声のほうを見やると、白と灰色の森の中に薄うす紅べにのドレス姿がにじむ。

「アイヴィー！　どうしたんだ、こんなところで！」

　決闘の元になった美しい女官の姿に、ロディアは驚おどろいて駆かけ寄った。アイヴィーも長いドレスの裾すそをつまんで必死に雪の中を駆け、身を投げるようにしてロディアの腕うでに飛びこむ。

「よかった、ご無事で！　私、どうしても、どうしてもアルバラード様のことが心配で……」

「アイヴィー……」

　ほとんど反射的に抱だき留とめると、アイヴィーの身体がすっかり冷えているのがわかる。

　ロディアはすぐにごわつく軍用マントを脱ぬいで、彼女の肩に着せかけた。

「氷みたいに冷えてる。いつからそこにいたんだ？　決闘のことは、誰から？　無事だったからいいようなものの、折れた剣けん先さきや外れた銃じゆう弾だんで傷つく可能性だってあったんだぞ」

　マントの上から肩を押さえて少し強い調子で言うと、幼さの残るアイヴィーの顔からぼろぼろと涙なみだが零れる。

「アルバラード様……！」

「どうした？　私は君を責めてるわけじゃない。ただ、君が心配なんだ」

「ちが……そう、じゃなく、て、お顔、が……！　あなたのお顔に、傷が……！」

　真っ青になって訴うつたえられ、ロディアは一度だけ瞬またたいた。

　指で自分の頬ほおを押さえてみると、なるほど少しばかり血でぬめっているようだ。

「ああ、確かに頬がちょっと切れているか。こんなもの、薄うす皮かわ一枚だ。放っておけば明日には治る。大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて、アイヴィー。それと、そのアルバラード様っていうのはできればよしてくれないか。ロディアでいいと言っただろ？」

　アイヴィーを安心させようと、ロディアはあくまで優しく微笑ほほえんでみせる。

　ところがアイヴィーの目は涙に濡ぬれたまま、逆にひどく真しん剣けんな光を帯び始めてしまった。

「いいえ、アルバラード様はアルバラード様ですもの。あの、お願いですから私の館やかたに来てください、すぐに傷の治ち療りようをさせてください！　あらためて両親にも紹しよう介かいいたします。直接会えば、きっと親もわかってくれると思うんです。私、どうにか説得してみせますから！」

「ちょっと待って、アイヴィー。傷の手当てはともかく、説得ってなんの話だ？」

「私たちの、結婚についての話です！」

　力強く言い切ったアイヴィーに、ロディアはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

（まずい、いつの間にか盛り上がっているな）

　この決けつ闘とう騒さわぎが引き金だったのか、元からそんな勢いだったのか、アイヴィーの意識はすっかり花にまみれた愛の世界に飛んでしまっている様子だ。

（アイヴィーは可愛かわいいし、得え難がたい友達だが……さすがに結けつ婚こんは困る）

　ロディアは少し思案してから、なるべく穏やかに笑って彼女の頬を撫なでることにした。

「聞いて、私の綺き麗れいなアイヴィー。君は宮きゆう廷ていの女官をやっていたんだからわかるだろう？　私は正しよう真しん正しよう銘めいの女だよ。近この衛え兵になったのは、軍の中であそこしか女である私を受け入れなかったからだし、君にはこの軍服を身体に合わせるときからさんざん世話になった。私は君に感謝しているし、もちろん愛してもいる。でもそれは友達としてのことだ」

「存じております、けれど私、アルバラード様を見ていて気づいたんです。男だの女だの、そんなものは些さ細さいな問題です！　大事なのは愛です、愛と尊敬です。アルバラード様は他ほかのどんな男よりも強くて、美しくて、気高い。私の心は完全にあなたのものです！」

「アイヴィー」

　ロディアは優しく、しかしはっきりと力をこめて名を呼んだ。

　はっとして目を瞠みはるアイヴィーの頬を両手のひらで包み、ロディアは彼女の目をじっとのぞきこむ。囁きはあくまで静かに、強く響かせた。

「私を見て、アイヴィー」

　魅み入いられたようにアイヴィーの瞳ひとみが震ふるえるのが見える。

　ロディアはそんな彼女に、できるかぎり真しん摯しに告げた。

「君は素す敵てきなひとだ。その栗くり色いろの巻き毛も、薔ば薇らみたいな頬や唇くちびるも、細い首筋も。繊せん細さいさでは誰だれにも負けない刺し繍しゆうを生み出す指も、笑ったときの少し子供っぽい感じも、真剣な横顔も、私は本当に愛してる。私だけじゃない、君には大勢に愛される資質がある。それに引き替かえ、私はただの近衛の一いつ般ぱん兵だよ。私が君を独どく占せんするなんて、あまりにもったいなさすぎる」

「なんで……なんでそんなことおっしゃるの、私、本当に、あなたのこと……」

「アイヴィー。女の私では君の夫にはなれない。私は君を不幸にしたくないんだ。頼たのむ。どうか私に、君の崇すう拝はい者のひとりでいさせてくれ」

　最後にそっと彼女の額にキスを落とすと、アイヴィーの瞳からは再び涙が盛り上がって零こぼれ出した。少し心配になるロディアに、アイヴィーは震えて囁く。

「や……さ、優やさしすぎ、ます、アルバラード様は……！」

「そうかな。私のためにそんなふうに泣いている君のほうが、よほど優しいと思うけれど」

「そんなこと、ありません！　私はわがまま言ってるだけですもの！　大体、私がもっと早く来られれば、あなたが傷つくこともなかったんです！　私、昨日にはもう、この決闘のことは知っていました。彼が館に来たんです。それで、ふたりっきりになったら突とつ然ぜん『自分の名めい誉よが傷つけられた、全部お前のせいだ、アルバラードを殺す』って息巻いて──私、怖こわくて。どうしても逆らえなくて……！」

　つっかえつっかえ訴えだしたアイヴィーに、ロディアは険しい表情を浮かべた。

「バーロウが、君のところに？　まさか、あいつに何かされたのか？」

「いいえ、大丈夫です！　アルバラード様に比べればなんでもないんです。少し頬を張られたくらいで……でも、でも、私には、意い気く地じがなくて、それだけでばかみたいに怯おびえてしまって──彼の言うままに、家宝のサーベルを、渡わたしてしまいました。旧神の呪のろいのかかった剣けんだと、知っていたのに……！」

「──なるほど、旧神の呪いか。それで私に勝てると思ったんだな、あの男」

　ロディアは浅く頷うなずき、そっとアイヴィーの身体からだを押し離すと、雪の中に置いたサーベルと鞘さやに歩み寄って拾い上げた。

　心配そうな面おも持もちでついてくるアイヴィーの目の前で、ロディアは古いサーベルの刃はを見つめる。うっすら見て取れる絵文字らしきものは、どこか禍まが々まがしい雰ふん囲い気きをかもしだしていた。

「確かに、刀身に何か刻んである。大分摩ま耗もうしているうえ、他の模様に隠かくれているけれど、この絵文字の感じは旧神がらみか」

「お読みになれるんですか？　アルバラード様？」

「まさか。うちは軍人の家系だ。聖職者にも学者にも知り合いはいない。大体それらしい雰囲気だな、と思うだけだよ」

　軽く首を横に振ふって、ロディアは古びたサーベルを鞘へと戻もどす。

　大分昔に滅ほろびた文字、しかも今は忌いむべきものとなった文字で記された旧神関連の文書を読めるのは、もはや一部の聖職者だけだろう。

　旧神──それは人間たちが唯ゆい一いつ神しんアルモニアを信しん仰こうする前にあがめていた神々の総そう称しようだ。

　現在このマディス王国と、王国に近接する北方大陸で広くあがめられているアルモニアは人間の言葉を解する理性的な神だが、旧神たちは善悪の観念を持たない混こん沌とんの権ごん化げである。

　旧神は今も昔も普ふ段だんは目に見えない姿でこの世界に住み、人間が供く物もつを捧ささげれば様々な形をとって現れ、人々に『恵めぐみ』を与あたえてくれる。しかしその『恵み』はしばしば人間の望むものとは食くい違ちがい、かえって害となることもしょっちゅうなのだ。

　扱あつかいの難しさからアルモニア降臨以降の旧神たちはすっかり棄すてられた神々と化し、現在では呪いをかける際にその名を刻まれるまでに堕おちている。

「それにしても、こんなくだらん喧けん嘩かに引きずり出された旧神もいい迷めい惑わくだ。詫わびのひとつも入れたい気分だが……とにかく、これは君にお返ししよう。巻きこんですまなかった」

　ロディアはひとつため息を吐つき、サーベルを両手で捧げてアイヴィーに返した。

　アイヴィーは頬を染めてサーベルを受け取ったが、ふと何か思いついたように顔をあげる。

「あ！……あの。アルバラード様、抜ぬき身のときのこのサーベル、ものすごく重くありませんでしたか？　鞘から抜くと、剣が重くなる呪いがかかっているはずなのですけれど」

「いや、全然感じなかったな。とはいえ、私が怪かい力りきというわけじゃないんだが。──そうだ。君、私がどうしてロディアという名なのか知っているかい？」

　淡あわく微笑んで言うと、アイヴィーはますます赤くなりながら首を横にふった。

　ロディアは、男に張られたというアイヴィーの頬を軽く撫でてやりながら告げた。

「『ロディア』は、古い言葉で《石榴ざくろ》という意味だ。私の瞳の色からつけられた名だよ。君も聞いたことくらいはあるんじゃないか？　『石榴色の瞳を持つ者は旧神に嫌きらわれる』という話。あれは本当のことらしくてね。私に旧神の力は一いつ切さい効かない。今回は助かったけれど、人が旧神を崇あがめていた時代だったら逆に大変だっただろうな。呪われた子供だとかなんとか言われて、この歳まで生きていなかったかもしれない」

「そうだったんですか……！　じゃあ、最初から呪いは効かなかった……？　よかった！　私、私、心からアルモニア神に感謝の祈いのりを捧げます！　アルバラード様が今の時代に生まれてきてくれてよかった、石榴の瞳でいてくれて本当によかった！　嬉うれしい！」

　感激のあまり震える声で言い、アイヴィーは思い切りロディアに抱だきついてくる。

　彼女の素す直なおな好意が嬉しくて、ロディアもかすかに笑ってアイヴィーを抱きしめた。

（可愛くて、優しい子だ。見み栄えっ張りでお互たがいの足を引っ張ることしかしない男なんかとは比べものにならない。どうにかして、私が守ってやらなくては）

　恋こいされるのは少し困るけれど、アイヴィーは、そして自分よりか弱い世の中の女性のほとんどは、ロディアにとって守るべきものだった。

　柔やわらかなアイヴィーの身体を抱いていると、ロディアの脳のう裏りには昔自分の世話をしてくれた使用人の姿がちらりとよぎる。物心つく前に母を亡なくしたロディアの母代わりでもあり、姉代わりでもあったひと。

　背に美しい一いつ対ついの羽根を持っていた有翼人種ネライダの少女、メアリ。

　彼女はロディアが最初に『守る』と決めて、守りきれなかったひとだった。

（──守るんだ。今度こそ）

　一度だけ強く目を閉じて自分に言い聞かせ、すぐに目を開いて軽くアイヴィーの背を叩たたく。

「私もアルモニア神には感謝している。そして、君にもね。だから、君にここで凍こごえてほしくない。──君の館やかたまで送ろう。一いつ緒しよに行くよ」

「本当？　私と結婚して下さる気になられたのですか!?」

　勢いこむアイヴィーに、ロディアは小さく苦く笑しようして告げた。

「……いや、結婚はともかく。あの阿あ呆ほうのことは、私が直接君のお父様に話をしないとならない。大だい丈じよう夫ぶ、バーロウは婚こん約やく者を女に取られたあげく、決けつ闘とうで不正を働いてまで女に負けたんだ。道ばたの犬や子供にも笑われたくなかったら、王都を出るしかないさ」
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　ところが、事態は思った以上にロディアに不利に動いた。

「君は昨日、自分が何をしたかわかっとるのか！」

　決闘の翌日、ロディアは王宮の近衛隊隊長執しつ務む室に呼び出されている。

　古い武器や資料がひしめく狭せまい部屋で、ロディアはことさら背を正した。

「はい！　私は昨日、女である私に『婚約者をとられた』と主張する近衛隊員バーロウ氏と決闘を行い、正々堂々と勝利いたしました」

　臆おく面めんもなく言い放つロディアに、隊長は真っ赤になって机を拳こぶしで殴なぐりつける。

「違うだろうが!!　立会人なしの決闘は決闘ではない、ただの私し闘とうだ！　そもそも近年、決闘が違い法ほうとなっとるのを知らんとは言わせんぞ！」

「法律は心得ておりますが、バーロウ氏は立会人の同席を拒きよ否ひしたうえ、私が決闘に応じなければ私の友人であるアイヴィーを傷つけると言って参りました。私は友人の健康と、脅きよう迫はくをしてきたバーロウ氏の体面と法を天てん秤びんにかけ、やむをえない、との判断にて剣を取った次し第だいです。バーロウ氏自身が臆面もなく隊長に告げ口をするとは、正直想像の外でした！」

　よどみなく告げたものの、一応、決闘で渡された剣はバーロウが用意した呪いの剣でした、というところは伏ふせた。

（さすがにそこまで言うと冗じよう談だんじみているというか、バーロウのただでさえ地に落ちた名誉に蹴けりをくれて、さらに墓ぼ穴けつに放ほうりこむような所行になりかねないものな）

　自重しよう、などと思っているロディアに向かい、隊長は頬ほおをひくつかせて両手を組む。

「──ここまできて言い訳かね。何もかもをバーロウ君のせいにして、それでどうにかなると思ったか？　そもそも君はこの宮きゆう廷ていの風紀を乱しすぎるのだ！　軍服を着て遊んでいる女がひとりいるだけで、我々近この衛え隊全体の品位が下がるのがわからんか！」

「残念ながら、私の意見は隊長のご意見と食い違います。私は本来海軍所属を希望している身ですが、だからと言って近衛の任務中に遊んではおりませんし、風紀を乱しそうな男性からのお誘さそいはすべて丁てい重ちようにお断りしてまいりました。隊長のやや強ごう引いんなお誘いも──」

　と、そこまで言ったところで隊長が大げさに咳せきこみ始めたので、ロディアはしれっと口を閉じて相手を見つめてやる。

　ロディアが近衛隊に配属されたばかりのころ、彼女は隊長にこの執務室で押し倒たおされたことがある。元海軍人の父と三人の兄に鍛きたえられて育ったあげくに、自らも軍人になることを夢見て修しゆ行ぎようを積んできたロディアだ。もちろんすみやかに急所へ攻こう撃げきを叩きこんで脱だつ出しゆつしたものの、宮廷の男性と近衛に対する印象が地に落ちたのは仕方のないことだろう。

　実に複雑な顔で視線をそらす隊長に、ロディアは静かに告げた。

「とにかく、私は人間として、アイヴィーの友人として、マディス王国軍人として、恥はずべき行こう為いをしたとは思っておりません。おとがめなら謹つつしんでお受けしますが、その際はバーロウ氏にも相応の罰ばつをお与えください。それが近衛隊の品位を守る唯一の道と愚ぐ考こういたします」

「……君には、何もわかっとらん。自分が女であるのがどういうことかも、この国のことも、軍隊というものも」

　隊長は苦々しく言い、ため息を吐いて両手で顔を覆おおってしまう。

　ロディアはわずかに顔を曇くもらせて、そんな彼を見下ろした。

（何をどうわかれというんだ？　女なのは生まれつきだが、剣の腕うででは滅めつ多たな男に負けることはない。体力だってそこそこある。任務も完かん璧ぺきにこなしているはずだ。同どう僚りようと上官を尊敬できないのは、尊敬できないようなことをされたせいなのだからやむをえまい）

　ロディアはこの国を、マディス王国を愛している。

　この国を、この国に住む愛いとしい人々を守りたいと心から思う。

　北方大陸の西に位置する島国、マディス王国は、ロディアが物心ついたころから長い戦争状態にあった。そして彼女の父親は、当時最強と言われたマディス海軍でももっとも有名な英えい雄ゆう、オルディアレス艦かん長ちようの副長だったのだ。

　──大丈夫だよ、ロディア。わたしたちの国は必ず勝つ。そして全すべてがよくなる。

　父はたまに帰ってくるたびにそう言って、瞳ひとみをきらめかせてオルディアレス艦長のすばらしさを話してくれたものだ。

　戦争の天才にして清せい廉れん潔けつ白ぱく、何より国王陛下への忠誠を重んじるひと。

　いつしかオルディアレス艦長に憧あこがれるようになったロディアは、女だてらに剣けん術じゆつや兵法を学び、『女は家に居ろ』という風潮が根強いこの国で女が行ける最高学府に通い、士官候補生になるための試験を特例で受けさせてもらった。法的に軍に女性を採用することは可能になって数十年経たつが、ロディアほどの成績と実力を持って軍に入ってきた女性は彼女が初めてのはずだ。

（恥ずべきところは、ない）

　ロディアがじっと沈ちん黙もくを守っていると、隊長はやがて苦々しく言う。

「とにかく、君には謹きん慎しんを命じる。わたしからの命令が届くまで、自宅で待機したまえ」

　期限無しの謹慎。思ったよりも重い罰に、ロディアはひやりとする。

　まさかとは思うが、このまま除隊ということにもなりかねない展開だ。

　しかし、上官から『命令』という形で告げられたなら、反論はできない。それが軍の決まりだった。ロディアは複雑な感情を押し殺し、表情を消して敬礼する。

「──はっ」

「それと、先日君から受け取った、海軍への転属願だがね。拒否されたよ」

「そうですか。残念です。それでは失礼いたします」

　転属願が拒否されるのはこれでもう何度目だろう？

　理想に燃えて入ったマディス軍だが、現実は厳しく、かつ理り不ふ尽じんだ。

　ロディアが軽く唇くちびるを噛かんで扉とびらをくぐると、見慣れた近衛兵詰つめ所しよの風景が広がった。それなりに広い石造りの空間には木製の長卓が置かれ、壁かべ際ぎわに儀ぎ礼れい用の武器がずらりと並ぶ。

　執務室から出てきたロディアに、長卓の周りで喋しやべっていた近衛の男たちの視線がちらちら飛んでくる。かといって何を話しかけてくるでもなく、同僚たちは小さく笑い、あるいはあからさまに嫌いやそうに視線をそらす。すべていつも通りのことだった。

　ロディアはほとんど習慣的に彼らを無視して、腰こしに吊つるしていた細剣を壁際の剣置き場に戻もどす。

　謹慎中に武器を持っていてはいけない決まりのためだ。

「いよう、ロディア！　随ずい分ぶんしぼられたみたいじゃないか。可哀かわい想そうになあ、いっそこの俺が朝まで慰なぐさめてやろうか？」

　背後から響ひびいた声に振ふり向くと、目の前には見み飽あきた甘ったるい美男子の顔がある。

　近衛は基本的に容姿端たん麗れいな貴族の子息から選出されるため、控ひかえ室しつは美男子花盛りの夢の園と言っていい。実際近衛は王国中の女性の憧れの存在だ。

　ただし、性格はみんなこんな程度。

　ロディアは相手を見上げ、物もの憂うげにため息を吐つく。

「ライオット。残念ながら、今の私は君の品のない冗談で笑えるほど暇ひまじゃないんだ」

「ほー？　一体なんで忙いそがしいんだ？　剣をしまって、これから帰るとこみたいじゃないか。羨うらやましいねえ。俺もとっとと帰って、誰だれかに一夜の愛でも囁ささやきたい気分だよ」

「ならばまずは、自分の鼻毛をどうにかしろ。色男」

「──っ……」

　言葉につまって鼻を押さえた相手に薄うすく微笑ほほえみ、ロディアは彼の軍服の胸を軽く叩たたいた。

「嘘うそだ。本当は上着のボタンのふたつめが緩ゆるんでいる。近衛の服装の乱れは、国王陛下の尊厳に関かかわる。気をつけろ」

「……お前、ほんっとうに可愛かわいくないのな。なあ、どうせ謹慎くらったんだろ？　当たり前だよ、ついに来たな、ってなもんだよ。いいか？　近衛なんかどうせお飾かざりなの。何時になったら何歩東に歩いて、みたいに自動人形でもできることやって給料もらえて、格好いい軍服着られて、女の子にもてる。それだけでいい職業だってのに、いちいち肩かた肘ひじはりやがって……」

　苦々しく続けられる言葉に、ロディアはふと苛いら立だちを覚えて視線を鋭するどくした。

「──今の発言は聞き捨てならない。自動人形に国王陛下のお命を守ることができるか？　人形に、国への忠誠は誓ちかえるか？」

　ロディアが低い声で囁くと、辺りの近衛兵たちからはかすかな笑い声があがった。

　さっきから漂ただよい続ける怠たい惰だな雰ふん囲い気きを振り払はらうよう、ロディアはさらに声を張り上げる。

「誇ほこりと忠誠心のない人間にここにいる資格はない！　君たちがやらないというのなら、私はひとりでも任務を全まつとうする。それが軍人というものだろう！」

「あーあー、素す敵てき素敵、女子供なら感激するだろーさ。うん、認める。だけどなあ、ロディア・アルバラード。アルバラード海かい尉いの娘むすめさん。そもそも講和中だぜ？　帝てい国こくからは軍縮の要求が来まくってるし、今のこの国にばりばりの軍人なんて要いらないんだよ。だからお前みたいのは迷めい惑わくがられてこんなとこに押しこまれてんの。いいかげん、わかれ？」

　子供に言い聞かせるようなライオットの態度に、ロディアは身を乗り出して叫さけんだ。

「正気か、ライオット！　そんなことを言っているうちに講和が終わったらどうなる？　再び帝国との戦争が始まったら？　北方大陸の諸王国が攻せめてきたら？　貴様は、はいそうですか、とこの国を明け渡わたすのか？」

　そう、あり得ない話ではないのだ。

　北方大陸に隣りん接せつする島国であるマディス王国の長い歴史は、常に戦争に彩いろどられてきた。

　主には北方大陸にひしめく小国群と、戦い、結び、複雑な政治状じよう況きようを作り出してきたのだ。

　その状況が一変したのは十五年前。

　プロトス海を挟はさんだ南方大陸を支配した帝国が、なんの前まえ触ぶれもなしにマディス王国を含ふくむ一帯に襲おそいかかる。敵の圧あつ倒とう的てきな物量は一国で対処できる限度を遥はるかに超こえており、マディス王国と北方大陸は同盟を結んで、新たな敵との戦争時代へと突とつ入にゆうした。

　初期はマディスと北方大陸に有利に進められていた戦争だが、ロディアの憧れのオルディアレス艦長が死んだ第七次南方海戦の大敗の後、マディスは同盟を組んでいた北方大陸を無視してとっとと帝国と講和した。

　以降は帝国も一見おとなしくなったが、一いつ触しよく即そく発はつの状態に変わりはない。

「同盟破は棄きと講和の一件で、北方大陸との関係は冷えこんでいる。かといって帝国も味方とは言い難がたい。奴やつらの要求は軍縮、軍縮、さらにしつこい口出し、そして搾さく取しゆ！　どこにも味方のない、宙づりの国。帝国の小指一本で滅ほろびる国。それが今のマディスだ。我々が油断していては明日はない！　それこそ、女子供にもわかる理り屈くつだ！」

　ロディアが叫ぶと、ライオットはみるみる青くなって彼女の口をふさぎにかかる。

「お前っ！　何てこと叫びやがる。誰が聞いてるかわかんないんだぞ、勘かん弁べんしろ……！」

「放せ」

　無表情で手を払いのけるロディアに、ライオットは数段真ま面じ目めな顔になって続けた。

「──なあ、ほんとにまずいって。お前、そんなんじゃ長生きしないぞ。お前の周りにだっているだろ？　十年前までの戦争で死んだ親族とか、知り合いとか。……俺には、いるよ。だから俺は、あんなのはもう二度とごめんだ。あんな時代がまた来るくらいなら、俺はここでお人形やってたほうがマシなんだよ。……なあ、おかしいか？　こんな俺は、おかしいのか？」

　そうやって言いつのられると、ロディアも言葉を失う。

　十年前、オルディアレス艦長が死んだ海戦から帰ってきた父の姿がまざまざと目の前に蘇よみがえり、彼女はぐっと拳こぶしを握にぎって目を伏ふせた。

　強かった父が、身も心もぼろぼろになっているのを見たときのあの悲しみ。あの無力感。

　それらすべてを振り払うように、ロディアは無言で身を翻ひるがえし、控え室を出る。

　追ってくる者はおらず、背後に感じる気配はどこまでも静かだった。ロディアは冷えた風を感じながら、宮きゆう殿でんの中庭に面した回かい廊ろうを足早に歩いていく。細剣を外した腰が軽い。わけのわからない悔くやしさが胸の奥からにじみ出して、固く唇を引き結ぶ。

（──遠い）

　ロディアが目指したものは昔──十年前に見たひと、オルディアレス艦長だった。

　帝国との戦争で海軍の要かなめとなったのは、島国であるマディス王国だ。王国に蓄ちく積せきされた海軍知識でもって各国の船を集め、艦かん隊たいを編制して実際に新大陸からの敵に相対したエリアス・オルディアレス。多くの伝説に恵めぐまれた若き艦かん長ちようは、一いつ般ぱんの水兵出身だったのだという。

　差し迫せまった戦争が、貴族でなければ士官になれないという不文律をぶち壊こわしたのだ。

　そういった意味でも、オルディアレス艦長は皆みなの憧れだった。誇りだった。部下に好かれ、実力でありとあらゆる理不尽を踏ふみ砕くだいたという彼。

　彼のようになりたかった。死んだ彼の代わりに、この国を負うところまで行きたかった。

（なのに私は、まだこんなところにいる。幾いくら学んでも、剣の修しゆ行ぎようをしても、海軍に入ることすらできない。……あなたが遠い、オルディアレス提督）

　中庭の回廊を抜ぬけ、木製の階段を上って王宮の二階へ出る。そこは吹ふき抜けの大広間に巡めぐらされた空中回廊だ。見下ろすとがらんとした大広間の様子が視界に入る。壮そう大だいな大理石細工で海と黄金と大地の紋もん章しようが描えがかれた床ゆかの上に、人々の姿はまばらだった。

　重じゆう厚こうそのものの巨きよ大だいな王宮がどことなく息を潜ひそめているのは、もう十年間も民たみに姿を見せていない国王のせいかもしれない。

（陛下も、戦時には凜り々りしい青年王として大だい胆たんな決断をしていたというのに）

　ロディアは大広間へと下りていく途と中ちゆうで刺し激げき的な甘い香かおりを感じ、顔から表情を消した。

　広間の奥から、背の高い男がひとりやってくる。褐かつ色しよくの肌はだに極ごく彩さい色しきの不思議な服をまとい、男なのに耳みみ飾かざりを着け、甘い香こうをたきしめた男。帝国の男だ。

　ロディアは彼のために壁際に寄り、深く腰を折る。

　帝国の男は彼女に視線をやることすらなく、柔やわらかな靴くつで音もなく歩いていった。

　ロディアがどことなく険しい顔で彼を見送っていると、今度は空中回廊からきゃっきゃという女性の声が降ってくる。視線をやってみると、派手な扇おうぎの陰かげから潤うるんだ目でこちらを見ている貴婦人がふたり、回廊の手すりから身を乗り出しているのが見えた。

（……私が軍服を着ているのは、戦うためのはずだ。女性にちやほやされるためではない）

　胸の違い和わ感かんと苛立ちはますますつのり、ロディアは貴婦人たちに黙もく礼れいしてから大広間を飛び出した。大広間をぐるりと囲む回廊を突つっ切り、大扉を守る同どう僚りように軽く敬礼してから脇わきの小さな扉をくぐって外に出る。

　途と端たんに弱い冬の日差しが全身に降ってきて、ロディアは目を細めた。

　空は灰色に曇くもっていた。高台に築かれた王宮からは、王都がすべて見み渡わたせる。たれこめる雪雲に迫る灰色の石の町。王の狩かり場ばの緑が遠くにうずくまっている他ほかは木の一本も見えない。

　放射状に伸のびる石いし畳だたみの道に沿うようにして、やけに角張ってどっしりした輪りん郭かくの建物ばかりがひしめき、針のように並んだ暖だん炉ろ用の煙えん突とつから煙けむりを吐き出してはゆらめかせている。この景色がどこか陰いん鬱うつに見えるのは、この十年、王都の下町で理由のない殺人や誘ゆう拐かい事件が相次いでいるせいもあるのだろうか。

（海が見たい）

　不意にそんなことを思い、ロディアは軽く目を閉じた。

　十年前。自分は父の館やかたがある港町にいた。

　そこで、自分は初めて直接オルディアレス艦長を見たのだ。

　当時の町は沸ふつ騰とうしそうなほどに熱く沸わき立ち、窓から窓へ海軍の通信旗が渡されてはためいていた。大勢の人々が押し合いへしあい道の両側に並ぶ中、幼いロディアは使用人のメアリの手を取ってオルディアレス艦長の馬車を待っていた。

　やがて響ひびいた軍楽隊の奏かなでる音楽。舞まい散る花びら。その中を走ってきた箱形の馬車。

　──父様！　オルディアレス艦長！　エリアス──エリアス・オルディアレス！

　少女だったロディアが夢中になって叫ぶと、馬車の窓から手て袋ぶくろをした手がのぞいた。

　父様の手じゃない、きっとあのひとだ。オルディアレス艦長だ。

　彼が私の声を聞いてくれたんだ。そう思っただけで時間が止まった。頭の芯がじんと熱くなって、自分の心臓の音がやけに大きく響いた。他の音は段々と幻まぼろしみたいに遠くなった。

　乾かわいた花びらがひたすらに舞い落ちる中、ロディアはそのひとの手だけを見ていた。

　この世界にいるのは私と、オルディアレス艦長だけ。

　そんな風に思った。捕つかまった、と思った。心を彼に持って行かれた。彼は自分の神様だ。

　……そう思ったのに、オルディアレス艦長は、次には棺ひつぎになって帰ってきたのだ。

（ひとは、誰だれしも死ぬ。誰かに頼たよっていては駄だ目めだ。頼れば、いつかすべてを失ってしまう。その前に、もっと強くならなくては。私が皆を守らなくては）

　当時の幼い誓ちかいを再度胸に刻んで、ロディアは目を開く。

　目の前に広がる現在の王都を睨にらみつけ、彼女は王宮の階段を駆かけ降りた。

　家へ帰ろう、と思う。謹きん慎しんを命じられたためだけではない。

　自分の足元を確かめるために、家へ帰って、あの港に立とう。

　──あの、オルディアレス艦長を見た港に。




　　　　[image: くぎり]




　ロディアの父の館は、王都から五万クルースほど離はなれた町にある。

　王国最大の軍港があるので有名な場所だ。

　昼下がりに王都を馬車で出て、港についたころにはもう辺りはとっぷりと暮れかけていた。

　黄昏たそがれ色の湾わん内ないでは、角灯の明かりがぽつり、ぽつりと船上に灯ともり、かん、かん、かん──と鐘かねの音が響いてくる。これは船の時じ鐘しようだ。

　船の上では太陽から正午を割り出し、その後は砂時計で細かな時間の経過を知って、最終的には手動の鐘で船中に正確な時間が知らされる習わしなのだ。

（単純なものだ。海の香りを嗅かいだだけで、多少は気分がマシになる）

　身体からだに馴な染じんだ雰ふん囲い気きに少し気が楽になるのを感じながら、ロディアは潮と牡か蠣き殻がらの匂においが漂ただよう石畳の道を抜けた。細い路地に入ると、酒場らしき幾つかの木製の看板が揺ゆれている。

（館に帰っても、父上はどうせ療りよう養ようの旅行中で留守だ。先に挨あい拶さつ、していくか）

　そう思って賑にぎやかな気配が漏もれ出る店の扉とびらを押し開けると、蒸むし暑いほどの熱気と嬌きよう声せいがロディアの体を押し包んだ。手前に勘かん定じよう台、奥に円えん卓たくを五つも配置したらいっぱいの店は穏おだやかなオイルランプに照らされて、屈くつ強きような男たちでごったがえしている。

「あーっ！　ロディア！　久しぶりじゃないの！　休きゆう暇か？　さ、脱ぬいで脱いで。暖まって！」

　水兵の巨きよ体たいをすり抜けて、ふくよかな女が飛び跳はねるようにロディアに飛びついてくる。幼いころから馴染んだ顔にロディアは微笑ほほえみ、軍用マントを渡わたした。

　水兵御ご用よう達たしの酒場、兼けん、宿屋は本来女がひとりで来るような場所ではないが、ロディアはもちろん気にしない。

「久しぶりだ、カロリーナ。まずは家より先に、愛いとしい君に挨拶しようと思って。相変わらず、真冬の澄すんだ夜空みたいに深くて綺き麗れいな黒くろ髪かみだ」

　カロリーナの髪かみに指をからめて優やさしく言うと、彼女はちょっと赤くなって屈くつ託たくなく笑った。

「やあね、もう！　そんなとこまで相変わらずなんだから。あたしの周りじゃ、鴉からすとか炭みたいな髪だって言ってからかってくる男ばっかりだってのに！　さ、こっちに座って」

　ロディアはカロリーナに勧すすめられるまま、勘定台の前の椅子いすに腰こし掛かけた。

　肩かた越ごしに振ふり返ると、店内の円卓はもれなく水兵たちで埋うまっているのが見える。

「──にしても賑わってるな。最近すいてるって話じゃなかったのか？」

「そりゃ、またまたの軍縮だもんね。給料半分の軍人さんたちがごろごろでしょ？　お寒くもなるって話だけど、今日はカザルス艦長のお船がついてるのよー。あの方、軍縮後も羽は振ぶりがいいんだもん！　で、何飲む？」

（カザルス艦長、か。オルディアレス艦長の友人だったというひとだな）

　十年前の第七次南方海戦にて、オルディアレス艦長戦死後に艦隊をまとめなおして全ぜん滅めつを防いだのはカザルス艦長だったという。オルディアレス艦長の近しい人々のほとんどが戦死、引退、もしくは講和後に姿を消した中で、唯ゆい一いつ未いまだに軍で権勢をふるっている海軍人だ。

（会ってみたい。どうにか話をして──ただの一水兵としてでも、ついていきたい）

　ロディアはほとんど反射的に思ってしまい、胸の奥を熱くした。

　オルディアレス艦長はとにかく一隻せきでも多く敵てき艦かんを沈しずめることに固こ執しゆうし、ときには自分の身すら危あやうくするひとだったと言う。対してカザルス艦長は効率よく敵艦を拿だ捕ほし、政府から拿捕賞金を山ほどもらって、戦時なのにものすごくお洒落しやれをした──という伝説の伊達だて者ものだ。

　一見相あい性しようが悪そうで、実際仲も悪かったという話も山ほど残っているのに、オルディアレス艦長戦死後のカザルス艦長の戦いぶりはまったくの『オルディアレス式』だったというから、ふたりの間には紛まぎれもない友情と尊敬の念があったのだろう、とロディアは思う。

　ロディアはわくわくする気持ちを抑おさえきれずに勘定台に向かった。

「じゃ、ここの地酒で一番強いのを」

「もう、男前ねえ！　あんたが男だったらあたし、すっごい勢いで口説いたのになあ」

「私も男だったら、まずは君を口説いたよ。君の料理と明るさはこの辺りでは一番だし、君の髪と瞳ひとみを鴉や炭に喩たとえる男には君はあまりにもったいない」

「あはは、そこまで、そこまで！　あんまり言われると本気になっちゃってつらいから」

　カロリーナは笑いながらも真しん剣けんに言い、小さなグラスに琥こ珀はく色いろの酒を注いでくれる。

　中身を一息に飲み干すと、強い香こう草そうの香りとぴりりとする刺激が喉のどを滑すべっていった。ほんのりと体が熱くなり、ロディアの胸に灯った熱がじん、と温度をあげる。

　水兵たちの歌ううなるみたいな海の歌が辺りに満ちて、ロディアはかすかに微笑んだ。

　ここが自分の故郷だ。いるべき場所だ。けして品が良くはないが、活気に満ちた場所。ロディアの姿に好こう奇きの視線は飛んでくるが、そこに宮きゆう廷ていで感じるねばりつくような嫉しつ妬とと侮ぶ蔑べつは少しもない。カロリーナを相手に海を思って杯さかずきを重ねているうちに、時は瞬またたく間に過ぎていく。

　次にロディアが我に返ったのは、二階のほうから怒ど鳴なり声が聞こえてきたときだった。

「ふざけるな！　いいかげんにしやがれ、有翼人種ネライダのくせによ！」

「っっ……！　や、あ──だめ、まって、ご主人さま……」

　男の声に続いて響いたか細い女の悲鳴に、店内の視線がいっせいに二階のほうへ向く。

（今、ネライダと言ったか？）

　ロディアは眉まゆ根ねを寄せて頭上を仰あおいだ。

　二階にぐるりと巡めぐらされた回かい廊ろうと、そこに面した宿の扉が幾いくつか見える。

　すぐに扉のひとつが開いて女がよろめき出たかと思えば、続いて出てきた半はん裸らの男が女の細い首にはまった首輪に手をかけた。

「今さら待っても何もねえだろうが、とっとと出てけ！　おら、首輪返せ、首輪！」

「おねがい、おねがい、ゆるして、それだけは！」

　必死の形相になる女の背には、ふわふわした美しい羽根がある。うす黄色から白へと変化する優しい色の羽根に、女を空に運ぶほどの大きさはない。

　これはかつては天上に住んだとされるネライダに残った、ある意味忌いまわしい印であった。

（異種族とはいえ、女性相手になんという扱あつかいだ！）

　ロディアは心地ここちよい酔よいが一気に醒さめるのを感じ、グラスを勘定台に置いて頭上を睨む。

　ネライダはこの世界に生き残った異種族の中で、もっとも温おん厚こうで美しい類たぐいの種族だ。かつては魔法を使ったともされ、地上のあらゆる種族に尊敬される存在だった。ところがいつしか故郷に帰る術を失い、果てには魔法を失った後はその心身の繊せん細さいさが仇あだとなる。ヒト族の数が爆ばく発はつ的てきに増えたここ数百年の間に、彼らはすっかりヒト族の奴隷と化してしまったのだ。

（犯罪行こう為いに手を染めて生きる他ほかの邪じや悪あくな異種族どもならともかく、ネライダの何が人間と違ちがうという？　ただ不幸だっただけだろうに。ネライダは、愛し、守ってやるべきものだ）

　ロディアがネライダをただの奴隷と割り切れないのは、幼いころに自分の面倒をみてくれたネライダの使用人のせいもある。優しく、愛らしかった彼女。ロディアの父が現げん役えきを退き、家が傾かたむいた後、他に売られていったメアリ。

　──今ならもっとしてあげられることがあるのに、彼女は行方不明のままだ。

　苦い思い出に浸ひたるロディアが見守る間に、男はネライダから首輪をはぎ取ってしまった。

　この騒さわぎを聞きつけたのだろう、彼らの隣となりの扉が開き、眠ねむそうな黒髪の男が顔を出す。

「……うっせぇな、さっきから何やってんだよ、お前ら……」

「黙だまってろ、ガキが」

　男はすぐさま隣の扉を蹴けり閉め、顔を出した青年はごん！　と額を扉にぶつけて、そのまま元の室内に倒たおれこむ。

（関係ない人間にまで暴力をふるうのか、この男は。本物のクズだな）

　ロディアの険しい視線を受けているとも知らず、男はネライダの女を階段の下へ追いやった。

　女は半分泣きながら階段をずり落ち、怯おびえた目で辺りを見み渡わたしている。こうなると見守っていた水兵たちの目の色も変わり始め、ひとりが二階に向かって怒鳴った。

「おい、あんた！　ほんとにこいつ捨てるのかよ！」

「ああ。好きにしろ。俺はもう要いらない」

　素そっ気なく吐はき捨てて二階から駆け降りてきた男の服装は、地味を装ってもかなり高価なのがあからさまだ。恐おそらくは貴族。なのに、自分の奴隷を守ってやることすらしない。

　これ以上黙っていることは出来ず、ロディアはひらと男の前に立ちふさがる。

「待て、貴様！」

「ああ？　あんた、ずいぶん周りと毛色が違ちがう──って、おい、女かよ？」

　すらりとしたロディアの体の輪りん郭かくは中性的だが、相手はさすがに気づいたらしい。

　ロディアは怒いかりを秘ひめた瞳で相手をねめつけ、声はあくまで静かに言う。

「確かに女だ。だが、今はそんなことはどうでもいい。あのネライダ、このままでは陵りよう辱じよくされて殺されるぞ。主人なら主人らしく、奴隷のことも親身に考えてやったらどうだ？」

　男は妙みように目をきょろつかせながら考えこんでいたが、やがて唇くちびるを歪ゆがませて笑った。

「わかったようなこと言いやがって。腰こしに剣けんもないのに、軍服と偉えらそうな態度で男に言うこときかせられると思ったら大おお間ま違ちがいだぜ。──でもまあ、あんた美人だからな。うん……正直、気に入った。あんたが俺の相手をするってんなら、あいつのこと、拾い直してやってもいい」

　とんでもない提案に、今度は周りの視線がロディアにまとわりつく。

「ちょっと、あんたら……！」

　震ふるえる声でカロリーナが叫さけぶのを、ロディアは軽く片手を挙げて制した。

　そしてそのまま、目を伏ふせて緩ゆるやかに微笑む。

「なんだ、そんなことか。──いいだろう」

「おいおい……本気か？」

　妙に真剣な相手の声こわ音ねに、ロディアの笑えみはふわりと艶つやを増した。得体の知れない中性的な魅み力りよくに惹ひかれ、男たちの目は彼女に釘くぎ付づけになる。

　ロディアがきっちりと着こんだ軍服の襟えりに指をかけると、おお、と皆みなが身を乗り出した。

「私はいつでも本気だ。ただし」

　ロディアは囁ささやき、いきなり相手の男が腰にさげていた剣をつかんで引き抜ぬく。

　露あらわになった白はく刃じんがランプの光を撥はね返した──次の瞬しゆん間かんには、剣けん先さきが男ののど元に突つきつけられている。元の冷えた雰囲気を取り戻もどし、ロディアは低く囁く。

「──素す手で対剣で、というのはさすがに遠えん慮りよしたい」

「……、あ……！」

　貴族の男が何かを言おうとして、白刃の冷たさに顔を歪めた。

「てめぇ……」

　楽しみを邪じや魔まされた周りの水兵たちが、我に返って殺気立つ。

　ロディアは貴族から目を離はなさず、記き憶おくと気配だけを頼たよりに周囲の状じよう況きようを分ぶん析せきした。

（水兵は敵に回るな。ならば相手は全部で十人弱。しかも、動き回る場所も満足にない室内か。──きつい。ひょっとしなくとも、私の命も危うい。しかし……ネライダの子が逃にげる間だけもてばいいことだ）

　ロディアが戦っているうちにネライダが逃げたとしても、翼つばさがあれば彼女の身分はひとめでわかる。彼女がいつまで無事でいられるかはわからない。

　それでも、目の前で暴力が振ふるわれるのを黙って見ているわけにはいかなかった。

　ひるむな。ネライダの少女ひとり守れなくて、何が軍人だ、何が国だ！

　ロディアが自分に言い聞かせ、一歩踏ふみ出そうとした、そのとき。

　いきなり目の前に何かが降ってきた。

　何か……そう、木製の箱形寝しん台だいが、まるごと。

「っ……!?」

　反射的に後ろへ下がり、ロディアは目を瞠みはる。

　ほとんど同時に凄すさまじい音と悲鳴が響ひびき、床ゆかが揺ゆれた。

　見れば、寝台はさっきまで目の前にいた貴族の男と、さらに水兵三人ばかりを下した敷じきにしている。呆あつ気けにとられた人々の眼前で、さらに二階の回廊から誰だれかが飛び降りてきた！

　どん、とそいつが寝台のど真ん中に着地すると、寝台の下から情けない悲鳴があがる。

（うっ、大だい丈じよう夫ぶなのか、下敷きになった奴やつら……！　いや、違う。なんなんだこいつは！）

　一いつ瞬しゆん惚ほうけかけた心をどうにか引きずり戻し、ロディアは目の前に降ってきた相手を見た。

　オイルランプの鈍にぶい光に照らされる、黒くろ髪かみの青年。

（これは……そうか、さっき、貴族の男の隣の部屋から顔を出していた──）

　完かん璧ぺきにただの客だと思っていた男が、寝台の上に載のって堂々と水兵たちを見渡している。

　洗いざらしの白いシャツに黒いズボン、という大変あっさりした服に包まれた身体からだはしなやかな印象の長身で、少し長めの前まえ髪がみの下にのぞく顔立ちはすっきりと端たん整せいだ。

　二十歳そこそこであろう顔を大きくしかめ、彼は低く押し殺した声で言う。

「さっき扉とびら閉めたの、誰だ？」

「──扉……？」

　怪け訝げんな顔になる水兵たちに、黒髪の青年は剣けん吞のんな笑みを浮うかべて続けた。

「そう。俺が顔出したとこに扉閉めたの、どこのどいつだ、って訊きいてんの」

　水兵たちはますます妙な顔になり、ひとりが寝台の下の貴族を指さす。

　青年は相手が気絶しているのを見ると、軽く頭を掻かいた。

　そしてすぐに気を取り直して腕うでを組む。

「まあいい。聞け、てめぇら！　さっきから一体なんなんだ？　ネライダひとりによってたかって乱暴しようとしたあげく、そいつをかばおうとした奴にまで見境なしに手ぇ出そうとしやがる。誇ほこりもない！　気き概がいもない！　根こん性じようもない！　ないないづくしの上に顔面も崩ほう壊かいしてるってのに、何を堂々と男みたいなふりしてやがる！　少しは恥はずかしいとか思わねえのか！」

「なんだと……？　てめぇ、正気で言ってやがんのか……？」

　ようやく驚おどろきから解放された水兵たちに、さっきよりも激しい殺気が宿り始める。

（こいつ、殺されるぞ）

　ロディアも息を吞のんで立ちすくんだ。自分の言動も大たい概がいだが、目の前の青年の啖たん呵かは桁けたが違う。緊きん張ちようと殺気でびりびりし始めた周囲に、青年はさも楽しそうににやりと笑った。

「正気も正気、大正気だぜ。てめぇらみたいなクズはこの俺自ら、大ご奉ほう仕しで大おお掃そう除じしてやる。遠慮は要らない、来いよ。──俺もお前らに比べりゃ、結構な美人さんだろ？　ええ？」

　青年の言葉が終わるか終わらないかのうちに、真っ赤になった水兵たちが言葉にならない叫びをあげて青年に襲おそいかかる。

　青年はすかさずひらりと身をかわし、円えん卓たくの陰かげに潜ひそんで、いきなりロディアを指さした。

「おい、お前！」

「──!?　私か？」

「そう、近この衛えのお前だ。この喧けん嘩か、半分任せた！」

「何っ!?」

　ロディアが目を丸くしている間に、青年は勘かん定じよう台前に並んだ椅子いすをつかみあげた。

「行くぜ！　死なないように気をつけろよ！」

　酷ひどいことを叫び、木製の椅子を水兵の膝ひざに叩たたきこむ。椅子の一部が砕くだけ、水兵は悲鳴と共によろめき倒れた。その首筋に鋭するどい蹴りを放って気絶させると、ほとんど同時に勘定台のグラスをかっさらった。

「死ぬのはてめぇだ！」

　怒ど声せいと共に水兵が青年に襲いかかる。

　青年はくるりと振り向むくと、そのまま手の中のグラスを水兵の顔へと突っこんだ。

　血と情けない悲鳴が辺りに零こぼれ、酒場中が一気に熱っぽくなる。

（強い！　なるほど、啖呵を切るだけはある、か）

「てめぇも仲間か！」

　剣を構えて青年を見守ってしまっていたロディアにも、湾わん曲きよく刀とうを抜いた水兵が迫せまってきた。目を血走らせた水兵が、力任せに刀を振るう。

　ロディアはぎりぎりで刀を避よけ、同時に自分の剣の剣先を撥はね上げた。

　正規の剣けん術じゆつで鍛きたえ上げられたロディアの刃やいばは、正確に水兵の手首と顔面を浅く切り裂さく。

　ぱっと飛び散った血に水兵は目を見開き、真っ赤に染まる視界に惑まどってよろめいた。

　からん、と床に落ちた湾曲刀をロディアが踏みつけようとした直前、黒髪の青年の手が刀をさらう。彼はそのままロディアの背後に回り、抑おさえた声で囁いた。

「いい腕だな、おい」

「お褒ほめにあずかって光栄だが、貴様……一体何者だ？」

「説明すると長いからな。とりあえず、正義の騎き士しとでも思っとけ」

　軽く答えて、青年は鋭く踏み出す。

　敵から奪うばった湾曲刀の背で水兵の脇わき腹ばらを打ち、さらにもうひとりの攻こう撃げきをかいくぐって相手の顔をつかむと、そのまま勘定台の角に後頭部を叩きつけた。

　彼はいちいち呆あきれるほど無造作な攻撃で、しかし確実に相手を戦せん闘とう不能に陥おとしいれていく。

（素す早ばやいのは確かだが、何より思い切りがよすぎる。こいつ、相当喧嘩の場数をこなしているな。……物ぶつ騒そうな男）

　視界の端はしに青年の姿を映しつつ、ロディアも絶ぜつ妙みようの間で水兵の攻撃を避けた。

　そのままさっと身を低くして、容よう赦しやなく相手の足の腱けんを切り裂く。悲鳴があがる前に、ロディアは円卓の下へ転がりこんだ。誰かの湾曲刀が卓たくの端を削けずった音がする。そして床に転がる水兵の悲鳴。すべてを無視して、ロディアは床に落ちていた食事用のナイフを拾った。振り向きざま、卓の下から水兵の足の甲こうにナイフを突き立てる。

　濁にごった声をあげた水兵を、すかさず黒髪の青年が殴なぐり倒たおす。

　よろめいた水兵の身体が床に投げ出される。と、同時に辺りからすっと殺気が消えた。

　──青年とロディアは、ほんのわずかな時間で水兵たちを全員倒してしまったのだ。

「ひ……ひえ……な、なんなの、あんたたち……」

　カロリーナが勘定台の向こうから顔を出し、真っ青になってうめく。

　ロディアは卓の下から這はい出し、水兵が全員気絶しているのを見み渡わたしてため息を吐ついた。

「すまないな、カロリーナ。すっかり大おお事ごとになってしまった。ネライダは……」

「あー、あいつなら、途と中ちゆうでちゃんと逃げてたぞ。あとはあいつの運次し第だいってとこだろ」

　軽く両手を払はらった青年が屈くつ託たくなく笑って言い、軽くこめかみあたりに手を当てる。

　軍隊式の礼だが、砕けすぎていてあまりそれらしく見えない。改めて見ると、彼は本当にロディアより多少年上なだけの、近所の見た目のいいお兄さん、といった容よう貌ぼうの男だった。

　返り血もほとんど浴びていない姿で、青年は機き嫌げん良よく続ける。

[image: ]

「にしても面おも白しろかった、見直した！　お前、近衛だよな？　近衛ってもっとお飾かざりみたいなもんかと思ってたのに、凄すごかったなー！　あの立ち回りで、すり傷ひとつもらってないだろ。あんなもん見せられたらうっかり惚ほれる。なあ、お前、どこで剣けんを習った？」

「私の剣は、父と、父の知り合いに鍛えられたもの。まだまだ未熟だ。貴様こそ、どこで鍛えた？　共きよう闘とうしておいてなんだが、一いつ般ぱん人だと言って言い抜ぬけるにはいささか物騒すぎる腕だ」

　ロディアが警けい戒かいをにじませて青年の肩かたをつかもうとすると、青年はいきなり逆にロディアの手首を取った。

（何!?）

　ロディアは思わず目を瞠る。相手の動きは比ひ較かく的てきゆっくりだったのに、ロディアには避けることができなかったのだ。青年はそのまま、真っ向からロディアの瞳ひとみを見つめる。

　顔はまだ笑っているのに、青年の瞳はやけに静かだった。

（不思議な目だな。緑の──いや、青、か？）

　少し不自然なほどに透とう明めいな瞳に、ロディアの視線は勝手に吸いこまれていく。おかしい。何か違い和わ感かんがある。

　彼の瞳はやけに光を反射しすぎるし──そう、何より、片方が緑で、片方が青だ。

（金銀妖眼オツド・アイ！）

　この国では獣けものにときたま見られる妖あやしげな色いろ違ちがいの瞳に、ロディアは意識せず息を吞んだ。

　人間にもこんな瞳のひとがいるのか。それにしても、なんて美しいんだろう！

（……？　ばかな。なんなんだ、男を見て、綺き麗れいだのなんだのと……！　顔だけ綺麗な男なら、さんざん見慣れているだろう！）

　慌あわてて自分を𠮟しかりつけてみるものの、一度思ってしまったことは引っこめられない。

　青年はそんなロディアの様子が見えているのかいないのか、そっと目を細めて言った。

「石榴ざくろ色の瞳か。綺麗だなあ」

「……っ……無礼な！　気安くそんな物言いをするな！　私は──」

　ロディアが少し厳しい声こわ音ねで続けようとすると、青年は不意に笑えみを消す。

　彼は片手の指で『静かに』の合図を出して、ロディアの腕を引いた。

　青年の態度に真しん剣けんなものを感じ、ロディアは警戒しながらも彼に従う。ふたりして酒場の壁かべに張りつくと、青年は耳を壁につけた。自然にロディアも同じようにする。

　すると、何やら外から嫌いやな気配が伝わってきた。

　夜中にはふさわしくない、複数の重い足音。潜めた声。外にひとがいる。気配を潜めて、何かを待っている。ロディアが確信した直後、青年は彼女を壁から引き離はなして囁ささやきかけてきた。

「明らかに待ち伏ぶせされてる。実はさ、お前がここに来た直後から、このへんの路地に変な奴やつらがたむろしてたんだ。あいつら、ひょっとしてお前の追っ手じゃないか？」

「追っ手？　知らないぞ、そんなもの」

　ロディアはわずかに動どう揺ようして言うが、青年は静かに目を光らせて続ける。

「ほんとか？　二階の窓から見た限りじゃ、軍人っぽいのがひとり。あとは貴族の使用人っぽいのと、ただのごろつきが五人くらい。明らかに貴族のぼんぼんが復ふく讐しゆうにやってきましたって感じの編成だぜ。心当たりあるんじゃねえの？　痴ち情じようのもつれとか、前に喧嘩したとか」

（……！　まさか、バーロウのばかか!?　決けつ闘とうのことをあしざまに近衛隊長に告げ口しただけでは足りず、直接押しかけてきたのか……？）

　いくら考えてみても、ロディアに思い当たるのはそれだけだ。

　かすかに背筋が冷えて、ロディアは表情を険しくする。

（もしもバーロウがわざわざ人数を揃そろえてここまで追ってきたというのなら、奴は今度こそ、なんとしてでも私を殺す気だ）

　近衛隊員であるバーロウは結構な名のある貴族だ。それに比べてロディアは一応下級貴族に名を連ねているものの、父は講和以降退たい役えきし、現在軍にも政界にも大した影えい響きよう力を持たない。

　とっとと抹まつ殺さつしてしまえば、後はどうとでもごまかせると思われた可能性はあった。

　青年はロディアの様子をうかがい、こそこそと問う。

「あるんだな、心当たり。なあ、お前。助けてやったら、俺のものになるか？」

　いきなりの台詞せりふに一いつ瞬しゆん呼吸が止まり、ロディアは思わず叫さけんだ。

「貴様のものだと!?　一体なんのつもりだ！」

「声でかいって。あとなー、別に変な意味じゃないから安心しろ？　こう見えても俺、船持ってんだ。船の上じゃ、陸の法律より俺の意志のほうが優先される。俺の船の乗組員になるって約束するなら匿かくまってやってもいいぜ」

　さらりと言われたが、話の中身はそう軽いものではない。

　相手がこの若さで船を持っている、というのは、まあ金持ちの息子むすこなのかな、で説明がつく。

　しかしロディアが彼の船に乗るとなると、これはもう完かん璧ぺきに軍からの脱だつ走そうだ。

「私を見くびるな！　見ての通り私は軍人だ、任務を放ほうり出すわけにはいかない。そもそも恥はずべきことをしているのは闇やみ討うちに来た奴らのほうだ。私が逃にげるなど筋が違ちがう」

　ロディアが力をこめて主張すると、青年は急に険しい顔になった。

「ばか！　何ぬるいこと言ってやがる！　間ま違ちがっていようがいなかろうが、死ぬときは死ぬんだよ！　いいか。お前、今夜俺に会わなきゃ、このまま外に出て死んでたぞ」

「これはまた、大した自信だな。私の腕うでは見ただろう？──簡単には、死なないさ」

　半分意地になってロディアが囁くと、青年は彼女の手首にわずかな力をかけた。

　この上なく真剣な面おも持もちを近づけ、彼は囁く。

「駄だ目めだって言ってんだろ。簡単じゃなかろうがなんだろうが、お前が死ぬのは俺が嫌なんだよ！　お前の腕が剣を振ふるえなくなるのも嫌だし、お前がクズどもに屈くつ辱じよくを受けるのも嫌だ。そんなことになるくらいなら、俺があいつらを全部殺す。だからついてきてくれ。俺にはお前が必要なんだ。近この衛えなんかよりよっぽどいい夢みせてやる、信じろよ。俺についてきた後、万が一にもお前が俺に失望したら、そんときはそんときだ。お前がその剣で、俺を殺せ！」

「……な」

　何を言っているんだ、と、ロディアは言いたかった。

　言いたかったが、言葉が喉のどにつまって何も言えなかった。言えなかった言葉が頭を巡めぐる。

（なんなんだ、こいつ。ばかか？　どうして初対面でこんなことが言える？　生来よっぽどの口説き魔まなのか。しまいには、殺せだと？　そんなことを軽々しく言うな。軽々しく──）

　いや、しかし、間近にある青年の目は軽々しいどころか真剣そのものだった。

　切りこむようにこちらを凝ぎよう視ししてくる瞳。挑いどむ瞳。

　緑と青がロディアの視界にちらつき、眩暈めまいがする。耳の中で妙みような雑音が弾はじける。誰だれかが、見知らぬ複数の人間が囁き合っているような声。これはなんだ？　そしてこいつは誰なんだ。私なんかの何が欲しいというんだ。わからない、わからないことばかりだけれど、なぜだかこいつからは逃げられない気がする。

（息が、できない）

　混乱した頭の奥に、幼いころから見つめてきた海の青さがちらつく。

　海が、船が見たい、と反射的に心が囁く。この男が持っているというなら商船だろうけれど、それでも、この男が海の上でどんなふうに笑うのか見たい。そんな思いが心をかすめる。

「──貴様は、おかしい。こんな人生に関かかわることに、すぐに返事ができると思うか？」

　ロディアはどうにか理性に従って苦く言うものの、青年は容よう赦しやなくたたみかける。

「じゃあ、俺の船を見て決めるってことだな？　こういうことは早いが一番！　行くぞ！」

「ちょ、ちょっと待て！　どうしてそんな話になった!?」

　叫ぶロディアの手を引いて、男は酒場の奥に駆かけこむ。土間の床ゆかや棚たなに並ぶ壺の中身を片かた端はしから確かめていき、片手で抱かかえられる程度のものをひとつ取った。

「大だい丈じよう夫ぶ、実物を見りゃ、すぐに心なんか決まる。男なら海だ、冒ぼう険けんだ、考えるな感じろ！　おい、二階に行くぞ。上から出る」

「上から出る？　飛び降りでもするつもりか！」

　ロディアが青年に引きずられて二階に駆け上がると、青年は自分の部屋に飛びこんだ。

　彼は床にわだかまっていた黒い外がい套とうを拾い上げて羽織り、窓から外を眺ながめて楽しげに言う。

「それもいいな、正義の騎き士しは上のほうから出現したほうが格好いいに決まってる！」

「……なぜ？」

　念のためロディアが訊きくと、青年はきらきらする目をロディアに向けて言い切った。

「格好の良さに理り屈くつも理由もない！　俺を見ろ！　これが格好いいってことだ。だろ？」

　──こいつ、ばかなのかな？

　と、うっすらロディアが思い始めたとき、青年が板いた硝子ガラスのはまった窓を開ける。

　窓の外に見えるのは斜ななめになった屋根だ。石いし瓦がわらを葺ふいた屋根がどこまでも連なっている。

　そして下方に見える路地裏には、確かに怪あやしい人ひと影かげが蠢うごめいていた。

「おい、ちょっと、そこの燭しよく台だい取ってくれ」

「燭台？　まさか……」

　ロディアが嫌な予感にさいなまれながらも円えん卓たく上の燭台を取ってやると、青年は壺の中に火のついた蝋ろう燭そくを近づけた。わずかな間を置いて、壺からめろりと炎ほのおがあがる。

「そ、油壺！」

　青年は屈くつ託たくなく答え、火のついた壺を怪しい人影のど真ん中に放り投げる。すぐに悲鳴があがり、真っ赤な炎が夜の路地に燃え上がった。怪しい人物たちの服に火がついたのだろう。

　青年は素す早ばやく窓から外へ出ると、ロディアのことも同じく窓から引きずり出す。

「さあ、走れ！　こっちだ！」

「貴様……！　本当に、こんな事態でなければ警察に引き渡わたすところだ！」

　声を抑おさえて叫ぶロディアに笑み混じりの視線を投げて、青年は屋根の上をまるで平地のように走り出した。容赦ない速度にぎょっとして、ロディアも懸けん命めいに彼を追う。長ちよう靴かの底が石瓦を踏ふんで滑すべりかけるのをどうにかこらえ、月の明かりだけで張り出した窓を跳び越こえる。

「誰だ！　誰がやりやがった！　おい──」

　路地裏であがった叫びは、予想どおり聞き覚えのあるものだった。

　それでも今は、とにかく目の前の青年についていくことだけでいっぱいいっぱいだ。

（本当に一体なんなんだ、私はどうしてこいつについていっている？）

　すべてが曖あい昧まいなままなのに、今さらやめた、と言える状じよう況きようでもない。必死に駆け続けるロディアの眼前で、青年は切り立った切妻屋根をひょいひょいと上っていく。

「来い」

　上から手を伸のべられ、ロディアはむっとした顔になる。

　彼の運動能力が高いのは確かだが、よくわからない人物に命令されるのは気に障さわる。

　ロディアが相手の手を無視してどうにか切妻の上まであがると、屋根の向こうはもう軍港だった。今いる屋根の下に道はなく、代わりに黒々とした海が月光を撥はね返している。

　少し離れたところには、密集した船せん影えいも見えた。

「行き止まりに見えるな。どうやって下りるつもりだ」

　ロディアが訊くと、青年は軽く肩かたをすくめて答える。

「そんなん、飛びこむに決まってるだろーが。お前、泳げる？　駄目ならとにかくじっとしてろ。そしたら浮うくから。大丈夫、多分いける！　よーし、そいじゃ、いってらっしゃい！」

「…………っ!?」

　反論する間もなく背中を押され、ロディアは角度のきつい屋根を転がるように走った。

（ばかだ！　やっぱりあいつ、ばかだ！　こんなもの、変なところに落ちたら即そく死しだぞ！）

　今さら後こう悔かいしてみるものの、ここでためらうのは一番まずい。

　ロディアは無理やり覚かく悟ごを決めると、思い切って屋根の縁ふちを踏み切った。

　真っ黒な、闇やみと同じ色の水面を目指して、祈いのるように手を伸ばす。

　身体からだがふっと浮く感覚があり、その後すぐに辺りを真っ黒な水が包んだ。大量の泡あわが視界を遮さえぎり、刺さすような冷気が全身を包む。心臓が悲鳴をあげ、頭が混乱しかける。

『ロディア、海に落ちたときにはね──』

　とっさに父が泳ぎを教えてくれたときの記憶が蘇よみがえり、ロディアはどうにか水をかき分けた。

　長い髪かみが、軍服が、身体にまとわりついてロディアの動きをさまたげ、酷ひどくもどかしい。

「──っ、は……！」

　どうにか水面に顔を出す。塩水が目に浸しみ、やみくもにもがきたくてたまらなかった。

　だが、もがいては駄目なことは父から教わってわかっている。ロディアは焦あせる心を懸命に抑えこみ、幼いころに習ったきりの記き憶おくを頼たよりに身体から余計な力を抜ぬいた。

（大丈夫だ、しばらくなら、立ち泳ぎはできる──しかし、一体どちらへ行ったらいい？）

　ぎりぎり呼吸を保ちながら辺りを見回すロディアの前に、すっと一隻せきのボートが現れる。

　無人のボートでも流れてきたのか、と思ったのもつかの間、ボートの向こう側の水面からひとりの男が顔を出した。さっきの青年だ。

　彼は揺ゆれるボートにあがると、濡ぬれた黒くろ髪かみを後ろへおしやってロディアに手を伸べる。

「上れるか？」

「大丈夫に決まっている。しかし、貴様は、どれだけむちゃくちゃなんだ……！」

「その俺についてこれてるだけ、お前もむちゃくちゃ。気が合いそうだよな。よっ、と」

　軽いかけ声と共に、青年は軽々とロディアをボート上に引き上げた。外見は細く見えても、結構な力だ。ロディアは何度か咳せきこみ、忍しのび寄る冷気に小さく震ふるえる。

　青年は馴なれた調子で艪ろを握にぎると、よどみなくボートを操あやつり始めた。手伝えと言われるまでは任せておこうと思い、ロディアは辺りの様子を確かめる。

　陸のほうには、かすかな騒さわぎの気配があるようだ。誰かの声の木霊こだまや、物音。とはいえ港まで追ってくる者の姿は見あたらず、ロディアはほっと胸をなで下ろして湾わん内ないに視線を移した。

　軍縮のせいで何隻もの軍ぐん艦かんがつぶされたとはいえ、まだ湾内には多くの船がある。

　美しい女め神がみの船首像や、花や蔦つたの飾かざりで囲まれた艦かん船せん名を左右に見ながら、ボートは進む。

　そうしているうちに、じわりとロディアの視界が明るくなってきた。

「夜が明けちまうな。そろそろ二に点てん鐘しようだ」

　青年が霧きりの出始めた行く先を見つめて言う。

「朝五刻、か」

　半ば意識せずにロディアが答えると、青年はふと笑い声を漏もらした。

「へえ、めずらしいなあ。海軍式の時鐘がぱっと出る近この衛えなんているのか」

「海軍式？　別に商船だって──ん？」

（今の台詞せりふ──どういう意味だ。何か、嫌いやな予感がするような……）

　嫌な予感……いや、いい予感なのか？

　とにかく意外というか、衝しよう撃げきというかでロディアはうろたえた。

　そんな彼女の耳に、今度は笛の音が聞こえてくる。

　前方に軍艦がいるのだ。あれは、軍艦の乗組員が号令をかけるときに鳴らす笛だ。

（しかもこれは、艦かん長ちようを迎むかえるときの笛……！）

　果たしてこんな時間に着任する艦長などいるのだろうか？

　おそるおそる前方を見やると、ちょうどよく霧が左右に裂さけた。

　幕が開いたかのように、幾いくつもの角灯で照らされた船の姿が露あらわになる。

　近づいてくるそれを見つめ、ロディアはゆっくり目を見開いた。

　優美で小ぶりな木造帆はん船せん。艦かん隊たいの主戦力となる戦列艦かんよりは一回り以上小さいが、いかにも速度の出そうな細めの船体には立派な三本マストが生えている。

　腹に抱えた一列の砲ほう門もんは、ざっと数えて二十ほど。主に船団の警護などを担当する小型艦だ。

「おい、あれは──」

「綺き麗れいだろ。俺のレーン号だ」

　青年はどことなくうっとりと言い切ると、ボートを船に接せつ舷げんさせた。

　船から垂れている縄なわばしごを手がかりに、彼はごく慣れた様子で船の上へと上がっていく。

　甲かん板ぱんに着くとすぐに周りから数人の士官らしき人影が歩み寄り、青年から濡れた外套をはぎ取り、片方だけ肩けん章しようのついた美しい濃のう紺こんの軍服の上着を着せかけた。見れば、狭せまい甲板にはぎっしりと、士官、下士官、さらには一いつ般ぱんの水兵たちが整列している。

「海兵隊！　担になえ、筒つつ！」

　下士官の鋭するどい声がして、赤い制服の海兵隊員が何人も並んでマスケット銃じゆうを担う。

　どう見ても、最敬礼するための所作だ。

（駄だ目めだ、これはもう、間ま違ちがいない。信じにくいが、つまり、これは──）

　唖あ然ぜんとするロディアに片手を伸べながら、青年は軽く片手をこめかみ辺りに当てる。

「ようこそ、我が艦へ。着任ご苦労。ってことで、俺が艦長のランセだ。よろしくな」








２









「……艦長？　軍艦の？」

　甲板に引きずり上げられて毛布をかけられた後も、ロディアはまだ呆ぼう然ぜんと黒髪の青年を見つめていた。ランセと名乗った青年は、軍服の上着をはおってみても、やっぱり軍人というより学生か何かに見える。

「そうだ、他ほかの何かに見えるか？　ついでだから、他の乗組員も紹しよう介かいしと──」

「あらぁ、ランセじゃありませんの！　よくもまた、生きて帰ってきましたわねえ」

　ランセの言葉をさえぎって甲板に響ひびいたのは、やけに艶なまめかしい声だ。

　何かの聞き間違いか、とロディアが視線をやると、ほとんど隙すき間まなく居並んだ士官や水兵たちの間から、この場には似ても似つかわしくない姿の人物が歩み出てくる。

「女……？　なぜ軍艦に、こんな女がいるんだ」

　自分のことは高い棚たなに上げて顔をしかめるロディアに、いかにも色っぽい黒いドレスと銀ぎん狐ぎつねの襟えり巻まきを身につけた女が眉まゆをひそめた。

　そんな顔ですらびっくりするほど妖よう艶えんな、二十歳はたちくらいの美女である。

　彼女はいかにも嫌そうな笑え顔がおでランセの首に両りよう腕うでをかけると、彼の耳元に顔を寄せて言う。

「ランセ、なんですの？　あの子。わたくしだけじゃ不満ってことかしら、浮うわ気き者。罰ばつとして、このあとすぐにわたくしの部屋にいらして。すぐに夢見心地ごこちにさせて差し上げますわよ？」

「カロル、俺のサーベル」

　女に首を抱だかれたランセは、満面の笑みで傍かたわらの士官に片手を伸のべた。すかさず差し出されたサーベルの柄つかに手をかけ、いきなり逆手で引き抜いて女の顔を斬きりあげる！

「……っ！」

　ロディアは息を吞のむが、女はすばやく飛び退のいた。

　彼女はすぐに体勢を立て直して妖しく笑い、豪ごう奢しやに波打つ長い艶つややかな赤毛をかきあげる。

「あらあら、帰ってくるなり物ぶつ騒そうですこと。相変わらず無ぶ粋すいなケダモノですのね。学がないなりにわたくしの美を褒ほめ称たたえるなり、詩に詠よむなり、とにかくもう少しだけ人間らしく情じよう緒ちよ的に再会を喜べませんこと？」

「あいにく俺、正直が取り柄えだからさ！　ちっとも嬉うれしくないときに嬉しそうにするとか、無理なんだよね。あと、男に耳元で囁ささやかれても鳥とり肌はだ立つだけだから！」

「……男？」

　誰だれのことだ、とロディアが内心首をひねっていると、女はランセに剣けん先さきを突つきつけられたまま、さも楽しそうにくすくす笑った。

　格好は酒場で働くのにふさわしい類たぐいなのに、言葉の発音や顔立ちはあくまで高貴なひとだ。

「せいぜいもっと嫌がっていただきたいですわ。わたくしもあなたに触ふれるたびに指が腐くさって落ちてしまいそうなのに、こうして誠心誠意、日々の嫌がらせに励はげんでいるのですもの。ああ、また消毒液で指先が荒あれちゃいますわねえ」

「あはははは、ほんとにお前、俺のこと大っ嫌きらいな！　おい、念のため言っとくけど、こいつ男だから！」

　いきなり振ふり向むいたランセに言われ、ロディアは叫さけぶ。

「お、男だと!?　一体、どこがだ！」

「生まれも育ちも身体からだも心も全部男！　女っぽいのは服と口調と嘘胸だけ。船医のアルデアな。ぐちゃぐちゃ要いらんこと言うけど、ぜーんぶ意味ないから無視しとけ。そんでこっちが、航海長のキニス。あんまり喋しやべらないけど、いつもそうだから気にすんな。中身はいい奴やつだから」

　ランセは強ごう引いんにアルデアを無視し、次の士官の紹介に入ってしまった。

　紹介されていく名前はどれもあまり一般的ではない響きだ。初対面なのに家族名を教えられない、というのも珍めずらしい。

（全員最初から友達感覚で名前を呼べ、ということなのか？　そもそも、『ランセ』というのがまったく聞いたことのない発音だが……）

　ロディアが戸と惑まどったまま航海長のほうを見やると、彼は一見かなりまともそうな男だった。

　きちんと男性らしく品の良い容よう貌ぼうで、周りに比べても比ひ較かく的てきまともに軍服を身につけ、長めの茶色い髪かみを後ろでひとつにまとめている。多分年は二十代前半から半ばくらいだろう。

「あ──その、とりあえず、よろしく」

　とにかくロディアが会え釈しやくしてみると、キニスは真っ黒な目で眠ねむたそうに瞬またたいた。

　──それだけで、本当に何も言わない。

（いや、待て、無口にしてもそれは行きすぎてないか？）

　冷や汗あせをかくロディアのことなど気にせず、ランセは手て際ぎわよく続ける。

「次！　ちょっと順番が前後しちまうけど、こっちが二等海かい尉いのカロル。あと、ルーナ・ノア。カロルは俺の弟分で、ルーナ・ノアは正しよう真しん正しよう銘めいの女の子。万が一手ぇ出したら、即そく、殺す」

　カロルと呼ばれた青年は金きん髪ぱつで、ひょろりとした長身だった。ランセよりさらに背が高く、軍服の前を全部開けて着こんで腕うでを組み、何やら顔をしかめてこちらを見ている。

（これは若いな。まだ十代じゃないのか？　私と同じくらいか、ひょっとしたら年下だ）

　そしてルーナ・ノアは、かくんと背の低いやせぎすの少年──かと思いきや、ランセの紹介が確かなら女の子なのだろう。

　短い銀ぎん髪ぱつに虚うつろな紫むらさきの瞳ひとみ。片目に装そう飾しよく的な眼帯をつけ、無表情でじっと前を見ている。

（……しかし、この子はなんのために乗っている？　少年なら砲ほう手しゆ助手だろうが、そんな子をわざわざ紹介はしないだろうし、女だという話だし。ちゃんと別あつらえの軍服を着ている）

　大いに怪け訝げんに思いながらも、ロディアはランセに別の問いを投げた。

「海尉はカロルだけか？　この規模の船なら、海尉が二、三人というのはおかしくないかもしれないが……一等海尉はどこに？」

　するとランセは、まだアルデアのほうを警けい戒かいしながらサーベルを鞘さやに収めて答える。

「よく事情わかってんなー、お前。いや、こないだちょっと欠員が出ちゃってさ。船に乗ってる時の海尉の位は海軍の名簿順だから、普ふ通つうならカロルがそのまんま一等海尉に繰くり上がって、俺の副長になるはずなんだけど。正直なところ、カロルが副長になるのは俺が嫌いやだ！　なぜならカロルはばかだから！」

「っ、く、あのっ！　ばかとか、心の底からあんたにだけは言われたくないんですが！」

　真っ赤になって反論する二等海尉のカロルに、ランセはちらと意地悪い笑みを向けた。

「何言ってやがんだ、本当のことだろ？　お前、ばかだし弱いしほれっぽいし、いいのはせいぜい背が高いことくらいじゃねーの。あとあれだ、極きわめつけの船ふな酔よい癖ぐせが──」

「やめてくださいっ！　部外者がいるってのに、そんなことまで言わなくていいんです！　俺が大提てい督とくと初対面のときに船酔いにかかってとんでもないことになって、以来あだ名が『たらい野や郎ろう』とか『史上最強暗殺者・伝説の始まり』とかなったのはもう三年も前のことですから！」

（……なるほど、それは悲ひ惨さんだ。むしろ言わなきゃわからないのに、正直な奴）

　これはランセでなくてもからかいたくなるかもしれない。

　ちょっと可哀かわい想そうなものを見る目でカロルを見やりながら、ロディアは慎しん重ちように口を挟はさむ。

「しかし、副長は艦かん長ちようの命令伝達から作戦立案の補ほ佐さまで、常に艦長の手足となって働く重要な地位のはずだ。副長なしで艦かんがやっていけるとは思えないが」

　今現在、海戦で使われている木造帆はん船せんは、人力と風の力でのみ動く精密機械だ。その性能はあまりに天候に左右され、操船だけでも相当な手間がかかる。

　それで戦争をやろうというのだから司し令れい塔とうたる艦長の仕事はあまりに多く、助ける者がなくてはとてもではないが手が回らない、はず、なのだが。

　ランセはなぜか不敵に笑って言う。

「その通り！　幸い今までは俺が有能すぎるんでどうにかなってたんだが、これから俺たちは新しい任務に就つく。万ばん全ぜんの態勢で臨のぞみたいからいい人材回してくれー、って海軍省に頼たのんだら、誰も志願者がいないって言って断られた！」

　──やっぱりこの艦、まずいんだな。何かが。

　ひっそり顔色を悪くするロディアの肩かたに、ランセの手がぽんと載のった。

「で、勝手に調達することにしたってわけだ。それがお前だ！　安心しろ、近この衛え隊には俺が責任持って掛かけ合ってやる」

「待て、いつの間にそこまで話が進んだ！　大体貴様、違う、艦長、今まであなたは自分が海軍人だなんて一言も言わなかっただろう。だまし討うちだぞ、これは！」

「あー、そうだったっけ？　まあ、今言ったから同じだろーが。お前、男なら細かいことにこだわるんじゃねえ！　そういや、名前聞いてなかったな。なんて言うんだ？」

　なんだか気になることを言われた気がするが、ロディアは彼の勢いに吞まれて名を名乗る。

「ロディア・アルバラード」

「……ん？　あれ？　お前って……女？」

　一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからず、ロディアはランセを見つめ返した。ランセは大きく目を瞠みはって、きょとんとこちらを見ている。──これは本気の顔だ。

　そう気づいたロディアは、大いに顔を引きつらせた。

「まさか、あれだけ間近で私を見て、触れさえしたのに、男と思っていたと？」

「おう、すまん。華きや奢しやなのによく動くなあ、とか普通に感心してたぜ！　そうか、女か。近衛って女でもなれるもんだったっけ？」

　女でも、という言い回しがついついかちん、ときて、ロディアは毛布を肩にかけたまま切れるような流し目をランセに向ける。

「マディス王国では、実力さえあれば男女関係なく軍務につける。任務が忙いそがしすぎて忘れてしまったのか？　それとも、女に触れる機会が少なすぎて目が曇くもったとか？」

　そこはかとない挑発を含んだ台詞せりふにも、ランセは頭を掻かいてあっさり答えた。

「まあ、喧けん嘩かのときは腕っ節ぷしの強さだけしか見ねーしなあ。うーん、どうするか……」

「あははは、ばかっ子ランセ！　悪いことは言いませんわ。とっとと返品しちゃいなさいな」

　アルデアが高らかに笑い、さらにカロルが勢いよく割りこんで叫ぶ。

「そうですよ、何を迷うことがあるんですか、艦長！　冗じよう談だんじゃありません、今すぐ追い返しましょう！　いいですか、俺は絶っ対に、女の士官なんか認めませんからね！」

　敵意剥むき出しの台詞にロディアが視線を向けると、カロルの水色の瞳には純じゆん粋すいな怒いかりが燃えさかっているようだった。一方のランセは、まだ思案げに腕を組んだまま笑う。

「『女の士官なんか認めませんからね！』かあ。いいね、普通だね、カロル。お前、本当に俺の部下にしてはまともっつーか平へい凡ぼんだよなあ、感覚が。お前と喋ってると、俺、たまーにうっかり目が醒さめるような気になるぜ？」

「だったらいつも醒めててくださいよ！　面おも白しろがってないでまともに考えましょうよ！　いいですか？　女なんか腕わん力りよくはない、体力はない、冷静な判断力もない、すぐに泣く、文句を言う、何考えてんだかわかんないし男騙だますし軍務にはもっとも適さない類たぐいの人間でしょう！」

「うーん、ま、そーだな。完かん璧ぺきに同意する気もしないけど、違ちがうって言う気にもならんなー」

　ランセがカロルの言い分を肯こう定ていしたのを聞いて、ロディアは軽く唇くちびるを噛かんだ。

　こうまで言われて黙だまってはいられない。彼女は静かに瞳を冷やし、カロルに向き直る。

「──お言葉だが、カロル海尉。私は正規の士官候補試験を、歴代二位の成績で通過している。軍人たる心得も知っているつもりだ」

「知ってるつもりと、知ってる、ってのは全然別の話だろ。いいか？　海のど真ん中で仲間に命預けんだぞ、こっちは！　ひとりでも使えない奴がいたら、それだけ俺たちみんなの生せい還かん率が下がるんだよ。どういうことかわかってんのか、それが！」

　カロルの言うことももちろんわかる。だが、ロディアもずっと海軍を志望してきたのだ。

　胸の奥で熱く燃えるものを感じ、ロディアは一歩前に出てカロルの目を見上げる。

「これでも海軍人の娘むすめだ。覚かく悟ごはある。私自身もオルディアレス艦長の背を追って海軍を志望した人間だしな。そもそもカロル。君は女性のすべてが同じ能力の持ち主だとでも思っているのか？　もしもそのように思っているのだとしたら、君は──残念ながら女性にもてない」

　最後を力強く言い切ると、カロルは顔を真っ赤にして硬こう直ちよくした。

「な、なななななんでもてるとかもてないとかそれが今かかか関係してくんだよ！」

「……本当にそんなにもてないのか？　少し手ほどきしようか？」

　若干気の毒になって聞き返すと、カロルは勢いよく歯がみして身を乗り出してくる。

「んなもんいるかっ！　ばか、俺にも名めい誉よってもんがあるっての！　艦長！　もしどうしてもこいつを船に乗せるって言うんなら、俺が試験します！」

「はあ？　どーしてお前がやんの？」

　ランセにきょとんとした様子で聞き返されると、カロルは辛しん抱ぼう強づよく続けた。

「あんたに任せとくと、全部がてきとーで勢いだけのなし崩くずしになるからですよ！　とにかくこの船に乗るんなら、こいつが男並みの働きができるって証明してもらわなきゃ納なつ得とくできません。せめて俺には剣けんで勝ってもらわないと！」

「──剣か。それが望みなら受けて立とう」

　ロディアが静かに言うと、辺りから微び妙みような視線が集まる。

　心配するような、呆あきれたような、あるいは特に何も感じていないかのような目だ。ロディアの腕を知らなければそんなものだろう。認められるには、とにかく証しよう拠こを見せるしかない。

　いつの間にか近衛のことも忘れてロディアが考えていると、ランセがいきなり一言、

「却きやつ下か！」

　と言った。カロルが目を瞠り、情けなく叫さけぶ。

「艦長!?　この流れでそういうこと言いますか!?」

「言うに決まってんだろーが、ばーか。だってカロル、お前弱いんだもん。お前とロディアがやりあったら、どっちかが、っていうか多分両方が怪け我がをする。なんで俺、任務に就く前に自分で自分の戦力減らさなきゃなんないの？　俺ってそこまでばかなの？　違うだろ？」

　少し真ま面じ目めな顔になってつらつらと言い、ランセはロディアに向き直った。

「だから、俺がやる」

　軽く言われたが、ロディアは緊きん張ちように顎あごを引く。

「それはあなたが、私と勝負をするということか？」

「ああ。ルーナ・ノアは別格として、士官候補が女っていうのは俺にとっても不安があるからな」

「──『女だから』か。海軍が他ほかの軍に比べて実力の世界というのは、建前だけの話か」

　にじみだす悔くやしさに吐はき捨てると、ランセは少し嫌いやそうに顔を歪ゆがめた。

「何言ってんだ、お前。俺はな、仲間がものすごく大好きなんだよ」

「……なるほど？　だから、仲間のカロルの言うことは尊重するんだな」

　ロディアが皮肉げに失しつ笑しようすると、ランセはぐい、と前に出て真しん剣けんな顔でまくしたてる。

「駄だ目めだ、お前、全っ然わかってねえ！　あのなあ、俺が好きだって言ったらほんとのほんとに大好きってことなんだ！　俺はここにいる仲間のためならなんだってやる、どんなもんだって投げ捨てる、この俺の命そのものだって仲間のためのもんだ！　お前がこの船に乗るんなら、お前だって俺のかけがえのない仲間になるってことだろ？　だけどそいつが女だってなったら、万が一敵に捕つかまったときどうなるかとか、考えるのが当たり前だろうが！」

（……こいつ、相変わらず、すごい剣けん幕まくで恥はずかしいことを……！）

　つい相手の勢いに吞のまれそうになるのを、ロディアはぐっとこらえて甲かん板ぱんを踏ふみしめる。

「捕ほ虜りよになったら、私は自分で脱だつ出しゆつするか、舌を噛む。そのくらいの気き概がいはある」

「なるほど、そりゃお前はそれでいいかもしれないな。だけどいざそんなことになったら、この俺がぶちぎれるから。そりゃもう大惨さん事じになるの、確実だから！　俺はそれが嫌だから、もう一度お前の腕うでが俺にとって信じられるものかどうか試ためしたい」

　ほとんど剣けん吞のんと言ってもいい表情で言うランセに、ロディアは眩暈めまいに近いものを感じる。

（仲間だの、信じるだの、子供か、こいつは。そんなことをよくもまあ、ほとんど初対面の女に言えるな）

　父の屋や敷しきでも、士官候補生試験を受けたときも、その後の近衛の生活でも、軍人なら山ほど見た。しかしこんなわけのわからない勢いのある男も初めてなら、ロディアにここまで真剣な目を向けた男も初めてだ。

　ロディアが答えを探してしばし黙りこんでいると、不意にランセの雰ふん囲い気きが緩ゆるむ。

「──でもま、お前が嫌ならきっぱり断れ。ここまでだって俺が無理やり連れてきただけだしな。お前がここで降りるって言うなら、俺は引き留めない。一いつ緒しよに近衛か警察のとこまで行って、お前のこと狙ねらってた奴やつらのこととかも説明してやる。さ、好きなほうを選べよ」

　さらりと言われてしまい、ロディアの胸にはわずかにさざ波が立った。

　降りていい、と言われた瞬しゆん間かんに少しばかり体温が下がったような気がする。

（ここまで連れてきて、こいつ、勝手だ）

　あんなに真面目な瞳ひとみでついてきてくれと言ったのに。失望したら殺せ、とまで言ったのに。

　こんなところであっさり突つき放すなんて、勝手すぎる。

　海軍に入るのが夢だったのだ。船に乗って戦うのが夢だった。お飾かざりの近この衛えとして美しく行進するために、血を吐くような思いで試験に合格したわけではない。ドレスを着るには滑こつ稽けいなほど手を硬かたくして剣を握にぎってきたのは、宮きゆう廷ていの女性に褒ほめ称たたえられるためではない。

　考えているうちに、冷えた身体からだの中で胸の奥だけが熱くなってきた。怖こわいほどに頭が冴さえ渡わたり、視界が開ける。

　視界の真ん中にいるのはランセ。

　得体の知れない男が、ロディアの視線に気づいてにやりと笑う。殺気など欠片かけらもない顔。

　ロディアはいつの間にか乾かわいていた唇を湿しめし、刻むように囁ささやいた。

「──試すのは、こちらだ」

　静かに響ひびいた言葉に、ランセの瞳が輝かがやきを増す。

　その瞳から視線をそらさず、ロディアは続けた。

「さっきも少しカロル海かい尉いに言った通りだ。海軍に入るのは、私の夢だった。この船に乗れば、とりあえずの夢は叶かなうかもしれない。しかし今まで築いてきたものはすべてなげうつことになる。この船に、ひいてはあなたに、それだけの価値があるのかどうか。……試させていただく。お相手を、お願いしたい」

　ロディアの言葉に、辺りはしんと静まりかえる。

　ランセはひとりで気安い雰囲気のまま、浅く頷うなずいた。

「よーし、じゃあ、やろうぜ。武器はサーベルでいいのか？」

「そちらはサーベルだろう？　ならば、同じサーベルで。細剣も心得があるが、あれは試合の決まりが違いすぎるからな」

「そっか。じゃあ、キニス。縄なわ持って来いよ。三クルースくらいの長さの、細いやつ」

　ランセは言い、自分の持っていたサーベルをロディアに投げて寄よ越こした。

　ロディアは慌あわてて毛布をはねのけてサーベルを受け取り、少しばかり眉まゆ根ねを寄せる。

「どういうつもりだ？　これはあなたの剣では？」

　剣は軍人の誇ほこりだ。船上での斬きり合いとなれば、指揮官の剣を取ったほうが勝ちとなるくらいに重要なものなのだ。だがランセは特に気負ったふうでもなく、自分の両手を後ろへ回す。

「貸してやるよ。俺は両手使わないから。好きに斬りかかって来い」

「……！　あなたは！　私をばかにしているのか！」

　思わず怒ど気きをこめて叫ぶと、ランセはいかにも楽しそうに小さく笑った。

　その後ろに無言で歩み寄ったキニスが、馴れた様子でランセの腕を縛しばり上げる。

　ランセは縄の調子を確かめながら、ロディアの正面に歩み出て言った。

「俺はいつでも完璧に真剣で本気だ。で、いつでも勝つ気満々。──よし、大だい丈じよう夫ぶ、縄はほどけない。……来いよ、ロディア。楽しく、真剣にやろう」

　屈くつ託たくのない彼の笑え顔がおに、あざけりの色はない。しかし、屈くつ辱じよくなことに代わりはなかった。

　ロディアは瞳を真しん紅くに燃やし、静かにサーベルから鞘さやをはらう。手入れのよい刃やいばは重く、冴え冴ざえとした光を宿していた。剣を見慣れたロディアの目は、ランセ愛用の剣を、斬り、突き、断たち切る、すべてに対応した実戦的な剣と見てとる。

「──では、行く」

　押し殺した声で囁き、剣を構えた。

　両りよう腕うでを封ふうじた人間に斬りかかるなど、普ふ段だんならあり得ない。

　しかし今ためらえば、なおさら甘く見られるような気がした。ここまできたら、あとはランセの腕うで前まえと自信と、自分の剣を信じるしかない。

　ロディアは迷いを頭の中から締しめ出すと、一息に踏みこんだ。同時にサーベルを撥はね上げる。剣は重い、が、大気を裂さくだけでも切れ味が凄すさまじいのがわかる。

　ランセは剣風にあおられるようにひらりと避よけ、甲板を蹴けって後ろへ下がった。

（自信満々なだけはある。やけに素す早ばやい──が、なんだ？　この、ランセの動きは）

　とっさに覚えた違い和わ感かんが、攻こう撃げきを重ねるたびに大きくなる。

　ランセは大きく身を反らせ、ひょい、と飛びはね、くるりと背後に回っては簡単にロディアの剣を避け続ける。その動きは見知らぬダンスのステップに似て一時も落ち着かず、正直言ってものすごく無む駄だだらけだった。

　だが、そのぶんまったく動きが読めない。こうきたらこうくる、という型がまったく通じない。おかげで裏をかかれる。追いつけない。

　ロディアが今まで学んだ剣けん技ぎが、型が、どんどん頭の中でずれていく。崩れていく。

（駄目だ、落ち着け！　こんな動き、長く保つはずがない。いつか、奴が疲つかれて速度が落ちれば、きっと追いつける！）

　ロディアは必死で自分に言い聞かせた。しかし、剣を一ひと振ふりするごとに焦あせりは募つのる。本能的にわかるのだ。追っていたのでは、この男には勝てない。全然足りない！

　ランセはロディアが横よこ薙なぎにした剣けんをひらりと跳とんで避け、彼女と視線を合わせて笑った。

「ほら、来いよ」

　彼の声はまだ優やさしい。ダンスにでも誘さそうように響き続ける。

　息切れひとつすることなく。

「──っ！」

　ロディアの頭の奥はかっと熱くなった。怒いかりと、絶望に近い何かを感じる。

　このままでは駄目だ、敵かなわない。しかし、負けるわけにはいかない！

　そう思った直後に脳が痺しびれ、通常の思考が麻ま痺ひした。

　戦うことにのみ特化された脳の命令に従い、ロディアは踏みこみざまに突きを放つ。

　この男の速さに対応できるのは、この攻撃のみ。そう直感していた。

　直感してはいたが、今まで避けていたのは──

（しまった！　当たれば、相手が死ぬ！）

　突きは最速ではあるが、あまりに殺傷力が高い技わざだ。試合では禁じ手。

　それを一いつ瞬しゆん忘れた自分に気づく。全身が冷える。

　どうしよう、もう駄目だ、そう思った瞬間、視界からランセが消えた。

「──え？」

　軽く目を瞠みはった直後、胸の真ん中に衝しよう撃げきが走り、息が止まる。

　大きくよろめき、そのまま重力に抵てい抗こうできず、ロディアは甲板に転がった。

　視界いっぱいに明けゆく水色の空が見える。帆ほ桁げたに繋つながる無数の綱つなが空を横切っている。

　そんな視界がふと暗くなり、ランセが自分を見下ろしているのがわかった。

　睨にらみつけようとしたものの、実際できたかどうかはわからない。ランセの顔はもうよく見えなかったが、彼の声は相変わらず楽しそうに「来いよ」と囁いてたような気がする。

　後はもう意識がふっと白くなり、何も見えなくなってしまった。
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　心地ここちよく揺ゆれている。

　意識が。世界が。その昔、公園に張ってもらったハンモックで昼ひる寝ねをしたときのように。

　少し潮の香かおりがするのは、海が近いからだろうか。

　ロディアはどことなくしあわせな気分で寝ね返がえりを打とうとして──寝しん台だいから転げ落ちた。

「痛っ！」

　思わず声を上げると、今度は胸の真ん中がずきりと痛む。

　うまく呼吸ができずに盛大に咳せきこんでいるところで、誰だれかが目の前に立った。

「……起きた」

　ぼそり、と告げた声には感情がないが、声質自体は高く柔やわらかい。

　どうにか上げた視線の先にいたのは、独特な形に仕立てた軍服を着た眼帯の少女だった。

「ルーナ……ノア……？」

　記き憶おくの中から見つけた名を呼ぶと、少女は小さく頷く。

　そしてその後ろから、豪ごう奢しやな赤毛を揺らしてドレス姿の人物が姿を見せた。

「あら、やっと起きたんですのね。調子はいかが？」

「君は、船医の……アルデア、か。私は、気絶していたのか？」

　慎しん重ちように身体を起こして辺りを見み渡わたすと、そこは隔かく壁へきで仕切られたほんの小さな部屋だった。

　衣装櫃びつと一いつ緒しよになった小さな箱形寝台がふたつでいっぱいいっぱい、天てん井じようはロディアが真っ直すぐ立てないほどに低い。

　ロディアより長身のアルデアは、寝台の上に深しん紅くのビロウドを広げてその上に腰こし掛かけた。

「気絶と言えば気絶ですわね。ランセの肩かたが胸の真ん中に入ったんですわ。疲れてもいたんでしょう、その後は熟じゆく睡すいしていましたの」

「熟睡……」

　そう言えば昨晩は一いつ睡すいもしていなかった。鈍にぶく痛む頭を押さえ、いつの間にか長ちよう靴かと上着を脱ぬがされている自分を見下ろす。濡ぬれたシャツも着き替がえさせられ、冷気は身体から去っていた。

　いつ脱がされたんだ、と少々ぎょっとするものの、すぐにここにルーナ・ノアとアルデアしかいないことを思い出す。

（気を使われている、のか。……ん？　しかし、アルデアは男だった、ような……）

　なるべくさりげなくシャツの襟えりをかき寄せるロディアに、アルデアは艶なまめかしく身体をひねって囁きかける。

「酷ひどいですわよね、ランセってば。女性相手にも手加減なしでしょう？　男として本当に最悪なひとだと思いますわ。どう？　まだ痛むようなら、お薬、あげましょうか？　痛まなくなるもの、さらにいい夢がみられるもの、二度と目覚めないもの、色々ありましてよ？」

　耳から毒を注がれるような甘い声にざっと鳥とり肌はだが立ち、ロディアはあからさまにアルデアから視線をそらした。これは、ランセが苦手とするのもわかる気がする。

「遠えん慮りよしておく。痛みは大したことがないし、寒くもない。それより今は何時だ？」

「もうすぐ五点鐘が鳴るのじゃないかしら？　朝より昼に近い時間よ」

「そうか。ついでに、艦かん長ちようはどこにいるかわかるか？」

　ロディアが訊きくと、横からルーナ・ノアが口を出す。

「──ランセは、艦かん尾び甲かん板ぱん。上に出るなら、これ」

　やせ細った指で差し出されたのは、濃のう紺こんの軍服の上着だった。日にも潮にも焼けておらず、仕立てもかなりよさそうだ。ロディアは何度か瞬またたき、軽い興奮と困こん惑わくを覚える。

　一いつ般ぱんの水兵に与あたえられる上着ならともかく、士官になると本当は自分で軍服を仕立ててくるのが決まりだ。ちなみにその費用は、一般的な都市の労働者の給料一ヶ月ぶん以上。

　艦長級の金モールがつくとなると、軍服一式で給料三ヶ月ぶんを軽かろやかに上回る。

　長く貴族しか士官にならなかった時代の名残なごりと言っていいだろう。

　士官の軍服は『戦せん闘とう服』ではなく『正装』なのだ。

「これを、私が着てもいいのか」

　ロディアが半信半疑で上着に手をかけると、アルデアが灰色の目を高こう慢まんに細めて言う。

「わたくしの予備ですの。わたくしは船上でそれを着る気はありませんし、お好きなようにどうぞ？　比ひ較かく的てき体型も近いから、大だい丈じよう夫ぶではないかしら。ああ、胸以外は、ね」

「胸は軍服を着るには無用のものだ。そもそも軍属だったのか？　君」

　てっきり一般の医者だと思っていたのだが、とばかりにロディアがランセいわくのアルデアの『嘘胸』を見やると、彼はふと本気で嫌いやそうに顔をしかめた。

「あなた、自分が天然物の女なのがそんなにご自じ慢まん？　よくって？　わたくしは海軍なんて入りたかったわけじゃありませんの。わたくしの天才的な医い療りようの腕うでがどうしても必要だというから居てあげているだけですのよ。ランセじゃあるまいし、こんな不潔でむさくるしくて潮臭くさいところなんて、本当はまっぴら。……そう、ひとつ忠告しておきますけれど。この船に残るにせよ、ランセに気は許さないほうがよろしくてよ」

「──彼がどういう人間であろうと、軍属の人間が艦長の陰かげ口ぐちをたたくのは感心できない」

　ロディアが険しい顔になると、アルデアは真っ赤な唇くちびるに指を添そわせて、ふふ、と笑う。

「お堅かたいこと。ならばなおさら、あいつのばかさにはすぐに愛あい想そが尽つきますわ。そうなったら是ぜ非ひ、わたくしのところへいらっしゃい。大丈夫、わたくしはあれより、よっぽど真っ当よ」

　いちいちかんに障さわる言いように、ロディアは無言でアルデアと差し向かいの寝台に座り、黙もく々もくと長靴を履はいた。

　次にルーナ・ノアから上着を受け取り、きちんと着こんでからアルデアを見上げる。

「アルデア軍医。君の暴言は、今はまだ聞かなかったことにしておく。だが、同じひととして一言言っておこう。私は、ひとのことは自分のこの目で見て判断する。そして今のところ、私は君が嫌きらいだ」

「あら、そう。残念ですわ。けれど幸いなこともあってよ。わたくしもあなたのこと、さげすみ始めているところですの」

　少しも残念そうではなく言うアルデアの横をすり抜ぬけ、ロディアは腰こしをかがめて扉とびらをくぐった。小型の軍ぐん艦かんの居住区はおそろしく狭せまく、マストの横を抜けて進むとすぐに水兵たちの食堂となる。

　ロディアは手すり代わりの綱を頼たよりに階段を上り、大たい砲ほうが鎮ちん座ざしている上層甲かん板ぱんに顔を出した。途と端たんに冷えた潮風がロディアの金きん髪ぱつをさらう。

（──海の、風だ）

　懐なつかしさと興奮が胸の奥に落ちてきて、ロディアは灰青の空を見上げた。

　冬空のもと、真っ白な帆ほが風を受けてたわんでいる。複雑な構成の帆を操あやつるために張り巡めぐらされた綱が風にあおられ、楽器のようにぱらぱらと音を立てる。

（……ん？　しかし、こうも帆を張っている、ということは……）

　不意に我に返り、ロディアは大おお慌あわてで階段を上りきった。

　一気に視界が開け、四方に青が広がる。青、青、青──どこまでも続く空と海。

「出航してる……!?」

　愕がく然ぜんとしているうちに、大きな揺れが襲おそってきた。ふわりと身体からだが浮うくような感覚があり、船首が持ち上がるのが見える。腹の底がむずむずし、再び船首が沈しずむときには足元が大いによろけた。とっさに周りの水兵が手を出し、ロディアの腰を支える。

「大丈夫ですかい、士官さん」

「あ、ああ……すまない。ありがとう」

　ロディアが素す直なおに礼を言うと、水兵たちはくすくすと小さな笑いを漏もらして仕事に戻もどった。その視線に嫌な熱を感じつつもどうにか無視し、ロディアは艦かんの後方を見やる。

　ロディアの歩ほ幅はばで二十歩足らずの幅はばの甲板は、巻いた縄なわやマストや水兵やその他もろもろでごった返していた。そんな中で一段高くなった艦尾甲板は、士官たちが指揮を執とる場所だ。

　そこに紺こん色いろの制服姿を幾いくつか見つけ、ロディアは階段を駆け上る。

　いち早くランセが気づいて振ふり返り、黒くろ髪かみを海風にばらまいて力強くロディアを呼んだ。

「アルバラード君！」

「はい！」

　正式な呼び方に、ロディアは反射的に姿勢を正す。

　ランセはそんな彼女を満足げに眺ながめ、すぐに親しげに笑えみ崩くずれた。

「とか、そういう呼び方は面めん倒どうくさいからなしだ！　俺の好きな人間関係は、『俺』と『お前』。それだけだからな、覚えとけ！」

「いや、待て。それは困る。全員が『お前』では、誰に話しているのかわからない」

　つい言い返してしまったロディアに、ランセはますます楽しそうになった。

「そうか？　じゃ、他の人間がいないときだけ、『俺』と『お前』な。そうじゃないときはお前はロディア、だ。いいか？」

「呼び方はロディアで問題はないが──まずは事情を説明してもらえないだろうか。試験は合格、ということなのか？　ここは、マディスを出てどれくらい来たところだ？」

　戸と惑まどいをなるべく押し殺して訊くと、ランセは少し驚おどろいたように、ぽん、と手を打った。

「あ、その辺の話、してなかったっけ？　おーい、カロル！」

「してませんよ。あんた、なーんにも話してません。そいつがぶっ倒たおれた後、あんた自らルーナ・ノアの部屋に運んでやって、その後は出航準備に忙ぼう殺さつされて忘れてたでしょうが」

　ぐったりした顔のカロルに言われ、ランセは軽く頷うなずいて舵輪のほうを見やる。

「そう言われりゃそうだったっけか。キニス、今、この船ってどのへんだっけ？」

　呼ばれたキニスは舵輪を握にぎったまま振り返り、眠ねむそうに何度か瞬いた。

　ランセはしばらくじっとキニスを見つめてから、ロディアに向き直って胸を張る。

「港から南東微び南に約二万クルースくらい来たとこだ」

「──待て。今のキニス航海長の瞬きから一体何が読み取れたのかとか、そもそもランセ艦長、あなた自身は船の位置を把は握あくしていなかったのかとか色々訊きたいことはあるが、とりあえず私の質問に答えてくれ。私の今の立場は？　近この衛えはどうなった」

　思わず引きつりながら詰きつ問もん口調になるロディアに、ランセは堂々と言った。

「お前は俺の部下だ！　そういうことにします、ってんでキニスが近衛宛あての手紙書いて、アルデアが魔法の印章押したからきっと大丈夫！　保証する」

「キニスとアルデアが──？　ものすごく他人ひと任まかせに聞こえるのは、私の耳のせいか……？」

　ふくれあがる不安のままに問いを投げると、ランセは力強くロディアの肩に手を置く。

「いや、お前の言うとおりだ！　俺は基本的に色々他人任せだ。俺のやれないことは仲間がやりゃあいい。俺の仕事は、ここでお前たちの仕事に力ちから一いつ杯ぱい頷いてることだ」

「……言っていることは正しく思うのだが、なぜか私はとても不安になってきたぞ」

「最初の航海ってのはそんなもんだ、ロディア！　そこは安心してどーんと俺に任せとけ。んで、お前の試験は条件付き合格。お前、途と中ちゆうで俺のこと殺す気になっただろ？　あれ、よかったぜ。そこで踏ふみこめない奴やつは見込みがないけど、お前はいける──かも、しれない！」

　ズレ続けていく会話に、ロディアは眩暈めまいのようなものを覚えて呼吸を整えた。

　この男の調子に巻きこまれてはいけない。吞のまれたらどこまでもずるずる行ってしまう気がする。いつもの自分の調子と、海軍人の理想をどうにか思いだし、ロディアは表情を改めた。

「かも、では曖あい昧まいすぎる。私はすべてに全力で取り組むつもりだ。しかし、万が一あなたが私のことを『駄だ目め』と判断したときはどうなるのか、はっきり教えてくれ」

「そりゃ、ものにならなきゃ寄港地からマディス王都に強制送そう還かんに決まってんだろーが。遊びじゃねーんだから。お前をどうするかは俺が決める。本艦は本日付で海軍省より指令の任務についた。任務中のこの艦の法律は俺だ。上官に逆らったら鞭むち、上官に手を上げたら死し刑けい、敵前逃とう亡ぼうも死刑、それが海の法律だ！　いいか？」

　よく通る声で明朗に告げられた内容は、明るい声の調子に反してごく厳しいものだった。

　海上に出た船は、ある程度独自の裁量で動くことが認められている。その代わり、船上では艦長の権力が絶対だ。それこそ、この船はランセの王国なのだ。

　ロディアは改めて緊きん張ちようし、知らず知らずのうちに背を正して敬礼した。

「──はい、艦長」

「おー、完かん璧ぺき、完璧。ほれぼれするよーな敬礼だなー、久しぶりに見たぜ、そういうの。俺の艦にはあんまり似合わねー気もするけど、ま、お前にはそれが似合うからいいや。これからも変な萎い縮しゆくはするなよ？　俺に逆らうのは許さない。ただし意見は遠えん慮りよなくしろ！　俺は基本的にばかだから、お前らの意見がないと何もできない。わかったか？」
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「……はい！」

　再度敬礼しつつ、ロディアは軽い驚きに見み舞まわれている。

（意見しろ、か。男にそんなことを言われたのは初めてだ。しかも、自分からばかだと言い切るとは。──自分にものすごく自信があるか、本気のばかか、一体どちらだ？）

　なんとなく、ランセは『本気のばか』のほうのような気もする。が、まあ、だとしてもぬるぬるした宮きゆう廷ていの男どもよりはロディアの趣しゆ味みに合うかもしれない。

「よーし、いいだろ。聞け！　みんな、今日からこの艦に士官候補生として乗ることになった、ロディア・アルバラードだ。見ての通りの美人だが、万が一にも手ぇ出しやがったら、俺が手ずからぶっ殺す。覚かく悟ごしとけ！」

　ランセが叫さけぶと、小型艦の全体から了りよう解かい、の声が威い勢せい良よく上がる。

　ロディアは非現実感にふわふわしつつも、ぐっと唇を噛かんで気合いを入れた。

（──こうなったからには、やってやろうじゃないか。ここは私の夢の場所だ。何があっても認めさせてやる。この艦に、海軍に、この、いつもへらへら笑っている男に）

　強い瞳ひとみでランセを見上げると、彼は楽しそうにロディアの両りよう肩かたをつかんだ。

「さあ、ロディア。覚えることは山ほどあるぞ！　まずは正午までに船内中を駆け回って、船の各部位の名前を覚えこめ！　最初は名前だけでいい、帆も、索も、主だったのは全部だ。わかんないことは周りに訊きけ、で、七なな点てん鐘しようが鳴ったら帰ってこい、キニスが正午の計算の仕方を教えてくれる。午後はお楽しみの砲ほう撃げき訓練やるからな！　それでさらに時間があまったら、俺が剣けんの稽けい古こをつけてやる。ほら、時間がねーぞ、行け！」

「了解、艦かん長ちよう！」

　半分けんか腰ごしにそれだけ叫び、ロディアは艦かん尾び甲かん板ぱんを駆け降りた。

　辺りの水兵たちは、にやにやした顔でロディアを見つめてくる。

　ロディアはさっそくその中のひとりの前に立ち、マストに張られた帆に視線をやった。

「君、名前は？」

「はっ！　自分の名前は『──』であります！」

　水兵は直立不動になると、いきなり品のない言葉を口にする。『──』というのは、その、なんというか、絶対に人名ではありえない類たぐいの下品な単語だった。

　周りは笑いをこらえて震ふるえだし、ロディアは何度か瞬またたいた。

　そしてすぐに相手の襟えり首くびをつかむと、ぐい、と容よう赦しやなく引き寄せる。

「うわ、わわ？」

　ロディアの思わぬ力に水兵はよろけ、彼女と至し近きん距きよ離りで顔をつきあわせることになった。

　ロディアは日に焼け、あばたの浮いた水兵の顔をじっと見つめると、直接吐と息いきのかかる位置で緩ゆるやかに笑みを浮うかべる。殺気に満ちた彼女の美び貌ぼうに、水兵は思わず目を瞠みはった。

　ロディアはそんな彼に向かって、大声を張り上げる。

「では『──』君。そこのマストに張ってある帆ほの名前を端はしから私に教えたまえ。いいな？」

「は、は……はい」

　水兵は真っ赤になって頷き、辺りからはどっとからかいの笑い声が上がった。

（可哀かわい想そうに。こいつ、これからしばらくあだ名は『──』だぞ）

　ロディアがむしろ相手に同情していると、ランセがさも楽しそうに叫ぶ。

「静かにしろ、お前ら！　吞のん気きに遊んでて新入りに負けんじゃねえぞ。むしろ胸張って、強い美人にいいとこ見せてやれ！」

　船全体から「おう！」と声が上がり、大気はぱっと華はなやいだ。
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（──まずい。これは、本当に死ぬかもしれない、な）

　そうしてようやく海に赤い夕ゆう陽ひが沈しずもうというころ。

　ロディアはへとへとになって船のマストに寄りかかっていた。

　持ち前の根こん性じようと記き憶おく力と運動能力でどうにかランセの要求はこなしたものの、身体からだはがたがた、頭の中は新しい知識ですっかり飽ほう和わしている。

（ただの暗記と力仕事だけじゃない、天文学に数学に──あとは、なんだった？　とにかく、士官候補生試験どころの騒さわぎじゃないぞ、これは。気力も体力もそのへんの男に負ける気はないが、こんなことを続けていたら……さすがにもたない）

　結局ろくに昼食を摂とる時間もなかったのだが、疲ひ労ろうの極みに達しているせいで少しも食しよく欲よくがなかった。今ならどんなところでも眠れると思う。

　甲かん板ぱん作業をしている水兵たちがちらちら横目で見てくるのも、もう勝手にしろ、の勢いだ。

「アルバラード！　背ぇ正せ！　水兵どもに見られてんぞ」

　そこで横からいきなり背中を叩たたかれ、ロディアは跳はね上がるように直立不動になる。

　声のほうを見上げれば、不ふ機き嫌げんそのもののカロルと目があった。

「海かい尉い……」

「海尉、じゃねえよ。もっとしゃきっとしとけ。士官はほんの数人で、何百人っつー水兵束ねるんだぜ？　この船の百五十人とか、少ねーほうだからな？　なめられたら終わりなんだから、自覚持て。お前、特に女なんだし」

　苛いら々いらと言われるものの、中身は真っ当な意見だ。ならば吞みこめる。

　ロディアは小さく頷き、どうにか疲労で震える膝ひざを立て直して優美に微笑ほほえんで見せた。

「ありがとう。──せっかくだ、水兵に鬼おにと呼ばれるくらいになりたいところだ」

「鬼って、阿あ呆ほうか！　もう少しへこたれるとかなんとかねーのかよ？　ああ、もう、お前ってこんなときでも背中に花畑とか宮きゆう殿でんとか背負って見えるし、落ち着かねー！　っつーか、いくら石榴ざくろだからったって……いや……まあ、いいや」

　カロルはひとしきり叫んだ後、くしゃくしゃと短い金きん髪ぱつをかき回して身を翻ひるがえしてしまう。

　石榴、という単語に引っかかりつつも、ロディアはカロルの背中に声をかけた。

「海尉は、これからどちらへ？」

「んー。もうすぐご飯の時間でしょー？　ご飯作んの、ご飯。士官のぶんだけね」

「君が作るのか？　そんなもの、当番兵がやるものでは？」

　カロルはこの艦かんではランセの次に位が高い海尉のはずだ。それが料理というのは少々腑ふに落ちない。ロディアの問いに、カロルは少し意地悪そうな顔で振ふり向むいた。

「じゃ、お前がやる？」

　即そく座ざに『このうえ料理なんかやっていられるか！』と身体と心が悲鳴をあげる。もうすぐにも倒たおれこみそうに疲つかれているし、ロディアは料理をしに軍ぐん艦かんに乗ったわけではない。

（──しかし、だ。カロルは先せん輩ぱい士官だし、私は彼に認められていない。……認められる機会があるなら、すべて拾うべきじゃないか？）

　なんでそんなことに気づいてしまったのだろう、と思わないでもないが、理性の囁ささやきは止まらない。ロディアはどうにか自分に根性を入れ直し、カロルに向かって大きく頷うなずいた。

「そうだな。では軍隊式の料理というのも学んでみようか」

「あーら、そう。じゃ、好きにすれば？　料理はまあ、戦争よりかは女向きの仕事だわな、そういや。ただし、間ま違ちがっても船を火事にすんじゃねーぞ。火事出したら死刑だからな！」

　カロルは最後に念を押し、とっとと船内へと下りていってしまった。

　それ以上の説明も、調理場への案内もなかったが、ロディアは最初にランセに言われたために、船内の構造をすべて把は握あくしていた。なるほど、ランセは教育には馴なれている。

　改めてそのことに気づき、ロディアは複雑な思いでカロルを追いかけた。

「カロル海尉！　あとひとつ……ランセ艦長の故郷はどこか、ご存じでは？」

「知らない。それがどうした？」

（ん？　なんだ、こんな狭せまい船内で共に暮らしているのに、故郷の話くらいしないものか？）

　ロディアは少しばかり不思議に思って軽く首を傾かしげた。

「では、他ほかの士官の方々の出身は？　普ふ通つう、出身地によって味の好みが違ちがうだろう？」

「みんなマディス王国人だ。それだけ。じゃ、後はよろしくな！」

　カロルは少し硬い声でそう言って立ち去ってしまい、ロディアはひとり取り残される。

「──とにかく料理に集中するしかない、か」

　仕方なく自分の記憶を頼たよりに船内の調理場へと向かうと、ロディアは室内を見み渡わたした。

　身動きもろくに出来ない狭い台所には金属製の調理器具がひとつ、でん、とすえられており、作業台は床に、調味料の小こ瓶びんなどを入れた棚たなは壁かべに打ちつけられている。

「塩しお漬づけ肉に、ビスケット。卵に、酢す漬づけのキャベツ。──これで一体どうするんだか」

　置かれていた食料は、どう見ても一いつ般ぱんの水兵用のものと大差ない。

　基本的に海軍省から軍艦に支給される食料というのはこんなもので、あとは生きた豚ぶたや鶏にわとりを連れて行くのが常だが、長い航海の間にはどうしても食料は傷いたみ、不足気味になっていく。

　普通、士官や艦長は水兵たちと同じ食事には耐たえきれず、自腹でもう少しましな食料を持ちこむものだ。そんな類が、この船には一いつ切さい見あたらない。

（この規模の艦だし、何しろ軍縮中だし、貧びん乏ぼう艦かん長ちよう、貧乏士官揃ぞろいということなのか？）

　考えてみれば、あのランセが銀食器で優ゆう雅がに食事をしているところは想像がつかなかった。

（あの口調であの態度だ。貴族ではないのかもしれないな。しかし戦時中ならともかく、この時代にあの若さで、貴族でもない人間が艦長にまでなれるものだろうか？）

　正直考えづらい話だが、もしそうならロディアにとっては希望がある。ここはそれこそ、徹てつ底てい的てきな実力主義の艦なのかもしれないからだ。

　お試ためし期間とはいえ、女でも船に乗せてもらえたからには、ここで終わるわけにはいかない。

　ロディアはこの艦で、のし上がれるだけのし上がらなくてはならなかった。
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「ふむ。そんで？　なんだかよくわかんねー諸事情により、カロルの代わりにロディアが料理したってのは聞いた。で、だ。……これ、何？」

　しばらく後、辺りがすっかり暗くなったころ。

　狭いなりに壁には金の飾かざりが光り、小さな絵などがかけられた士官用食堂の長卓には、艦長のランセ以下、キニス、カロル、アルデア、ルーナ・ノアが揃そろっていた。

　ロディアは大きな皿に載のった料理を卓の真ん中に置き、やや緊きん張ちようしてたたずむ。

「ご覧の通りの牛の煮に込みのパイ包みだ。大変素そ朴ぼくで申し訳ないな」

　硬い牛肉と乏とぼしい野菜を葡ぶ萄どう酒しゆや何かで煮込んだものを入れたパイ料理は、マディス王国ならどこの家庭でも週に一回は出てくる定番料理だ。

（家ではそれなりに家事修しゆ行ぎようもさせられはしたが、正直なところ、あの材料ではこれくらいしかやりようがないものな）

　そもそもロディアはこまごまとした細工は性格的に苦手なので、今日もどーんと主菜のみ、のような勢いの料理である。改めて眺ながめてみると、自分でもこれを出会ったばかりの他人に出すのはちょっとまずいかな、という気もする。

　曖あい昧まいな沈ちん黙もくが満ちる食堂で、ランセがパイを眺めつつ訊きく。

「パイ包みなあ。確かにそれっぽい。でも、小麦粉とかねーだろ、うちの調理場」

「ああ、生き地じはビスケットくずを練って代用にした。宮きゆう廷ていでは大陸風に何層かになっているものだけをパイと呼ぶが、ここは艦かん上じようだからな」

「ま、そりゃそのとーりだな。じゃあとりあえず、諸君」

　ランセは興味なさそうな声を出すと、一応クリスタルで出来たグラスを持って立ちあがった。中に満たされているのは真っ赤な葡萄酒だ。

　乾かん杯ぱいの気配に、他の士官たちも立ち上がり、ロディアも席に戻もどってグラスを取る。

「我らがマディス国王陛下に。──乾……」

　ランセはふと声を真しん剣けんにして、乾杯、と言い切る前に葡萄酒を一気飲みした。

　そして誰だれよりすばやくナイフをパイに突つき立てようとする。

「あああっ、艦かん長ちよう、卑ひ怯きようっ！　だまし討うちすぎる！」

「ばっか野や郎ろう、カロル！　食事のときは仲間も何もねえ！　自分のメシは自分で確保しろ！」

「そうですわよ、カロルはいつもごちゃごちゃ文句言ってるから行動が遅おそいんですわ！」

　賑にぎやかな──というか、結構殺さつ伐ばつとした勢いの会話が飛び交かうと同時に、カロルとアルデアと、あくまで無言のキニスも高速でパイをかっさらって行った。

　あとはしばし黙もく々もくと咀そ嚼しやく音が響ひびき、あっという間に皿は空になる。

　ほう、というため息が聞こえてきたのは、完かん璧ぺきにパイが大皿から姿を消した後だった。

（……今、何がどうして、どうなった？　とりあえず……ええっと、私は何をすべきなんだ）

　あまりに予想外の展開に呆ぼう然ぜんとしつつ、ロディアはとにかくランセのほうを見る。

「……あの、どうだっ、た？」

　彼女のぎこちない問いに、ランセがもう一いつ杯ぱいグラスを空けてからきっぱり言う。

「うまい！」

「庶しよ民みん的な味ですわね」

　上品に口を拭ふくアルデアだが、さっきはすっかり男に戻ってパイをがっついていた、はずだ。ロディアはうっかりその様子を見てしまった。

「肉がちょっと硬くねえ？」

　カロルは顔をしかめて文句をつけるが、全部食べた後だと説得力の欠片かけらもない。

　あげく、ランセが足を伸のばしてカロルの座る椅子いすの脚あしを思い切り蹴けりつけた。

「ばっかか、カロル。お前の料理、いっつも基本的に肉焼いてるだけじゃねーか！　いまいち塩抜ぬき甘いし。いいのは火加減だけだろ？」

「それが大事なんじゃないですか、肉は火加減です、炎ほのおです！　俺の──」

　カロルが言いかけたところで、無言でグラスを傾かたむけていたキニスが眠ねむそうな目をそちらに向ける。カロルはすぐにキニスの視線に気づき、はたと黙だまりこんだ。

（何かあるな。彼らの間にだけ通じる合図か？）

　キニスは本当に必要な命令以外一切喋しやべらない男で、ロディアに天文学や数学を教えているときですら、意い思し疎そ通つうは身み振ぶり手て振ぶりや石板での筆談がほとんどだった。

　ロディアが疲ひ労ろうでぼんやりしがちな頭をどうにか動かして彼らのほうを見つめていると、キニスの真っ黒な目がこちらを向き、ロディアの目の前の皿に落ちる。

「ん？　あ、パイ……」

　つられて自分も皿を見下ろしてみると、そこには自分のぶんのパイがいつの間にか載っていた。一体誰が載せたのか、これまた無む駄だなほどの早はや業わざである。

　気づいて横を見てみると、ルーナ・ノアもいつの間にか配給されたらしいパイを黙々と自分の速度を保って食べているところだった。

「ロディア。とりあえず、今日はそれ食って寝ねちまえ。明日も早いぞ」

　ランセが気軽に言ってグラスを置き、卓に行儀悪く頬ほお杖づえをつく。

「しかし、こういうことさせるとやっぱり女の子だなー、お前。いちいちちょっとだけ凝こってて手慣れてる。男ばっかだと、どうしてもこうはいかねえんだよ」

「別に、料理のできるできないは男女には関係ないだろう。大陸の有名な料理人はほとんどが男だ。ようは理り屈くつだ、材料と火加減、そして味の方程式。それらをいくつか覚えれば普通程度の料理なら誰にだってできる」

　少しむっとしてロディアが主張すると、ランセはやけに楽しそうにロディアをさした指をくるくる回して見せた。

「あらら、ムキになっちゃって。かーわいー！」

「艦長！　なんなんだ、その……っ！　私をからかって楽しいか!?」

　ロディアは卓の端はしをつかみ、立ち上がりそうになる自分をどうにか抑おさえる。

　そんなロディアをにこにこと笑え顔がおで眺め、ランセは深く頷うなずいた。

「すっごい楽しい。毛が逆立った猫ねこみたい。でも、美味うまかったのはほんとだ。なー、カロルだって美味かったよな？　お母さんの味がした、とか言い出す勢いだろ？」

「何言ってんですか、艦長！　うちのお袋ふくろの味は世界最さい高こう峰ほうです！　これはこれで美味かったですけど……っ、うわ……っ」

　いかにも『しまった』とでも言いそうなカロルの顔に、ロディアは少し遠い目になる。

　ランセは基本的にひとをからかうのが好きなのだろう。とはいえカロルと同じような扱あつかいでからかわれていては、一生ランセになど敵かなわない気がする。

　冷静に、冷静に、と自分に言い聞かせながらロディアは配られたパイを切り分けた。

「──料理を楽しんでもらえたのは、私も嬉うれしく思っている。しかし私は料理人として船に乗ったわけではないからな。今後は当番通り──」

「えっ、嘘うそ、今後も料理してくれるんじゃねーの、ロディア!?」

　いきなり素すっ頓とん狂きような声を出すランセに、ロディアはつい顔を上げて叫さけんでしまった。

「なんでそんないかにも意表を突かれたみたいな顔をしてるんだ！　当たり前だろう、それはもちろん、カロルが調子が悪いとかそういうことになったら別だが……」

「よーし、カロル。俺たちの食生活改善のため、今から全治三年くらいで頭が悪くなる病気にかかれ！　お前、多分もうちょっとばかになっても大して変わらねーから！」

「うわっ、あんた、こんな時だけ目がマジだし！　いい加減にしてください、艦長！　頭が悪くなる病気ってそれ、あんたのかかってる不治の病ですから!!」

「──カロル海かい尉い、それ、艦長に言うべき台詞せりふではないように思うぞ。気持ちはわかるが」

　鋭するどい口調でふたりに釘くぎを刺さしてから、ロディアは疲ひ労ろう感かんと共にパイを口に運んだ。できばえは、なんというか、実に意外性がない。いわゆる『そこそこ』というやつだ。

　これがこうも喜ばれるなら、ランセたちの普ふ段だんの食生活はかなり最悪の部類なのだろう。

　実際、ランセとカロルはふたりしてロディアを見やり、口々に主張してくる。

「ロディア、お前さ、一回喰くってみればわかるって、カロルの料理！　ほんと心荒すさむから！」

「艦長！　俺、そんなひどいもん作りました!?　そりゃ、一回酢すと卵一いつ緒しよに入れて固めちゃったけど、適当な豆煎いって珈コー琲ヒー淹いれたやつはわりとそれっぽい色になってたじゃないですか！」

「──わかった！　わかったから、できたらもう少し静かに喋ってくれ。落ち着かない」

　カロルの料理の腕うでが大体理解できたところで、ロディアはふたりの話をさえぎった。

　そうして数秒間悩なやんだ後、仕方なしに結論を出す。

「……まあ、艦長のご要望とあれば従うしかない。料理はしよう。女としてというより、単なる能力的な適性を持つ者として。私も自分の料理なら、安心はできるしな」

「よし、やった！　愛してるぜ、ロディア！」

　子供のように喜ぶランセを少し遠い目で眺め、ロディアはグラスを手に取った。

　その拍ひよう子しに傍かたわらのルーナ・ノアが視界に入る。彼女がこの艦でなんの役目を負っているのかはまだわからないが、パイの配分などを見る限り、士官たちはさりげなく彼女を大事にしているようだ。

　それ自体は素す敵てきなことだが、ロディアは皆みなに大事にされたいわけではなかった。

（次からは、食料は自分で確保しなくては駄だ目めだな）

　ロディアがちょっとずれたことを心に決めていると、いきなりアルデアが席を立つ。

「ランセ！」

「ん？　なんだ？」

　ランセが嫌そうに顔を上げた、次の瞬しゆん間かん。

　アルデアは卓たく上じように膝ひざをかけて身を乗り出し、がっしとランセの顔を両手でつかんだ。

　そしてそのまま、思い切り口づける。

（──え？）

　ロディアはしばらくぽかんと目の前の光景を眺めていたが、やがて真っ赤になって席を立ち、大きく後ろへよろめき下がる。

「……う……っ!?　そ、そそそそこは、その、やっぱりそういう仲なのか!?」

　ロディアが叫ぶと、勢いよくランセの頭を放ほうりだしたアルデアが叫んだ。

「冗じよう談だんじゃありませんわ！　こっちはこの男にちょっと触さわるだけでも皮ひ膚ふが壊え死ししそうですのよ!?　汚けがらわしい！　水！　誰か水を持っていらっしゃい！　あと、火酒！　消毒！」

「か、かか艦長、大だい丈じよう夫ぶですか!?　ってか、アルデア、いつの間に酒さか瓶びん空にしやがった！　てめぇはあんまり強くねーんだから飲むなっつってんのに！」

　カロルが大おお慌あわてで立ち上がって叫び、キニスが硬こう直ちよくしたランセを椅子から引きずり下ろす。ランセはそのまま足元をふらつかせて床ゆかにくずおれたかと思うと、何度か咳せきこんで、半はん透とう明めいの球状のものを手のひらに吐き出した。

　真っ青な顔でそれを見下ろし、彼は荒あらい息を吐く。

「──っ、あっぶねえ！　俺としたことが油断した……アルデア！　てめぇ、これどうせ猛もう毒どくだろ！　普段からよくもまあ色々考えるもんだとは思ってたけどな、よりによって口移しとか、どんだけ自分の身体からだはった嫌いやがらせだよ！」

「猛毒だと!?」

　ロディアが唖あ然ぜんとしてアルデアを見ると、彼は彼で涙目になって口元を押さえていた。

「毒ですわ、そうですとも、そうに決まってるじゃありませんの！　一ひと粒つぶ吞のんだら象もさようなら、どんな無神経男でも一発！　っていう量を牛の骨から抽ちゆう出しゆつした素材でくるんで、口移しに耐たえられるようにしましたのに……酒に頼たよってもどうにもならない、驚おどろきの気色悪さは計算外……っ！　もう死にたいですわ、わたくし！」

「そりゃこっちの台詞だろうが、ボケ！　この人格破は綻たんの毒薬蒐しゆう集しゆう家が！」

　ランセもわなわなと震ふるえながら叫び、カロルは彼につきっきりで背をさすっている。

　呆あつ気けにとられるロディアの横には、いつの間にかキニスとルーナ・ノアが立っていた。

「航海長、これは非常事態ではないのか？」

　ロディアが懸けん命めいにキニスに話しかけると、彼は表情の出にくい黒い目でじっとロディアを見つめた。どことなくあきらめの入った静かな目に、ロディアはおそるおそる訊きく。

「まさか……いつものことだから放っておけ、と？」

　するとキニスは実に深く頷き、ロディアに一枚の紙し片へんを渡わたして去っていってしまった。

「本当にいいのか？　今のは、かなり本気の暗殺未み遂すいだったぞ……？」

　躊躇ためらいがちにキニスに声をかけながら、ロディアは彼が渡して来た紙片を開く。

「『その味わいはファリン海の渦うず潮しおのごとくわたしを抱だきこみ、いつしか化け物タコの足と化してこの胸を締しめ上げる。たとえそれが甘美なる死に繋つながる道であろうとも、牛と葡ぶ萄どう酒しゆの幸福なる蜜みつ月げつをわたしは祝福するであろう』──って、詩!?　しかも、料理の感想か！」

　うっかり朗読してしまってから衝しよう撃げきを受け、ロディアはキニスの消えていった扉とびらのほうを見つめた。そこへ、ルーナ・ノアが淡々と声をかける。

「もう寝る。帰ろう」

　彼女はそのまますたすたと歩いていき、ロディアは食堂に取り残されてしまった。

　背後でまだ大おお騒さわぎが続いているのを聞きつつ、彼女は途と方ほうに暮れかけて額に手をあてる。

「わ、わからん……この艦、まともな奴やつはいないのか！」

　うっかり本音を口に出しても、周りは誰だれも答えない。

　──どうやら、ロディアがこの艦に馴なれるまでには、かなりの時間がかかりそうだった。
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　かくして奮ふん闘とうの日々は過ぎ、ロディアが船に乗って七日目のこと。

「おい、ロディア！　ロディア・アルバラード！　まだ終わってねーのか、仕事！」

　いつも通りにカロルが怒ど鳴なりながら近寄ってきたので、ロディアは勢いよく振ふり向むいた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしてやや目の下に隈くまができているが、表情は晴れ晴れとしている。

「終わっ、た……！」

「へ？」

　妙みような顔をするカロルに、ロディアは華はなやかな笑え顔がおで抱きついた。

「終わった、終わったぞ、カロル海尉！　綱つなの結び方も全部覚えられたし、巻いた綱を自分で運ぶこともできた！　言われたぶんはすべて移動させておいたし、索の修理も完かん了りようだ。めちゃくちゃ時間はかかったがな！」

「な、なななんだよ終わってんならいいんだよ、ってかなんで抱きつくの、やめ、ちょ、お前密着すると結構あれがあれで、ってそうじゃねーよ！　女のくせにはしたねーだろーが！」

「どうしてこんなときだけ『女のくせに』になる？　男に比べて力がないのはよくよくわかったが、力仕事は重心の置きようと練習で多少補えるとわかってきたし、手先仕事は若じやつ干かん苦手だが、頭ではなく指で覚えればいつかはできる！」

「あー、もう、わかった！　わかったから放せっ！　俺が周りに笑われてんじゃねーかっ！」

　半分やけっぱちなカロルの叫さけびに、ロディアはようやく彼から腕うでを解いた。

　それでもまだ嬉うれしい気持ちが去らなくて、にこにこと手の中に握にぎりこんでいた縄なわ細工を見下ろす。縄で帆ほを結び、縄を梯はし子ごにし、解いた縄で船体の修理までまかなうのが木造帆はん船せんだ。

　船員が覚えるべき縄の結び方すべてを把は握あくするのが士官の仕事とは思えないが、そんな小さなことでも『できた』ということはひたすらに嬉しい。

　ロディアは練習のために作った縄細工をカロルに渡し、晴れやかな気分で敬礼する。

「そうか、それは申し訳ない。それで、私に何か用か？」

「ん？　あー、用っつーか、どうせ仕事終わってねーんだろーなあと思って、文句つけにきただけだけど？」

　カロルは花の形になった縄細工をポケットにしまい、むっとした顔になって言った。

（こうしていると、まるで子供だな）

　心が軽いとカロルの怒おこり顔までかわいらしく見えてきて、ロディアはかすかに微笑ほほえむ。

「そうか、君に無む駄だ足あしを踏ふませることができてよかった。では、私はキニス航海長のところに行く。昨晩夜通し考えて、ようやく航海術の宿題が解けたんだ」

「夜通しってお前……寝ねてねーの？　おい、やりすぎて倒たおれんじゃねーぞ、ボケ！」

　カロルが複雑な表情になって叫ぶのに笑って手を振り、ロディアは足早に艦かん尾び甲かん板ぱんへと向かう。水兵たちの間をすり抜ぬけて軽かろやかに階段を上ると、舵輪を取っているキニスと、その傍かたわらにルーナ・ノア、さらにランセの姿も見えた。

　ちなみにランセは、なぜか艦尾甲板に寝ね椅子いすを出して堂々と昼ひる寝ね中である。

　一気にぐったりした気分になり、ロディアはつかつかとランセに歩み寄った。

「艦かん長ちよう！　いくら晴天だからと言って、昼寝はないだろう、昼寝は！　大体寝たければ自室で寝ればいいのに、どうしてあえてだらけた姿を船中にさらそうとする」

「んー……寝てない、寝てない、って……」

　半はん端ぱな寝ね言ごとを言いながらも、ランセが起きる様子はさっぱりない。周囲を見み渡わたせば、みんな艦長のことは見て見ぬふりだ。

　ロディアは怒りに小さく震えつつもランセに敬礼し、舵輪を握るキニスの元へ駆かけ寄った。

「──キニス航海長。昨日もらった宿題ができたんだ。もしよければ、後で見てくれるか？」

　キニスは穏おだやかな無表情でロディアを見ると、脇わきで控ひかえていた水兵に視線を向けた。

「あ、はいっ。交代ですね！」

　すぐにキニスの意を察した水兵が頷うなずき、彼の代わりに舵輪を握る。

　あまりの以心伝心っぷりにロディアは瞬またたき、こっそり水兵に顔を寄せた。

「……おい、君。ちょっと見ただけでよくわかるな。何か、特別な合図でもあるのか？」

「あー、航海長のことですか？　基本的には馴れですけど、一回瞬いたら『はい』、まったく反応がなければ『いいえ』、目を細めるだけだと『保留』って決まりはありますねー。ま、俺くらいになるともっと詳くわしいとこまでわかるんで、代わりに号令係がつとまるってもんで」

「なるほど、そういうものか。馴なれがあるにしても、大したものだな」

　心底感心してロディアが腕を組むと、水兵はちょっと嬉しそうに鼻の頭を掻かく。

「ま、航海長、いいひとですから！　無口だってことで航海長のこと色々言うような奴がいたら、俺が黙だまっちゃいません」

（これはまた、随ずい分ぶん愛されたものだ。しかし、中には色々言う奴もいるということか？）

　ロディアが考えながら頷いていると、キニスが指一本で軽く肩かたを叩たたいてきた。

「ああ、申し訳ない。答案だったな。……これなんだが」

　ロディアは慌あわてて振り返り、上着のポケットから使い古した紙片を引っ張り出す。

　キニスは紙片にびっしりと書かれた計算式をちらと見て一回瞬き、もう一度丁てい寧ねいに眺ながめてから、今度はランセの眠ねむる籐とうの寝椅子の脚あしを蹴けりつけた。

　軽量の椅子いすと軽量の艦長はそのままころりと甲板に転がり、ランセは二、三回転してからようやくのろのろと起き上がってあくびをする。

「……キニス……何？　嵐あらし？　船せん影えい？」

　眠そうに訊くランセに、キニスは淡たん々たんとロディアが提出した紙片を渡す。

　なるほど、そこまでやれば起きるのか──とうっかり納なつ得とくしかけ、ロディアは必死に気を取り直そうと咳せき払ばらいをした。

「──なんというか、その。喋しやべらないから目立たないだけで、キニス航海長の艦長に対する態度もたいがいおおざっぱ、だな」

　言われたキニスは無言でロディアを振り返り、代わりにランセが紙し片へんを見つめたまま答える。

「俺は親しみやすい艦長で売ってるからな。冗じよう談だん言ってくるのとかは不敬に入んねーから。ただし笑えない冗談だった場合は力ちから一いつ杯ぱい罵ば倒とうする！」

「そんなことを堂々と言っていていいのか？　あえて『意見』させてもらうなら、水兵に親しまれた艦長で大成した者はいないと聞くぞ。艦長は常に威い厳げんを保ち、皆みなより一段高い存在でいなくてはならないのでは？」

　少し険しい顔になってロディアが言うと、ランセはにやりと笑って紙片から顔を上げた。

「いいねえ、その感じ！　そんじゃ、お前がばりばり仕事して人望集めて、そのうえで俺の力になれよ。そうすりゃ自然に、お前の集めた人望が全部俺のもんだ。そうだろ？」

「そういう問題か!?　というか、あなたはそれでいいのか！」

「俺は一向に構わないぜ？　堅かたいのは苦手なんだ、お前に任せる。あと、航海術も遠からず任せられるかもな。おめでとう。この計算なら、ちゃんと指定の島まで行けるんじゃねーの？　お前って、ひょっとしなくても頭いいな」

　笑顔のまま突つき返された紙片に、ロディアはぐっと言葉につまった。

　褒ほめられたのになんだか複雑な気分で、仕方なくそのままを口に出す。

「──頭は普ふ通つう以下のうえ、まだまだ未熟だ。キニス航海長なら一いつ瞬しゆんでできる計算に、昨晩一晩かかってしまった。……それに、このくらいの計算はあなたでもできるようだし」

「おいおい、そこはちょっと待て！　航路計算できねー艦長はやだろうが、普通！」

　ランセがむきになって言い返してきたので、ロディアは少し驚おどろいて彼を見つめた。

「そう、なのか？　まあ、このくらいの規模の船だとそうなのか。艦長というのは基本的に貴族がなるものだから、計算なんかは航海長任せのほうが多いんじゃないかと思っていた」

「俺くらいの格好よさになるとな、計算のひとつやふたつ、気合いで解けちまったりするんだよ。お前も頑がん張ばれ。大たい抵ていの課題は気合いと努力があればどうにかなる」

（……なんとなく、話をそらされた気がするな。出身の話は嫌いやなのか）

　鋭するどく勘かんづきながらも、ロディアはあえてそこには気づかなかったふりで答える。

「今日課せられた課題はこれで全部終わりだ。もし時間があるなら、以前の約束どおり剣けんを教えてはくれないだろうか？　なんだかんだで、まだ一度も教われていない」

「あー、剣な。残念ながら俺は現在昼寝で忙いそがし──」

「艦長。昼寝はマディス海軍の仕事ではない！」

　さすがに非難がましい目になったロディアが言うと、ランセはしばし腕を組んで思案顔になった。そして数秒後、きりっとした顔で自分に親指を向ける。

「よーし、わかった！　ロディア。これからお前、いつでもどこでも不意打ちでも闇やみ討うちでもいい、遠えん慮りよなく俺に斬きりかかってこい！　剣けん技ぎってのは、そういう真しん剣けん勝負でのみ磨みがかれるもんだ。違ちがうか？」

「いかにも『俺、格好いい！』みたいな顔で、何をとんでもないことを言ってるんだ！　そんなことをしたら、上官に手をあげた罪で間ま違ちがいなく私が死し刑けいになるぞ」

　ロディアがぎょっとして叫ぶのに、ランセは無む駄だに堂々と胸を張った。

「大だい丈じよう夫ぶ、『これは訓練です！』とか叫んでから斬りかかれば問題ない！　だろ？」

「問題大ありだ！　叫んだら闇討ちも不意打ちも台無しだろう！」

「あ、そりゃそーだな。ロディア、お前、やっぱり頭いいなー」

　ぽん、と手を打つランセに、ロディアは小さく震ふるえて続ける。

「あなたというひとは……！　結局指導をする気はないのか？　私も国内外で幅はばを利きかせている剣の作法にはそれなりに詳しいつもりだったが、あなたのような剣は初めて見たんだ。おそらくは自己流、しかしあの強さ。こっちは一度も忘れたことがないというのに……！」

　なおもランセに食くらいつこうとしたロディアの視界の端はしで、不意にルーナ・ノアが動いた。

　彼女は眼帯をした顔をキニスに向け、ぽつりと言う。

「南南西、三万クルースに、島しま影かげ発見」

　キニスは緩ゆるやかに一度瞬いて、自分も青い海の向こうを見晴るかした。

「──島影か」

　ついついつられて、ロディアも視線を海へ移す。もう何日も甲板からは水平線しか見えていない。島と言われれば見てみたいとも思うし、ロディアや水兵たちには明らかにされていない船の行き先も気になった。

　レーン号を取り囲むのはもはや冬の黒々とした海ではなく、暖かい青い流れだ。

　見上げれば空もまた青く、晴れていれば外がい套とうすら必要ない。

（船は徐じよ々じよに南下しているようだな。南と言ってすぐ思いつくのは帝てい国こくのある南方大陸だが、三万クルースと言ったら……待て、三万クルースだと!?）

　はたとこの異常な事態に気づいて、ロディアはルーナ・ノアを見やった。

　彼女の役割がキニスの助手で、主に測量と監かん視しを受け持っているのは最近わかってきた。

　しかし、一いつ般ぱん的に水平線までの距きよ離りは五千クルース。肉眼で海上に目標物を見分けられる限界は、一万クルースというのが常識だ。三万はその三倍である。

（言い間違いか？　もしくは──ルーナ・ノアの目がものすごくいい、とか。だとしたら、こんな子供が軍ぐん艦かんに乗っている理由もわからないではないが……）

　ロディアが懸けん命めいに考えている目の前で、キニスがランセに歩み寄った。

　ランセはひょいとキニスを見やり、首をひねる。

「直接行くと、時化しける？　予定より一日以内のずれで着けるなら、時化は回かい避ひしたい。それ以上かかるってんならしょうがねー、突っ切るまでだ。ん？　だって明後日あさつてで第二節が終わるだろ？　約束したんだ。それまでに会いに行く──って、ライカ島の飲み屋の子に」

「──っ」

　急ぐのはそんな理由なのか！　とか、キニスの無言の訴うつたえから一体どれだけ情報を引き出すんだ！　とか、言いたいことは山のようにあった。

　しかしこの船でいちいちすべてに突っこんでいたら、それだけで日が暮れてしまう。

　ロディアは多大な努力を払はらって言葉を吞のみこみ、手すりを握にぎって水平線へ視線を向けた。

（今は突っこみより勉強だ。キニス航海長はさっき、この方角を見ていた。この視界のどこかに、時化が起こりそうな前兆──雲か何かがあるはずだ）

　そう思ったロディアは、今まで水兵や士官たちから学んだ知識を端からひっくり返す。

　ところがどう見ても、辺りは完かん璧ぺきすぎるほどの晴天だ。視界は全方向が鮮せん明めいで、ぽつぽつ浮うかぶ雲は雨を降らせる類たぐいのものではない。

「……さっぱりわからないな。この空と海から、一体何をどうやって読み取った？　ひょっとして、キニス航海長もものすごく目がいいとか……？」

　ロディアが釈しやく然ぜんとしない気持ちでつぶやいて振ふり返ると、ふい、とルーナ・ノアとキニスに目をそらされる。

　首をひねって問いを投げようとしたところで、ランセが高らかに声をあげた。

「よーし、じゃ、針路変へん更こう！　明後日には陸が踏ふめるぞ。みんな、気合い入れろ！」

　陸、と言われて、船中から陽気な歓かん声せいと口笛の音が湧わき上がる。

　ランセはそれを満足げに眺め、すぐに細かい指示のために空を仰あおぎ、風を読み始めた。

（やけに嬉うれしそうな顔で風を読むひとだな。そんなに海が好きなのか？）

　ふとランセと同じものが見てみたくなって、ロディアも視線を海上へ投げかける。

　四方を囲む真っ青な海はいかにも美しかったが、あまりにも美しすぎて、果てがなくて、なんだか少しだけ怖こわいような気がした。
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　針路変更の判断がよかったのかどうか、その後も夜まで航海は順調だった。

　とはいえ、航海中の船が完全に寝ね静しずまるということはない。

　この日の夜も、士官や水兵たちは交代で見張りに立ち、様々な事故や事件に備えていた。

「──やれやれ。鐘かねで起きるのには馴なれたが、見張り自体には今ひとつ馴れない」

　角灯を持ったロディアは、軍服の上に防水外套を引っかけて上層甲かん板ぱんを歩いていく。

　寝ね付く前に父への手紙を書いていたせいで、妙みように生あくびばかり出た。

　父は古傷の痛みを和やわらげるために保養地にいる。なるべくわかりやすく今までの経けい緯いを知らせて安心させたい、と思うと、手紙はどこまでも長くなってしまった。

「何か眠ねむ気け覚ざましになるものはないかと思っても、夜の海はひたすらに黒いだけだしな」

　重いまぶたに対たい抗こうするようにつぶやき、ロディアは慎しん重ちように甲板の見回りを終える。見張りの水兵にねぎらいの敬礼をしてから船内へと戻もどり、昼間は食堂だった空間に水兵たちのハンモックが揺ゆれているのを確かく認にんしてから、さらに梯はし子ごを下りて最下層の船倉に向かおうとする。

　そのとき、不意にロディアの耳に言葉らしきものが飛びこんできた。

（ん？　今のは、ひとの声か）

　ぴたりと動きを止めて耳を澄すませば、うねるような波音と船体が軋きしむぎしぎしいう音の合間に、確かに低いひとの声が紛まぎれている。

（こんな時間に船倉に用のある人間などいないはずだ。確かめる必要があるな）

　何やら不ふ穏おんなものを感じ、ロディアは素す早ばやく外套のケープ部分を取り外して角灯にかけ、光が足元だけを照らすように調節した。光が他人に見つからないようにとの用心だ。

　そのまま足音を潜ひそめて木製の梯子を下りていくと、澱よどんだ水の臭においが鼻を突つく。

　真まっ暗くら闇やみのはずの最下層だが、ロディアの目は船倉の奥から漏もれるわずかな明かりをとらえた。揺れる灯あかりのほうへじりじりと近づいていくと、先ほどの声は徐々に大きくなっていく。

「──呪のろいだよ。見たんだ、本当だぜ。こう、あの海かい尉いの心臓の上によ……確かにあったんだ。呪いの証あかしがよ」

（……何だと？）

　聞き捨てならないことが聞こえた気がして、ロディアは山積みになった麻あさ袋ぶくろの間からそっと顔を出す。少し離はなれた場所、格こう子し戸どで区切られた向こうは綱つな置き場だ。山ほどの太い綱がとぐろを巻いている場所で、ランプの光が揺らめいているのが見える。

　光が壁かべに映し出すのは人の影かげ。ひとつではない。ふたつ……いや、みっつか。

　人ひと影かげは、水兵らしい強い訛なまりで囁ささやいている。

「この船の士官は、みんながみんな呪われてやがんだ。だから誰だれも助けちゃくれねえ。いざ戦争ってことになってみろ！　友軍からの援えん護ごは期待できねえぜ。そんときになったら、みーんなが俺たちを幽ゆう霊れい船せんみたいに無視するに決まってる。いいか、もしこの艦かんで戦争するなんてことにでもなったら、いっそみんなして海に飛びこんで……」

（──士官への侮ぶ辱じよく。敵前逃とう亡ぼうのそそのかし。明らかな規則違い反はんだ。無視はできない）

　湧き上がる怒いかりと淡あわい恐きよう怖ふをねじふせ、ロディアは麻袋の間から歩み出た。

　同時に角灯から覆おおいを取り、できるだけ重たい声を出す。

「君たち。今いま頃ごろは就しゆう寝しんしているはずの時間だが、こんなところで何をやっている？」

　息を吞んだ気配が漂ただよい、辺りの空気が緊きん張ちようした。

　ロディアが長靴の音を響ひびかせて歩み寄ってみると、綱置き場にうずくまっていた水兵たちは全部で三人。屈くつ強きような男たちはロディアの姿を見ると、よろめきながらもすぐに立ち上がった。

「あー……士官、さん」

　ひとりの水兵が、恐怖でほおをひくつかせながら囁く。

　彼らももちろんわかっているのだ。多くの水兵を少数の士官が動かす船上では、反乱や脱だつ走そうに対する罰ばつは何より重い。計画をしただけで絞こう首しゆ刑けいになってもおかしくなかった。

　彼らを死し刑けいにしたいわけではないが、規律を守らせるのは士官の役目だ。

　厳しい視線で水兵たちの顔を見み渡わたすロディアに、三人の水兵たちは脂あぶら汗あせを垂らしながら素早く視線を交かわした。結果、ひとりの水兵が曖あい昧まいな笑えみを浮かべて口火を切る。

「──その、俺たちは、何をやってたってわけでもねえんで……。海がうるさくって眠ねむれねえから、ちょっとお喋しやべりなんかをしてただけなんです。ええ、本当にそれだけですぜ」

（なんともお粗そ末まつな言い訳だな。そんなもので誰が納なつ得とくする？　試ためしてでもいるつもりか）

　ロディアはまだ士官候補生の立場だし、何しろ女だ。基本的には甘く見られているのだろう。

　ここは是ぜ非ひとも上官としての威い厳げんを示さなくてはならないところだった。

　だが、とロディアは真しん剣けんに考える。

（今は真夜中だ。万が一、彼らが本気になって私に襲おそいかかったら、他ほかの士官が気づく前に殺されて、こっそり海に放ほうりこまれる可能性もあるな）

　想像すればさすがに恐怖で息がつまる。だが、ここで怯おびえていてはどうにもならない。

　ロディアは彼らに悟さとられないように小さく深呼吸して、改めて水兵たちを見渡した。

「なるほど。ただのお喋りか。しかし私が聞いたのは、士官への侮辱や、この船に対する迷めい信しん的な噂うわさ話ばなし、さらには敵前逃亡のそそのかしだったように思うぞ？　だとしたら、一番軽い罰でもむち打ちは免まぬかれない」

　むち打ち、と言った途と端たんに水兵たちの瞳がぎらりと光った。

　──恐怖と悪意に満ちた暗い光。

「士官さん、そりゃあ……」

　水兵の声が重くなっている。みるみる不穏な空気が高まっていく。

　ロディアは声が震ふるえないよう腹に力をこめ、彼の言葉をさえぎった。

「まずひとつ言っておく。我々マディス王国軍人は、けして迷信などに左右はされない。幽霊も海の化け物も伝説の中の存在だ。だから、もしも今夜、私が海の化け物に誘さそわれて海に落ちて死んだとしても──ランセ艦かん長ちようはそれを、化け物の仕し業わざとは信じないだろうな」

　いかにも意味深な調子で言ってやると、水兵たちはすぐに小ずるそうな顔になって黙だまりこむ。

（……やれやれ。どうやら、私の言葉の本当の意味が通じたみたいだな）

　ロディアは内心ほっとして胸をなで下ろした。

　化け物のせいで死んだとしても、艦長は信じない──つまりロディアは、万が一水兵たちが彼女に悪さをしてもランセには気づかれる、奴やつは真相を究明するぞ、と釘くぎを刺さしたのだ。

　ロディアがそれなりに頭の回る人間だと思えば、水兵たちも少しはものを考える。

　さて、問題はここからどうするかだ。

（このまま彼らを告発するのは簡単だし、本来はそうすべきだろう。だが、私自身もまだこの船の士官たちについてはろくなことを知らない。彼ら、みんなどことなく不自然だしな）

　普ふ段だんにぎやかにしていれば気にはならないが、真ま面じ目めに考えるとその不自然さはあからさまだ。副長のいない船。家族名と故郷を知らせてくれない士官たち。女装の士官と喋らない航海長。眼帯の少女は見えるはずのない島しま影かげを見つけ、航海長はただの青空から嵐あらしを見み抜ぬく。

　ぞくり、とロディアの背筋が冷たくなる。

　ロディアは冷えた拳こぶしを握にぎり、素早く心を決めた。

「──よし、わかった」

　潔いさぎよい調子で言い、そのまま、すとん、と床ゆかに腰こしを下ろす。

「……えーっと、士官さん？」

　戸と惑まどう様子の水兵たちを見上げ、ロディアは軽い調子で肩かたをすくめた。

「さっき言った通り、もしも君たちが話していたのが悪意ある噂うわさやそそのかしなら、私は君たちを告発しなくてはならない。だが、ひょっとしたら先ほどの話は、迷信というよりはただのおとぎ話みたいなものだったのかもしれないと思ってね。寝付けない夜に、親が子供に話すような。──だとしたら、私も聞いてみたい。物語は好きだ。そう、私は見回りの途と中ちゆうで一休みしている間に、どこからともなく聞こえてきたおとぎ話を聞いた。……これで、どうだ？」

　そういうことにしておけばおとがめなしだろう？

　私にも、その噂を聞かせるといい。

　そうやって言外に告げるロディアに、水兵たちの顔がぱっと明るくなる。

　彼らの表情は見る間に『わかってるじゃねえか』とでも言いそうなにやにや笑いに変わり、三人の水兵たちは思い思いに床に座り直した。

　揺れるランプの明かりの下で、男たちは傷のある顔を突き出してロディアに囁く。

「そうです、そりゃあもう、ただのおとぎ話でさ！　呪われた船のおとぎ話です」

「この船のこっちゃねえです。ええ。そう、とある別の船の話ですよ。その船の士官さんたちにゃ、全員に呪いがかかってましてね。おかげでその船は、周りから『幽霊船』だなんて呼ばれてるんですぜ。『幽霊船』を見分ける方法は、ひとつだけです。士官を捕つかまえて、ひんむいてみることですよ！　そうするとね、印がありますから。心臓の真上に、ごちゃごちゃっとした、生きてるみたいな奇き妙みような絵文字が入れ墨ずみされてるんです。それが証しよう拠こでさ！」

「だからその船の士官さんたちは、滅めつ多たなことじゃシャツを脱ぬがねえ。脱ぐとしたって、自分の部屋だとか、士官しかいねえと決まったとこだけなんです」

　口々に語られる物語は、船員に流行はやる話としては少し珍めずらしいように思えた。

　ロディアは思案げに腕うでを組んで自分の唇くちびるに触ふれる。

（そう古くない軍ぐん艦かんが幽霊船と言われるのも珍しければ、その理由が『士官たちが呪われているせい』というのも珍しいな。そのうえ証拠は入れ墨か。水兵はともかく、士官たちが入れ墨をしているというのは確かに変だ。しかも、入れ墨の図ず柄がらの説明が変にわかりにくい）

　水兵たちの言う、『ごちゃごちゃっとした、生きているような奇妙な絵文字』。

　そのまま想像すると、妙みように具体的な画えが頭に浮うかぶ。これは一体なんだっただろう、とロディアが自分の記き憶おくを探さぐっていくと、案外すぐに思い当たるものがあった。

（そうか、以前、決けつ闘とうのときに持たされたサーベルだ！　あの刀身に刻まれていたのは、確かにそんな感じの文様だった。まさか──その入れ墨とやら、旧神の名前なのか？）

　だとしたら、その入れ墨は本当に呪いの効力を発する可能性があるのかもしれない。

　ただの噂話が一気に信しん憑ぴよう性せいを増し、ロディアの全身はますます冷えた。

　我知らず緊張するロディアに向かって、水兵は熱心に話し続ける。

「そいでですね、極きわめつけに、呪われた士官たちは奇妙な力を使うんです。特に変なのは目でしてね。奴らにゃ、俺たちに見えないものが見えるんです。ありゃあ魔ま物ものの目ですぜ！　だから『幽霊船』は他の船にも恐おそれられてる。他の船は『幽霊船』を避さけて通るし、同じ海軍の士官同士が会っても挨あい拶さつさえされねえ。まるで幽霊みたいに無視されるだけなんです！」

　目に宿る奇妙な力、と言われてロディアの脳のう裏りにちらつくのは、見えるはずのないものを見たキニスとルーナ・ノアだ。ランセの目もある意味おかしいが、彼には今のところ不思議な能力があるようには思えない。

　ロディアはしばらく真顔で考えこんでいたが、ふと水兵たちに顔色をうかがわれているのに気づいて顔をあげた。気を引き締しめて目を細め、あくまで優美な所作で立ち上がる。

「……なるほど。ありふれた、不ふ吉きつなおとぎ話だ。あまり面おも白しろいものではなかったな。──今夜限りで、忘れよう。聞かせてくれてありがとう、イーノス、エドガー……それにキム」

　ロディアは水兵それぞれの顔を見つめ、注意深く彼らの名前を呼んだ。

　途端に水兵たちは顔色を変え、ぐっと言葉につまる。名前を覚えられているということは、いざとなったら告発される可能性もある、ということだからだ。

「ほら、何をぼうっとしている。三人とも、とっとと寝ね床どこに戻もどれ！」

　駄だ目め押しのようにロディアが命じると、水兵たちは素す早ばやく敬礼して梯はし子ごを上っていった。

　ひとりになったロディアは軽く息を吐はき、眉まゆをひそめてさっきの話について考えこむ。

　そこへ、頭上から、かん、かん、と時鐘の音が響いてきた。

（しまった、見張り交代！）

　ロディアは慌あわてて梯子に飛びつき、上層甲かん板ぱんへと飛び出す。夜の海風がロディアの髪かみをさらい、一段高い艦かん首しゆ楼ろう甲板に交代するべきカロルの姿が見えた。船体についた角灯は、カロルの隣となりにもうひとりの士官が立っているのも照らし出している。

「──申し訳ない、遅おそくなった」

　ロディアがなるべく急いで駆かけ上ると、カロルより先に、もうひとりの士官が振ふり返る。

「よう、ロディア。見張りごくろうさん！」

「艦長？　こんなところで、どうかしたのか」

　怪け訝げんに思ってロディアが訊きくと、ランセは楽しげに笑って言う。

「別にどうってわけじゃない。甲板から海が見たくなったんだよ。俺は海が好きだ。昼でも夜でも、晴れてても荒あれててもいい」

「あなたは本当に海が好きなんだな。私は夜の海はいささか不安だが」

　ランセの顔をじっと見て言うロディアに、カロルが少し嬉うれしそうに口を挟はさんだ。

「ふーん、多少可愛かわいげでもお勉強したのか？　伝説の化け物どもが波間から出てきそうな気分になるとか？」

「化け物か。そんなものが出てきたら面白いだろうに、出てくる気配など微み塵じんもない。私はむしろ、夜の海の真ん中に放ほうり出されて、ひっそりおぼれ死にするほうが恐ろしいぞ」

　素す直なおに本音を言うと、カロルは複雑な顔になり、ランセは楽しげに笑い声をあげる。

「あははは、ま、そりゃそーだ。海は海だってだけで怖こわいもんだ。俺はともかく、お前らにゃたまには陸での息いき抜ぬきも必要だよな。ってことで、明日寄港地に着いたら士官連中誘って陸に飲みに行こうぜ！　とか、そんな話をカロルとしてたとこだ。あ、ちなみに俺の奢おごりでな」

「なるほど。ではその間、私は艦かんの留守を守るとしよう。そう、あとはできれば手紙を一通出したいのだが、可能だろうか？」

　ロディアが頷うなずいて言うと、ランセは目を丸くした。

「留守を守る!?　なんだよ、お前一いつ緒しよに来ないのか？」

「何？　行っていいのか？　念のため、私は女だぞ」

　ロディアがびっくりして聞き返すと、カロルが頭を抱かかえそうな勢いで叫さけぶ。

「何言ってんですか艦かん長ちよう、やめてくださいよ！　女がいたらろくに楽しめないでしょーが、その、えーっと、ねえ。久しぶりの陸に男前の海軍士官と来たら、あーんなこととか、こーんなこととか、さらにはひょっとしたらそんなこともあるかもなのに」

「ああ、それはそうだろう。自し然ぜんの摂せつ理りだ」

「っっ、ちょ、ロディア、真顔で頷いてんじゃねーよ！　お、女の、慎つつしみってもんが！」

　カロルは真っ赤になって主張するが、ロディアも父に育てられ、男兄弟と軍隊の中で生きてきた人間だ。ごく平静に片手を腰にあててランセを見やる。

「ランセ艦長、カロル海かい尉いは、実は乙女おとめなのか？」

「そうだな、少なくともお前よりは乙女かもな。……おーい、カロル。お前もいい加減にしろよ？　お前は目の前に女がいると女と遊ぶのやめるの？　それって理り屈くつがおかしくねーか？　大体ロディアは士官候補生なんだ。士官の飲み会があったら誘さそうのが普ふ通つうだろうが」

　どこか楽しそうに言ってくるランセに、カロルはそれでも食いついた。

「全然どっこもおかしくありませんって！　おかしいのはあんたの頭の中ですから！　士官候補生だろうがなんだろうが、女は女です、そこは何をどう頑がん張ばっても変わらないんです！　ロディア、お前も正直なところ迷めい惑わくなんだろ？　言ってやれって！」

「いや。私はお誘いがあるなら行かせてもらう」

「そうだろそうだろ、って、えっ!?　え、あ、それって……ええええええ!?　ちょ、ま、嘘うそ、お前って、そっちなの!?」

　悲鳴をあげてますます真っ赤になるカロルに、ロディアは唇に甘い苦く笑しようを載のせる。

「そっちって？　一体何を妄もう想そうしているんだ、カロル海尉。顔が随ずい分ぶん赤いが」

「あはははは！　ほっとけ、ほっとけ！　カロルは恥はずかしがってるだけだから大だい丈じよう夫ぶ、気にしないで一緒に来いよ、ロディア。どうせ俺が誘ってもアルデアはこねーんだから、留守はあいつに任せりゃいい。手紙はキニスに預けとけ。まとめて出しといてくれるだろ」

　涙目で言うランセに、カロルはなんとも情けない顔で言葉を吞のみこむ。普ふ段だんならロディアも笑ってしまいそうになる場面だが、今日はまだそこまで明るい気持ちにはなれなかった。

（こうして見ていると、ランセもカロルも悪い人間ではないんだが。さっき聞いた呪のろいの噂うわさが万が一本当なら──彼らの目にも、何か不思議な力があるのだろうか）

　忍しのびこむ疑念を抱えて見上げたランセの目は、わずかな明かりでも鈍にぶく光って見える。

（飲みに誘われたのはいい機会かもしれないな。地上で気が緩ゆるんで多少しどけないところなどを見せてくれたら、心臓の上にあるという印を確かく認にんできるかもしれない。なければよし、もしもあったら──）

　あったら、どうしたらいいのだろう？　わからないが、とにかくこの不安は解消したい。

　そうでなくては、彼らに命を預けるのまでが恐ろしくなってしまう。

　とにかくできることはしてみよう。

　ロディアはそう心を決めて、少し甘く微笑ほほえんで答えた。

「では、お言葉に甘えてご一緒させていただくことにしよう。大丈夫、なるべくみんなの邪じや魔まにならないよう、自重して隅すみにいるようにするさ」
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「──で。確かに、隅にはいるわけだけど、な」

　ぽつり、とカロルの声が落ちる。

　直後、辺りを女たちの歓かん声せいと笑い声が満たした。

「きゃははははは！　何、今の！　酷ひど……ひっどい話……！」

「そう思うだろ？　と、いうわけでね。アルデマール伯はく爵しやく夫人のスカートは、それから四分の一クルース長くなったんだよ」

　笑えみ含ぶくみのロディアが言うと、再び辺りは華はなやかな笑い声で押し包まれた。

　そんな中、カロルは引きつった顔でランセのほうを振り返る。

「なんなんです？　今の話の一体何が面白いのかわかります？　艦長」

「さっぱりわからん！　多分宮きゆう廷てい冗じよう句くだろ？　アルデアの担当だ、そういうのは。俺は面めん倒どうくさくてやってられん。しっかしまー、いい眺ながめだなー」

　感心したように言い、ランセは長なが椅子いすの上で足を組み直した。

　その両側には、花びらのような薄うすい布を重ねた優美なドレス姿の女がひとりずつ、ランセを挟んで妖よう艶えんな笑みを浮うかべている。

　ここはマディス王国が未いまだ保持している数少ない植民地の島、ライカ島の『酒場』だ。

　海辺から少し山側に入った場所にある白い建物は、小さいとはいえいかにも貴族の館風で、小じゃれた前庭までついている。ところが中に入ると天てん井じようから下がった色とりどりの薄うす幕まくや海辺を描えがいたついたての数々が目立ち、さらには妙みようにどぎつい赤のソファや、よくよく見ると隠いん喩ゆだらけの絵画が目についた。

　ひらたく言えば、酒も飲めるし女も抱だける、という場所なわけだ。

　本日はランセのレーン号の士官たちでほぼ貸し切り状態のこの館やかたで、白粉おしろいの匂においをさせた女たちが一番集まっているのは部屋の隅だった。

　そこではロディアが一人掛がけの椅子いすで優美に足を組み、微笑と共に周りを取り囲んだ女性たちを相手にしている。傍はた目めには、完かん璧ぺきな美少年、もしくは美青年と姫ひめ君ぎみたち、の図だった。

「いい眺めって、おかしいでしょ、あれ、明らかに！　どうしてこれだけまともな男がいるのに、女が一番人気あるんです！」

　ついには立ち上がって必死に主張するカロルに、辺りからはどっと笑い声があがる。

「そりゃ、ただの男なら山ほどいるけど、こんな綺き麗れいで凜り々りしいひとは滅めつ多たにいないからに決まってるでしょ！」

　女のひとりが叫び、カロルは言葉を失って呆ぼう然ぜんとたたずんだ。

　その横でランセが小さく笑ってグラスに口をつけている間にも、女がロディアにしなだれかかってその金きん髪ぱつを指に巻く。

「ほんと、金糸みたいな髪かみよねえ。宮廷にはあんたみたいな士官さんがいっぱいいるの？」

「顔だけならいいのはたくさんいるよ。でも、あなたにふさわしい内面を持った男は滅多にいないな。人間のクズだらけだ」

「また上手うまいこと言っちゃって！　綺麗なクズなら歓かん迎げいなんだけど、乱暴とかするかな？」

「どうかな。私は意に染まないお誘いは丁てい重ちように殴なぐってお断りするほうだったから。まあ、どちらにしても私に決けつ闘とうで負けるくらいの腕うでだ。あなたたちなら、きっと勝てるさ」

「あはは、すっごい！　あんた、決闘で男に勝ったの！　いいわあ……いい！　あたし、女でもいいかも！　ほら、もっと飲みなさいよ！」

　女たちはけらけらと笑い、ロディアの杯さかずきに真っ赤な酒を注いでくれた。

　この地を経由してマディスに輸入される、酒精の割合の多い葡ぶ萄どう酒しゆだ。

（他ほかの連中は、ちゃんと飲んでいるかな）

　さりげなくロディアが辺りを見み渡わたすと、いつもの面々がいつもの格好で、いつものようにみんな好き勝手にしているのが視界に入った。
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　ランセはグラスを片手にけらけら笑って女やカロル相手にばか話をしているし、カロルは赤くなったり青くなったり忙いそがしい様子で皆に翻ほん弄ろうされている。キニスは相変わらず黙だまって座っているかと思えば、小さな紙し片へんを女に渡わたして顔を真っ赤にさせるあたり曲くせ者ものだ。

　最後にルーナ・ノアはと言えば、ランセの座る後ろにひっそりと控ひかえていて、さっきから女たちに小さな焼やき菓が子しや果か汁じゆうの水割りなどを山ほどもらってかわいがられていた。

　これはこれで楽しいが、みんな意外と慎つつましい。このままでは士官たちの心臓の上は見られなさそうだ。

　どうするか、と少し考えてから、ロディアは女たちに失礼、と声をかけて立ち上がり、長椅子に座ったカロルの前に片かた膝ひざをついて見上げた。

「なんなんだよ、お前！　何しに来た！」

　最初から敵意剥むき出しのカロルの片手をひょいとつかみ、ロディアは言う。

「カロル。よければ、私と一緒に風ふ呂ろでも入らないか」

「………………!?　な……な、なな、おま、何……」

　いったんぽかんと口を開けたカロルだが、すぐに空いた片手で自分の身体からだを抱いて真っ赤になる。士官一の長身でそんなことをやるので、見た目がものすごくおかしい。

　周りの女たちが吹ふきだしかけるのにも気づかず、彼はそのまま半泣きで叫んだ。

「い、い、一緒に風呂とか、な、な、なななな何考えてんだこのばか阿あ呆ほう変態極ごく悪あく犯罪者！　手っ、手え放せ、ううううわ、やめて、なんで指先にキスとかすんだ、わけわかんねー！」

「それは今の君があんまりにも姫君のようだからだ。安心しろ、一いつ緒しよに風呂と言っても湯船が一緒というわけじゃない。同じ浴室で雑談でもしないか、というだけだ。こういう館には風呂はつきものだろうが。私もせっかく陸に上がったんだ、風呂は入っていきたい。──ああ」

　そこまで言ってふと気づき、ロディアは優ゆう雅がに立ち上がると、カロルの耳元に囁ささやく。

「私は男兄弟で男の身体は見慣れている。私の身体は布で隠かくすから、大丈夫だ」

「……！　っ、は、おま、ええ、とりあえず、近っ……！」

　カロルはさらにがちがちになって、しまいにはロディアの両りよう肩かたに手を置いて、ものすごくそーっと押しのけようとした。なんだろう、とロディアが肘ひじ掛かけから手を離はなして身を引くと、カロルはそのまま、がば、と床ゆかに這はいつくばって頭を下げる。

「ごめん、ほんと勘かん弁べんしてくれ、今までのこともさっきのことも、いや、もうなんでもかんでもほんとに俺が悪かった！　だから許せ！　風呂だけはやめて諦あきらめてお願い頼たのむ！」

「カロル、どうした。海軍人たるもの、そんな姿をさらしてはまずいだろう。ほら、立て」

「や、やややややめてっ、触さわらないで、ほんとに！」

　涙目で逃にげようとするカロルに、ついにランセが笑い転げ始めた。

「あはははは！　ばーか！　はいはい、勝負あった。カロルの負け。ロディア、そのへんで勘弁してやれよ。こいつなー、まだ恋こい人びととかいたことないんだ。ガキなの、ガキ！　な？」

「艦かん長ちよう!!　わざわざここでそんなこと言わなくていいんです！」

　涙を振ふりまいて顔を上げるカロルは、なんだかなりだけ大きい子犬のようだった。

　ちょっと可哀かわい想そうになってきてしまい、ロディアはカロルから少し離れて優やさしく言う。

「安心しろ、カロル。私もまだ恋人がいたことはない。男とはどうにも気が合わなくて。女性と茶を飲んだり遊びに行ったり、夜通し寝しん台だいで喋しやべったことは数知れないが」

「お前みたいのがいるから、世の男があぶれて困るんだろうが！　わかれよ、頼む！」

　カロルの必死の叫さけびには首をひねりながら、ロディアは苦く笑しようした。

（この調子では風呂は無理か。──残念だが、彼らの心臓の上を見るのはまたの機会だな）

　これ以上食い下がっても逆に怪あやしまれるか、妙な噂うわさを立てられてしまいそうだ。同じ船に乗っていればいくらでも機会はあるだろう。

　そろそろ潮時。そう状じよう況きようを見定め、ロディアはランセのほうを向く。

「艦長。風呂も断られたし、これ以上はさすがに邪魔だろう。私は船に帰ろうと思う」

「なんだ、本気か？　お前が気にしないんなら、風呂入って熟じゆく睡すいしてからいきゃいいんじゃねー？　ここの部屋、レーン号よりは豪ごう華かだぜ。女の子たちも楽しく添そい寝ねするだろ。だよな？」

　ランセが辺りを見渡して訊たずねると、女たちはきゃあきゃあと歓声をあげて頷うなずく。

　ロディアもそれでもいいかな、と思わないでもないのだが、実は士官たちの心臓の上の他にも気になることがあった。

「アルデア以外の士官がみんなこちらへ来ていては、船が少し心配なんだ」

　声の調子を静かにして告げるロディアに、ランセは屈くつ託たくなく笑って答える。

「真ま面じ目めだねえ、お前は。でも、俺のレーン号を心配してくれるってのはありがたい。よし、じゃあ、船はお前に頼んだぜ。あとな、アルデアにはあんま近づくな。あいつの趣しゆ味み、『ひとの嫌いやがる顔を見る』だから。下手へたすると、死なない程度に毒盛られるぜ？」

「わかった、気をつける。……ルーナ・ノアはどうする？　なんなら一緒に連れて帰るが」

　気を利きかせたつもりで言うと、これには意外な返事がくる。

「いや、こいつはいい。こいつは俺が『見るな』って言ったら何も見ないし、『寝てろ』って言ったらその場で寝てる。そういう子だ。俺が責任持って面倒見る」

「──そうか。了りよう解かいした」

　少し引っかかるものを感じつつも、ロディアは敬礼して身を翻ひるがえした。名残なごり惜おしそうな女たちから外がい套とうを受け取りながら、横目でルーナ・ノアの様子をうかがう。

　彼女はいつもどおり虚うつろな瞳ひとみで真っ直すぐに前を見つめたまま、特にロディアのほうを見ようともしなかった。

（『見るな』と言ったら見ない、か。……犬や人形ではないだろうに）

　かすかにため息を吐ついて、ロディアは館の外へと出る。

　館の庭は湿しめった大気に包まれていた。マディス王都とはまったく違ちがう、異国の緑と甘あま酸ずっぱい果実の香かおりを吸いこみながら、ロディアは夜の庭を突つっ切って敷しき地ちの外に出る。

　ここはさして人口の多くない小さな島だが、船の中ちゆう継けい地点になっているぶん、歓かん楽らく街の細道にはぽつ、ぽつ、と鈍にぶいランプの明かりが灯ともっていた。道は粗あらい石いし畳だたみで、左右に並ぶ店々は壁かべの色は色いろ鮮あざやかだが、よく見ると造りがぞんざいだ。

「おにーさん！　寄ってかない！」

　二階の窓からかかる声に軽く手を振り、ロディアは細道を抜ぬけていく。

　やがて、道の向こうから外套をまとった青年がひとり歩いてきたので、ロディアは横へ身を避よけた。長い金髪をひとつにまとめた青年は、黒い三角帽ぼう子しを深くかぶっている。顔はわからないが貴公子風だな、と思ってすれ違った後、ロディアはふと顔を上げた。

（やけに甘い匂いがする。女の香こう水すいの匂いか？）

　こんな場所だ、多分女性の移うつり香がなのだろう。

　そう思って数歩港のほうへ進んでから、ロディアはかすかに息を吞のんだ。

（この香水は、知っている！）

　とっさに立ち止まりかけ、すぐに思い直した。もうしばらく平然と歩き続けた後、不意に脇わきの路地へと身を潜ひそめる。薄うす暗ぐらい路地から、ロディアはそっと通りの様子をうかがった。

　金髪の青年は、ちょうど家々の間から丘おかのほうへ続く道へと入っていくところだ。

　ロディアは腰こしを探さぐり、上陸時にランセから貸してもらった短たん剣けんの柄つかを握にぎりしめる。士官の印であるサーベルはまだ渡されてはいなかった。それでも丸まる腰ごしよりはよほどいい。

　結ばれた金髪の端はしが見えなくなったのを確かく認にんしてから、ロディアは足音を殺して走り出す。

「あら……」

　再び声をかけてこようとした二階の女に『静かに』の合図を送り、元来た道を引き返した。

　今度は酒場の脇に作られた小さな倉庫に身を隠し、道の先をうかがう。

　青い星空の下、金髪の青年の後ろ姿は雑多な歓楽街を通とおり抜け、曲がりくねった道を行く。

　道の先にある丘はこんもりとした林のようになっていて、黒いマントはすぐに闇やみに紛まぎれた。

（一体何をしにいくんだ？　あんなところに）

　ロディアは感覚を研とぎ澄すまし、青年と充じゆう分ぶんな距きよ離りを保って丘を登っていく。

　やがて辺りには濃のう密みつな緑の香りが漂ただよい始め、林の奥からは聞き慣れない鳥の声がした。

　──こんな夜中に、鳥の声。

　違い和わ感かんを覚え、ロディアは足を止める。夜鳴く鳥がいるのは知っている。ここはロディアの馴な染じんだマディス王国王都とはかなり離れているし、変わった鳥もいることだろう。

　だが、どうにもさっき聞いた鳥の声には違和感がありすぎる。

　ロディアは道からそれて林に踏ふみこむと、灌かん木ぼくの間にしゃがみこんだ。

　耳を澄ませば、さらにもう一度鳥が鳴く。少しかすれた、口笛のような音で。

　ロディアはなるべく音を立てないように灌木の間をすり抜け、手探り、足探りで慎しん重ちように夜の林を進んだ。周囲に宿る闇は深い。

　このままでは自分がどこにいるのかわからなくなるかもしれない、そう思って木々の間から月を仰あおごうとしたとき、不意にロディアの耳にひとの声が飛びこんできた。

「……っ！」

　焦あせって地に伏ふせ、呼吸を抑おさえて動きを止める。視線だけで辺りを探ると、歩いてほんの数歩の位置、灌木の向こうで何かがきらめいているのが見えた。

　かすかな月光を集めて光るのは──そう、靴くつのバックルだ。

（危ない！　もう少しで鉢はち合あわせするところだった）

　じわりと冷や汗あせをにじませるロディアのすぐ傍そばで、男ふたりが低い声で喋っている。

「──これが、ここまでのぶんだ。頼まれたものは、これだな。では、引き続き頼む」

「待て。僕は金が欲しくて監かん視し役を引き受けてるわけじゃない。あの話はどうなった？」

「金以外の報ほう酬しゆうは、全部終わってからだ」

「全部って？　あの任務が終わってからってことか？　話が違うじゃないか！　それじゃまったく意味がない！　大体、生き残れると思ってるのか、あんな……！」

「生き残れる。生き残れ。そのための能力だ。──長居した。もう行く」

　話はかなりはっきりと聞こえたが、その内容は意味不明だった。

（どうする。話が終わったなら、こいつらは林から出る。万が一、こっちに来たら……）

　うっかり気づかれてしまったら、横たわっている姿勢から短剣一本で男ふたりを相手にするのはさすがに難しい。嫌な汗をにじませながら、ロディアは懸けん命めいに「来るな」と祈いのる。

　その祈りが通つうじたのかどうか、バックルつきの靴はロディアの視界の右のほうへと消えていった。ほっと胸をなで下ろした直後、残された男が力なく舌打ちする音が聞こえる。

（あとはあの金きん髪ぱつ、ひとりだけだな。──よし）

　ロディアはバックル靴の気配が充分遠ざかるのを待ってから、指で慎重に地面を探った。

　こつん、と指先に触ふれた小石を手のひらに握りこみ、金髪の青年の気配を読む。

　彼がたたずんで動かないのを確認してから、ロディアは思い切って身体からだを起こした。小石を少し離れた茂しげみに放ほうり投げると、小石は灌木に当たって、がさり、と音を立てる。

「……！」

　金髪の男が音に反応してそちらを向いた。

　ロディアは即そく座ざに茂みから飛び出し、短剣を鞘さやから抜く。青年が反応する間を与えず、彼の顎あごを後ろから捕とらえてのけぞらせ、首の横に剣けん先さきをあてる。冷えた刃やいばの感かん触しよくに、男の動きはぴたりと止まった。

　代わりに、男がかぶっていた三角帽ぼうがふわりと地に落ちる。彼は硬こう直ちよくしたままうめいた。

「な……、何、を」

「貴様……アルデアだな」

　耳元で鋭するどく名を呼ぶと、男はふっと目を細めた。表情が緩ゆるみ、かすかな笑えみが広がる。

「──あら。ばれました？」

　男の姿での甘やかな声は不気味だが、それ以上にそら恐おそろしいのは彼の横顔だった。

　木々の間から差す淡あわい月光に照らされたその顔は、天才と呼ばれる者の手になる彫ちよう刻こくそのもの。女装のときも美人だったが、こうして男装するとますます危あやうい美び貌ぼうが際きわだつ。

　美貌に悪酔よいしそうな気分をぐっと引き締しめ、ロディアはアルデアに短剣をつきつけたまま囁ささやいた。

「貴様の香水がまだぷんぷん匂におっている。髪かみは染めたか──いや、元の赤毛のほうが染めた色だな。生まれつきの色にしては鮮あざやかすぎると思っていた。男は騙だませても、この私は無理だ。……さっきは、誰だれと会っていた？　純金のバックルをつけた靴だったな」

「ふふ、見ていらしたのね？　はしたないひと。でも、どうしてわたくしがそれをあなたに教えて差し上げなくてはならないのかしら。ただの逢あい引びきかもしれないとは思わなくて？」

　甘えるような鼻声で言われても、ロディアは冷えた声こわ音ねを変えない。

「教えなければ、君をたたきのめして艦かん長ちようのもとに連行する。抵てい抗こうするようなら、何かやましいところがあると判断してこのまま斬きる。君は朝まで船にいると艦長に告げた。勝手にここにいるだけでも、規則違い反はんだ」

「ふうん、斬る、ねえ。随ずい分ぶんと格好いいですけれど、あなたにそれが出来て？」

「なんだ、出来ないと思っているのか？」

　意外に思い、ロディアは軽く短剣を持った手に力をこめた。

　慎重に、首の皮一枚だけを短剣の先で貫つらぬく。ぷつり、と皮がやぶけ、アルデアの白い首にまん丸な血の粒つぶが浮うかんだ。途と端たんに彼は青ざめ、声が少し低くなる。

「──ロディア。ごめん。やめてくれ……本当のことを、言う。お願いだ、短剣をどけて。ねえ、聞いて。僕は君を追ってきたんだよ。……知らなかったろ。僕が君のこと、愛してるって。もうひとときも君と離はなれていたくないんだ。ずっと視界に君を映していたい。ほんとに素す敵てきな、真紅の瞳──っ！」

「無理にこちらを見ようとするから短剣が刺ささるんだ、アルデア。君はすごい美形だが、残念ながら私は近この衛えで綺き麗れいな顔の男は見慣れている。自分の顔の美しさを利用しようという奴やつに、大たい抵ていろくな人間はいない」

　淡たん々たんとロディアが言うと、アルデアの顔からはすべての表情が抜け落ちた。

　迫はく力りよくのある美貌の中から、灰色の瞳が横目でロディアを見つめてくる。やけに透とう明めいな瞳だな、と思った次の瞬しゆん間かん、ロディアの頭の中には大人数の囁き声のようなものが湧わき上がった。

（これは……？　いつか、どこかで聞いたような……）

　ロディアが警けい戒かいしかけたと同時に、肩かたが、腕うでが、腰が、全身がずしりと重くなる。

「──っ！」

　何かに上からのしかかられているかのような重みにロディアはよろけ、その隙すきにアルデアが彼女の腕からすり抜けた。月光に金髪が躍おどり、アルデアはうっすらと微笑ほほえむ。

　まるで貼はりつけたような笑み。仮面のような笑顔で彼は囁く。

「羽根は水銀に、鉄は綿に──我は我が命を供物に汝なんじを召しよう喚かんせり、その恵めぐみの代わりに我が命を摘つみ取れ、重力の神【ズィアヴロスィ】」

　童どう謡ようじみた旋せん律りつを含ふくむ呪じゆ文もんが唱えられると、ずるり、といきなりアルデアの像がぶれた。

　まるでアルデアが二、三人いるかのように、その輪りん郭かくが幾いく重えにも重なる。輪郭はそれぞれに震ふるえ、ゆらめいたかと思うと、ふいに寄りあわされたように人間の姿を失った。泥どろ人形が練り直されるがごとくすべての色が混じり合い、するすると伸のびて折れ曲がる。

　ほんの数秒で変化は終わり、かつてアルデアだったものはすっかり奇きっ怪かいな文字のような姿と化してしまった。

（っ……！　この形、あのサーベルに描えがかれていた文様とそっくりだ。やはり旧神か！）

　あまりに異様な光景にロディアは目を見開くが、その間にもどんどん身体は重くなる。

　耐たえきれずに大地へ膝ひざをつき、そのままどさりと倒たおれこんだ。同時に頭の中にどっと奇き妙みようなざわめきが満ちる。呪のろわれたサーベルを持ったとき、そしてさっきアルデアの瞳ひとみをのぞきこんだときに聞こえたのと同じ囁き声が、どこまでも大きくなる。

　高速でつぶやかれる言葉は聞き慣れない響ひびきだが、よくよく耳を澄ませれば意味がわかってしまいそうだった。あざけるような、笑うような調子で続くその言葉はどこか不ふ吉きつな予感を含み、意味を聞き取ってしまったら最後、何か大変な目にあいそうな気がする。

（なんなんだ、これは……嫌いやだ、いけない、聞きたくない、耳をふさぎたい……！）

　心から願うものの全身が重い。身体が引きちぎられそうな気がする。腕など上がるわけもない。まともに動くのは、土をひっかく指くらいのものだ。

　震えるロディアの頭上で、アルデアの甘い声がする。

「重力神【ズィアヴロスィ】。──知らないだろう？　棄すてられた旧神の名前だよ」

　目に映るのは揺ゆらめく文字のような何かなのに、アルデアは人間の言葉で喋しやべっていた。

　その声は辺りのつぶやきに紛まぎれ、ときにはそれらの声を割ってロディアの耳に届く。

「アルモニア降臨前まで人間に崇あがめられていた旧神は、供物と引き替かえに人間に力を与あたえる神だった。混こん沌とんとされていたその力の本質は、『変化』であり『反転』。ふふ、君にわかるかな。旧神は新しいものを生み出して人間に与えるわけではない。変化させるんだ。重力神は『重さ』を変える。軽い物を重く、重い物を軽くする。そして僕はそんな神の力をこの手にしている。このままだと君、圧死はまぬがれないねえ」

「きさ……ま……！　なぜ、人間が、こんな……！」

　酷ひどい圧あつ迫ぱく感かんで目がくらむ。息が苦しい。それでもロディアは懸命に考えようとする。

（ものに文字を刻んで旧神の力の欠片かけらを借りるというなら話はわかる。なのにこいつは、神の力を手に入れたような物言いだ。まさか──本当に旧神を召喚したとでも言うのか？　しかし、供物も祭さい壇だんも、儀ぎ式しきも何もなかったぞ）

　その昔、旧神を呼び出すには大がかりな儀式が必要だったと聞く。今では邪じや悪あくとされるそれらの儀式の記録はもう滅多に残ってないので、ロディアに詳細はわからないが、ひとひとりでどうにかなるものとは思えなかった。

　どうにか視線だけをあげてアルデアを睨にらみつけようとすると、鼻で笑う声が降ってくる。

「ああ、そんな卑いやしい目つきで僕を睨まないでくれる？　僕は必ずしも君を殺そうというんじゃないんだ。君が僕の味方になるなら、全部を教えてあげてもいいよ。さっき僕が会っていたのが誰なのか。この力がどんなもので、他ほかにどんな力を使う人間がいるのか。レーン号って実際どんな船なのか」

　どう？　と微笑む声に、ロディアはかすれ声を絞しぼり出した。

「なぜ……味方、などが、いる。反乱でも──起こそうというのか」

「はっきり言えばそういうこと。結構根回しはしたんだよ。あの船が呪われている、って噂うわさを流したりなんだりで、水兵の三分の一くらいは抱だきこんだかな。ただ、あの船の士官はランセの息がかかったのばかりなのが面めん倒どうでね。君が味方になるなら、大分計画が楽になる。……ね、知らないだろ？　あの船にあのまま乗っていたら、僕ら全員死んでしまうんだよ？」

　不意に飛び出した不吉な台詞せりふに、ロディアは顔を歪ゆがめる。

「全員死ぬだ？　一体なんの根こん拠きよで……」

「根拠はある。僕はあの船の任務を知っているもの。ランセはね、あの船を地じ獄ごくへ連れて行く気なんだ。絶体絶命の任務だ、彼は死ぬ気さ。ちなみに僕は海軍省からの直接の依い頼らいで動いてる監かん視し役だよ。さっき会っていた男もその関係。ランセを見張って、彼がおかしな行動を取ったら中央に報告するのが役目だ。その代わりに僕だけはこの任務から途と中ちゆうで抜ぬけさせるよう交こう渉しようしていたんだけど──ここ最近、どうもあの海軍省の狗いぬどもが約束を違たがえそうな風向きになってきたというわけ。こうなったらもう、自力で逃にげるしかないだろ？」

　つらつらと語られる内容は、あの一見能天気な船からは想像がつかないおどろおどろしい話だ。聞けば聞くほど疑いたくなるが、アルデアの話はでたらめにしては逆に突とつ飛ぴすぎる。

（少なくとも、このアルデアの旧神の力は本物だ。魔法がなくなって、もう何百年も経たつのに──こんなものが、レーン号の士官全員にあるとでもいうのか？）

　ロディアが重みに軋きしむ身体からだを抱かかえて必死に考えていると、悪夢じみた形のアルデアが眼前に身をかがめた。文字のような身体は、近くで見るとそれ自体が無数の文字で出来ているかのようで、ちらちら、ちらちらと目め障ざわりな動きをする粒が視界に入る。

「大だい丈じよう夫ぶ。君は旧神とは関係ない。ランセと一いつ緒しよに死ぬ必要はないよ。助けてあげる──だから僕と一緒に、ランセを殺そう？」

　アルデアの甘い声には、辺りに響く奇妙なつぶやきがびっしりとまとわりついている。

　耳を傾かたむけていると頭の芯しんがぼうっとしてきて、何も考えられなくなってしまいそうだ。

　ロディアはどうにか頭を動かそうと、酷い重さと痛みの中で浅い呼吸を繰くり返す。

（どうする、私。全員が死ぬような任務だというのが本当なら、それはもちろん嫌だ。私は死にたくないし、あのルーナ・ノアだって、まだ小さな子供で──ひたすらにランセについていっていて、痛々しい。他の士官だって、水兵たちだって、できれば救って、やりたい）

「ほら、おいで。ここに口づけるんだよ」

　アルデアの声がますます甘くなる。のろのろと視線を上げれば、蠢うごめく小さな文字の集合体の真ん中がすうっと開き、ぽかんとできた空白の上に旧神の名前が浮かび上がった。

　黒々と浮かぶ絵文字がロディアの目に焼きつく。誘さそっている。おいで。捕つかまえてあげる、とでも言うように。気づけば、ロディアは緩ゆるやかに顔を上げていた。

　まずい。勝手に唇くちびるが震える。目の前のこれに口づけたら、もう後あと戻もどりできない気がする。

　自分はアルデアと共にランセを殺して、船を乗っ取ることになってしまう気がする。

　ランセ。あの、青と緑の瞳。

（そう言えばまだ、瞳の色が違う訳を訊きいていなかった、な）

　そう思った瞬間、不意に彼と出会ったときに言われた台詞が脳のう裏りをよぎった。




　──万が一にもお前が俺に失望したら、そんときはそんときだ。お前がその剣けんで、俺を殺せ！




（──！）

「どうしたの。さあ、早く」

　息を吞のんで動きを止めたロディアに、アルデアは苛いら立だったような声を出した。

　ロディアはそのままゆっくりと目を閉じ、苦しい胸でできるかぎりの深呼吸をする。

　そして全神経を集中し、不意に目を開けて旧神の名前を睨みつけた。

　間を置かず、名前は生き物のようにふるふると震える。

「え、何……!?　あつ、い……！」

　アルデアの声が困こん惑わくを含んでゆらぐ。ロディアはそのまま視線をそらさず、鋭するどく叫さけんだ。

「退け、廃はい棄きされし神、旧神【ズィアヴロスィ】！　お前の嫌きらいな、『石榴ざくろ』だ！」

「なっ……！」

　アルデアがかすかな悲鳴をあげると同時に、名前の震えがぴたりと止まった。

　その後、名前は粉々に砕くだけ散る！

　同時に文字の形に変わっていたアルデアの身体も黒い塵ちりとなって辺りに舞まい、夜に紛まぎれて消える。後に残るのは、土の上に座りこんだ男装のアルデアだけだ。

　はだけたシャツの隙すき間まからは、心臓の位置に刻まれた旧神の名前が黒々とのぞいている。

「一体、なん、だ……？　今、の」

　呆ぼう然ぜんとするアルデアめがけ、ロディアはやけに重い外がい套とうを脱ぬぎ捨てて飛びかかった。

　アルデアはとっさに抵てい抗こうしようとするものの、その力は弱々しい。

　ロディアは容よう赦しやなく相手の爪つめの長い手を無む理りやりひねりあげ、背に回させてうつぶせに這はわせる。彼の背に乗って押さえこむと、少々乱れた呼吸を整えながら冷たく告げた。

「賭かけだったが、どうやら『石榴』の瞳はよほど旧神に嫌われているらしいな。──ランセ艦かん長ちようが私を拾った理由が大体わかった気がする」

「何を言ってるんだ……？　『石榴は旧神に嫌われる』？　そんなおとぎ話みたいなことがほんとにあるって？　嘘うそ──、いや、もし本当だったとしたって、ランセが旧神に嫌われてる相手を拾うはずがない。だって、ランセにだって旧神の名前は刻まれてるんだよ？」

「そうなんだろうな。でも多分、彼は旧神に対抗できる石榴の瞳ひとみが必要だと思ったんだろう。そしてそれは、別に死ぬためじゃないと思う」

　ロディアがぽつりと言うと、アルデアは横目で彼女を睨んで怒ど鳴なりつける。

「君に何がわかる!?　いいか、ランセはこの世界を見てる男じゃない。あの目、あの青い目、旧神の力を借りて動く作り物の硝子ガラス玉！　見る度たびにぞっとするんだよ。あの男は死人だ！──っ、そうだ……死んで、るんだ。奴やつだけじゃない。僕ら、みんな……」

　急にアルデアの顔が悲痛に歪んだので、ロディアは慎しん重ちように、少し優しく問う。

「いきなりどうした？　死人というのはどういうことだ。ランセの青い目は、義眼なのか？」

　アルデアはしばらく肩かたを震ふるわせていたが、やがて諦あきらめたように囁ささやき始めた。

「──ああ。あいつ、半死半生で軍の研究所に拾われたからな。他の士官たちも大体そうだ。僕は、家族に売られたんだけどね。マディス軍は表おもて沙ざ汰たにしたくない事故なんかに遭あった士官を集めて、強制的に旧神との契けい約やくを結ばせてる。結果、僕らは自分の寿じゆ命みようを供物に旧神の力を自分の力のようにふるうことができる──その代わり、僕らは表の世界では死人扱あつかいだ。どこにも僕らの名前は記されてないし、家族にも死んだって伝えられる」

「寿命を供物にするだと……？　そもそもなぜ、軍がそんなことをする」

　まるで夢物語──しかも悪い夢みたいな話に、ロディアは厳しく眉まゆをひそめる。

　──『幽ゆう霊れい船せん』だよ。友軍だって無視する。そう囁いていた水兵たちの声が耳の奥で響ひびく。

　アルデアはどこか疲つかれたように続けた。

「ばかだな。そんなの、僕らを体ていよく使って秘ひ密みつ裏りに作戦を行うために決まってるだろ。講和中でも、小型艦かん一隻せきくらいならどこにいてもなんとでも言い訳が立つ。万が一捕とらわれても、僕らは実在しない人間だ。問題になりようがない。もっとも効率的に使い棄すてるだけさ」

「──そう、か」

　とんでもない話の連続に、心が麻ま痺ひしてしまいそうだ。

　一体何が正しくて、何が正しくないのかが揺ゆらぎ、壊こわれていく。ただ無む邪じや気きに海軍に憧あこがれていたのはつい数週間前までの話なのに、もう昔の気持ちに戻もどれる自信がなかった。

　ロディアは指から力を抜き、ゆっくりとアルデアを解放する。

　アルデアは少し驚おどろいたように目を見開き、緩かん慢まんな所作で身体を起こした。

　ロディアが地面に座ったまま考えこんでいるのを見ると、彼はぽつりと言う。

「──君は、逃げたら？」

「逃げる？　私が、か？」

　いきなりの発言に聞き返すと、アルデアは嫌いやそうに視線をそらしてうなずいた。

「……ああ。逃げたら多分、ランセは追わない。君はまだ、生きているから。僕のこと告げ口しないっていうんなら、そのまま逃げてもいいよ。このまま、下手へたに船に馴な染じんじゃう前に」

（ああ、このひとは、本当は優しいひとだ）

　ロディアはほんの少しだけほっとしながら、静かに言った。

「逃げないよ、私は」

「どうして？　僕の言うこと、信用できない？」

　苦い顔になるアルデアに、ロディアはかすかに笑いかけて立ち上がった。

　自分の長い金きん髪ぱつと軍服の裾すそを整え、落ちていた外套を拾う。もう元の重さになったそれから土を払はらいながら、ロディアは告げた。

「君の話を完全に信用はしていないが、完全に嘘だとも思っていない。ただ、私は会って最初に聞いたランセの言葉を信じてるんだ。『俺に失望したら、お前がその剣で、俺を殺せ』、って。……あれは嘘では言えないと思う。それに、死ぬ気の人間の台詞せりふでもないんじゃないか？」

　アルデアはきょとんとした顔でロディアの言葉を聞き、嫌そうに首をひねる。

「そうかな。僕ならそんなのいくらでも嘘で言えるけど。あの男は君が思うより善人でもないし、世界なんて悪意と嘘だらけだ」

　彼の言うこともまた、真実だと思う。ロディアは頷うなずき、アルデアに手を伸のべた。

「かもしれない。……そろそろ船に帰ろうか」

「──絞こう首しゆ刑けいはごめんだ」

　アルデアはロディアの手をじっと見つめて言う。だからといって逃げる様子もなく、彼はどことなくぼんやりしている様子だった。美しいアルデアがやけに儚はかなく危あやうげに見えてしまい、ロディアはぎゅっと彼の手を握にぎって引っ張りながら言った。

「今回は、告発しない」

「……は!?　なんで？　君、本当に本当のばかなんじゃないのか!?」

　唖あ然ぜんとした顔で言われ、ロディアは目を細める。

　そのまま強ごう引いんにアルデアを立たせ、ついでに軽く土をはらってやった。

「ばかかもしれない。けれどレーン号の任務が危険なものなら、船医がいなくなるのは大損失だ。君、腕うではよさそうだしな。ひとを切り刻むのが好きそうだ」

　少し悪戯いたずらっぽく言ってやると、アルデアは絵に描かいたような美しい眉を上げ、薄うすい唇を歪ゆがめて甘く囁く。

「単に切り刻むのは嫌いですわ。わたくしはもっと品の良いやり方をします。……毒とか」

　元の女言葉に戻ったアルデアに苦く笑しようし、ロディアは言った。

「毒が好きってことは、薬にも詳くわしいってことだ。それに『どうしても生きていたい』って思っているひとが医者をやるのは、素す晴ばらしいことだとも思う。──私はもう少し、君とランセ艦長のことを見比べる。そうして、自分で判断するよ。もし船上で反乱の気配を感じ取ったなら、すぐ艦長に報告するけれど。なんとなく、君は優しいひとのような気がする。──私はいつかわかり合えるかもしれないひとを、簡単に死に追いやりたくないんだ」

　語っているうちにアルデアの顔は苦くなったり、困惑したり、こそばゆい様子になったりして、最終的に彼はかすかなため息まじりに言った。

「あなた……ランセに似てますわ」

「そうか？　まったくそんな気はしないが」

　意外な台詞に瞬またたき、ロディアはランセの乱暴でおおざっぱな言動を思い出す。

　アルデアは口元に手を当て、じっくりとロディアを見つめてつぶやいた。

「似てますわよ。なんでしょう。女だと、大分印象が違ちがいますけれど」

（これは褒ほめられているのか、けなされているのか、どっちだ。そもそも彼、ランセのことは大だい嫌きらいで、年中毒を盛ろうと頑がん張ばっているひとだったような──）

　考えていると背筋が寒くなってきたので、ロディアはさりげなく後ろへにじり下がった。

「……とにかく、私はそろそろ艦に帰ろうと思う。あんまり遅おそくなっては怪あやしまれるかもしれないからな。じゃあ、また。アルデア。君も、逃にげずにちゃんと艦に帰るんだぞ」

　最後は言い含ふくめるように告げて、ロディアは身を翻ひるがえす。

　灌かん木ぼくの茂しげみをかきわけてしばらく行ったところで、後ろからアルデアの声が追ってきた。

「レーン号の任務、やっぱり教えて差し上げましょうか？」

　ちらと振ふり返ると、木々の間に立つアルデアはまるきり妖精か、その昔森に住んでいたとされる聡さとい森の異種族のようだった。綺き麗れいだな、とごく自然に思って、ロディアは笑った。

「艦長が教えてくれるまで、待つよ。でも、ありがとう」

　するとアルデアは途と方ほうに暮れた顔になり、小さく吐はき捨てる。

「──……変な女」

　細い声だったが、なぜかはっきりと耳に残る声だった。

　どこか、くすぐったいような──そんな。
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　その夜。ランセは白い館やかたの一階の窓から空を見ている。

　気き泡ほうの入った板いた硝子の向こう、黒々とした庭の木々の上にぽかんと出た白い半月。

（あの月、海に映ってたらどんな風に見えるんだろうな。凪ないでりゃ凪いでるで綺麗だろうし、波の上で月光が砕くだけてるのもいい。──そういや、今の風向きってどっちだ？　朝にはいい風が吹ふいて、すぐ出航できるといいけど）

　久しぶりの陸にいるというのに、ランセの思考は自然に海のほうへと吸い出されていく。

　この館は好きだが、海が見えないのだけが落ち着かなかった。ランセはそっと手を伸べ、せめて風を読もうと窓を少しばかり押し開く。

　そのとき、背後から女がふわりとランセの腰こしを抱だいた。

「……ね。艦かん長ちようさん。ほんとにあたし、なんにもしなくていいの？」

　柔やわらかな声で訊きいてくる女を肩かた越ごしに振り返り、ランセはかすかに微笑ほほえんだ。

　船で見せる笑え顔がおより、随ずい分ぶんと静かな笑みだ。

　彼は窓まど枠わくに背を預けて女と向き合い、子供にするように彼女の頭を撫なでてやる。

「さっきいいって言ったろ？　俺がいいって言ったらいいんだ。信じろ。で、一晩ゆっくり休んどけ。ちゃんと花代は払うから」

「そうなんだ。嬉うれしいけど、なんか、寂さびしい。艦長さんだったらあたし、別にお金要いらない」

　女はすねるように言い、ランセの白いシャツを引っ張った。

　ランセはそんな彼女の指を封ふうじるように自分の指でからめとり、その額に自分の額をあてる。

　恋こい人びとや酒場の女相手というよりは、どことなく幼い妹にするように、ランセは女と近い距きよ離りで視線を合わせて囁ささやいた。

「金は大事だ、ちゃんと貯ためとけ。いつか、こんなとこからは出るんだろ？」

　静かに、真しん摯しに響ひびく彼の声に、女はゆるゆると幼い笑顔になる。

「──うん。あたし、パン屋やるんだ。毎日、柔らかいのも硬いのも、たくさん焼くの」

「いいな。……素す敵てきだ」

　ランセもかすかに笑って頷く。

　と、そこへいきなり、窓の外から声がかかった。

「艦長、お取りこみ中、申し訳ない」

「ん!?──あー、ロディア、か？」

　さすがのランセも軽く目を瞠みはり、女から額を離はなして傍かたわらの窓を見やる。

　窓のすぐ外、王国風にしつらえられた庭にたたずんでいるのは、確かに軍服姿のロディアだ。ランセの傍らの女は、ぎょっとしたようにロディアを見て顔をしかめる。

「あら、何、あんた？　あんたも一いつ緒しよに楽しんでくわけ？」

「いや、そういうわけじゃない。キニスを探してたんだ」

　ロディアはあまりひるむことなく、窓の外で辺りを見回していた。いちいち絵になる所作につれて、白い月光が彼女の髪かみにまとわりついては滑すべり落ちる。

（うーん、こいつ、ほんっと見た目は美少年っつーか美青年つーかだよなあ。それこそ姫ひめ君ぎみに花でも捧ささげに窓辺にやって来た王子様、みたいな状じよう況きようだ。しかし残念ながら、俺は姫君じゃない。……惜おしい。こいつほんと、どうして男じゃないんだ？）

　何度も考えたことをもう一度考えながら、ランセはにっこり笑ってみせる。

「やめとけ、姫に引っ張りこまれるのがオチだ。なんなら俺が伝言しといてやるけど？」

　ランセの提案に、ロディアは少し考えこんだ後、小さく頷いて顔をあげた。

　彼女の石榴ざくろの瞳ひとみが真っ直すぐにランセの瞳をとらえ、のぞきこむように鋭するどくなる。

（んん？　なんだ？　あんまりに真っ直ぐすぎて、考えが読めない目だな）

「──では、申し訳ないがお願いしたい。私が先ほどキニスに渡わたした父宛あての手紙だが、今考えると内容に少し問題があったように思う。もしまだ出していなかったら廃はい棄きしてくれるようにと、キニスに会ったら伝えておいてほしい」

「……ん、わかった。言っといてやる」

　ランセは気楽な調子で頷いた。対するロディアは、完かん璧ぺきな敬礼を彼に捧げる。

「よろしくお願いする。それでは、よい夜を。艦長──と、そちらの、糖とう蜜みつ色の髪と、青玉の瞳の美しいお嬢じようさんも」

「へっ？　あたし？」

　ロディアのいきなりの美び辞じ麗れい句くに、女はびっくりして背筋を伸ばした。

　ロディアはそんな彼女を見つめ、蕩とろけるような笑みを浮うかべて浅く頷く。その笑みに引きずられるように、女の表情もくすぐったそうな笑みに変化した。

　カロルあたりから見たら、魔法のようにも見えるだろうたらしっぷりだ。

「相変わらずだこと。そんじゃま、お前もおやすみ」

　ランセは笑ってロディアに手をふったが、頭はまったく別のことを考えている。

　ロディアの言っていた手紙のことだ。船中の人間が書いた手紙はキニスが昼間のうちに全部郵便に出したことになっているが、本当はこっそり焼き捨てられているのだ。

（何しろ隠おん密みつ任務だし、水兵たちは俺たちが死人扱あつかいの士官だなんて知らないし。名前とかほいほいあっちこっちに出されても困るもんなあ。大体ロディアは特にまずい）

　とはいえそのことを知っているのは、ランセを含めた五人の士官だけのはずだった。

（おっかしいな。……なんかばれた、かなー？）

　頭を掻かくランセの視線の先で、ロディアの姿は軽かろやかに遠くなり、やがて木々の間へと消えていった。








４









　レーン号が寄港地のライカ島を離れてより、さらに七日。

　特に反乱の気配もなく航海は続き、今日も船上のランセは上じよう機き嫌げんである。

「あははははは！　いーい天気だなあ、なあロディア！　お前もそう思うよな！」

「何、が！　どこ、が、いい天気なのか、説明できるなら説明してくれ、ランセ！」

「全部だ、全部！　灰色の空！　吹き荒あれる風！　横よこ殴なぐりの雨、そして容よう赦しやなく高い波！」

「つまり、嵐あらしなんだが!!」

　怒ど鳴なる声も風に吹き飛ばされる。今日の海は凄すさまじいほどに荒れ狂くるっていた。

　士官たちは防水外がい套とうをまとって必死に甲かん板ぱんの手すりやマストにしがみつき、風の様子を見つめている。舵輪は放っておくとくるくる回り出すので、キニス以外にも何人もの水兵が必死で押さえている状態だ。

　よろめき、よろめき、あちこちにすがってどうにか近寄ってきたカロルが叫さけぶ。

「艦長！　もうこれ、綱つなで身体からだ結んだほうがよくないですか！」

「お前船ふな酔よいするもんなあ！　やりたきゃやっとけ、俺は要らない！」

「またそんなこと言って！　もう船酔いとかそういう話じゃありませんって！」

　泣き言が入り始めるカロルにランセはにやりと笑い、傍らのロディアに叫ぶ。

「このくらいになったらもう危険だ！　トップスルを縮帆する！　合図出せ！」

「わかった！」

　ロディアは叫び、首からかけた銀色の笛を吹き鳴らす。ここまでの風と波音の中では、いくら叫んでも声が通らないことのほうが多い。

　独特な高さの笛の音は大気を貫つらぬき、船内で控ひかえていた水兵たちが飛び出してくる。

　ロディアは飛ばされそうになる外套を必死につかんで、声を限りに叫んだ。

「トップスル、四分の一まで縮帆する！」

「了りよう解かい！」

　水兵たちは怒鳴り、すぐさまマストへ上る縄なわばしごにとりついた。晴れていても危険な高所作業に向かうのだ。

　風を動力とする帆はん船せんは、当然ながら強すぎる風を受ければ転てん覆ぷくしてしまうし、帆も裂さけてしまう。嵐となればぎりぎりまで帆を畳たたみ、風への抵てい抗こうを少なくしなくてはならなかった。

（無事に作業が済めばいいが……ん？　ああ、今作業にあたっているの、あの三人か）

　雨風の中で目をこらしていたロディアは、ふと水兵たちの中に気になる顔を見つけた。しばらく前に船倉で噂うわさ話ばなしをしていた三人が並んで帆ほ桁げたにしがみつき、必死に帆をたぐり寄せている。

（あの三人、同じ班だったのか。あれからおかしなところは見ていないが……アルデアは、水兵の三分の一は掌しよう握あくした、などと言っていたな。本当だろうか）

　なんとなく気になってロディアが水兵たちを見上げていると、不意に誰だれかに後ろから腕うでをつかまれた。慌あわてて振ふり向むくと、そこにいたのはランセだ。

「艦かん長ちよう？　何か？」

「ん？　いや、なんでってわけでもないんだが」

　ランセにしては珍めずらしく、煮にえ切らない表情と言葉だった。

　ロディアが不思議に思って聞き返そうとしたそのとき、船は片側に大きく傾かたむく。

　目に見えて斜ななめになった甲板ではすべてが転がり、ずり落ちていく。左手にぐうっと海面が近づいてくるのを視界の端はしにとらえながら、ロディアは懸けん命めいに脇わきの索さく具ぐにつかまった。

　船はすぐにまた逆方向へ傾いて姿勢を立て直したが、マストの上からは悲痛な声が響く。

「落ちた！　ひとり、落ちたぞ！」

　ロディアが目を瞠って声のほうを見る。懸命に目をこらして数えてみると、確かに、マストの帆桁に取りついている男たちの姿がひとつ足りない。振り落とされたのだ。

「どこだ！　どこに落ちた！」

　ロディアが夢中で叫ぶと、水兵たちから返事がくる。

「海だ！　あの子の目の前！」

（あの子って……ルーナ・ノアか！）

「艦長！　落ちた水兵と、ルーナ・ノアの様子を見てくる！」

「無理はすんなよ！　お前が落ちたら話になんねーぞ！」

　ランセの声を背後に聞きながら、ロディアは波に翻ほん弄ろうされる船の甲板をずり落ちるようにして、ルーナ・ノアのほうへと近づいていった。

　ルーナ・ノアはこの嵐の中でも、ひとり淡たん々たんと海を見つめている。一応ぎゅっと索につかまっているのは、そうしろとランセに命令されたからだろう。

「ルーナ・ノア……！　落ちた水兵、見えたか？」

　ロディアはどうにかルーナ・ノアと同じ索につかまって叫ぶ。

　ルーナ・ノアはいつもと変わらない眼帯をした横顔を見せ、表情のない声で答えた。

「見えた。すぐに沈しずんでいった。もう、十五クルース海底にいる。助からない」

「助からない、って……！　本当か？　そもそも君、本当にそうだとしたら、目の前でひとひとり、死んだんだぞ……？　その、衝しよう撃げきを受けたりはしなかった、のか？」

　ロディアは水兵のことも、ルーナ・ノアのことも心配して駆かけ寄ったはずなのに、ルーナ・ノアの反応が予想外過ぎた。それこそ、心のない人形のようだ。それでもロディアがルーナ・ノアの返答を待っていると、縮帆を終えた水兵のひとりが割りこんでくる。

「士官さん、ちょっとどいててくれ。俺はそっちの子に話がある」

「お前、イーノス……！　持ち場はどうした！」

　ロディアは瞳を険しくして叫ぶが、目を血走らせた水兵には聞こえていないらしい。彼はルーナ・ノアに詰つめ寄り、つぶれた声で怒鳴りつけた。

「おい……おい、なんで、あんた、キムが落ちるのを、ただ見てた！」

「なんで、とは、どういうこと？」

　ルーナ・ノアはイーノスを見ることすらせずにつぶやく。視線は海面に落ちたままだ。

　イーノスはかっとした様子でルーナ・ノアの襟えり元もとをつかんで叫んだ。

「ばかにすんじゃねえ！　キムのこと、あんた、どうにかできたんじゃねえのかよ、その呪のろいの力でよ！　魔法みたいな力が使えるって聞いたぜ！　なのになんで！」

「よせ、イーノス！　ルーナ・ノアは貴様の上官だ！　手をあげれば死し刑けいになるぞ！」

　鋭するどく叫び、ロディアが太い水兵の腕を押さえる。そこへ、ルーナ・ノアがつぶやいた。

「助けろって、命令がなかった。乗組員の損失は、最大三割までは、計算内。問題がない」

「てめえ！」

「イーノス！」

　ロディアは必死にイーノスにつかみかかった。しかし相手は屈くつ強きような水兵だ。剣けんでは負けないとしても、とっくみあいでは勝負にならない。すぐにはねのけられ、甲板に叩たたきつけられる。

「誰か──！」

　すぐに立ち上がりながら、ロディアは助けを求めて辺りを見み渡わたした。

　しかし士官たちは狭せまい甲板のあちこちに散らばり、嵐と闘たたかうので精せい一いつ杯ぱいだ。ランセが次々と命令を出している声が聞こえる。彼にこちらを助ける余よ裕ゆうはないだろう。

　水兵たちはと言えば、こちらもどことなく遠巻きにちらちらと視線を投げてくるだけだ。

（なぜだ？　やはり、例の呪いの噂うわさのせいか──？）

　ロディアが一いつ瞬しゆん絶望的な気分になりかけたとき、水兵の肩かたを誰かが背後からつかんだ。

「ちょっと、何やってらっしゃいますの、あなたたち！」

「あ、アルデア……？」

　あまりに意外な人物に、ロディアは思わず瞬またたく。彼は嵐だろうとなんだろうと、小さな船医室にこもって出てこないものだとばかり思っていた。色っぽい衣装の上にまったく色気のない防水外套を羽織ったアルデアに、イーノスはくってかかる。

「アルデアさん……！　こいつが、こいつがキムを殺したんです！　助けられたのに！」

「あなた、何か勘かん違ちがいしていらっしゃるんじゃなくて？　どうしてルーナ・ノアにそんなことができますの？　水兵がマストから落ちるのは、ただ運がなかったせいですわ」

「そんな……！　だってあんたが言ったんでしょう、こいつらは魔法が使えるって！」

　アルデアにまでくってかかる水兵に、ロディアが厳しく叫んだ。

「魔法だのなんだの、今がそんなこと言ってる場合だと思ってるのか!?　お前は私に手をあげ、ルーナ・ノアとアルデアに逆らった！　刑けいは免まぬかれない、船倉へ行け！」

　彼女の言葉に、イーノスの目が一瞬だけ恐きよう怖ふに震ふるえる。直後、イーノスは凄まじい形相になってロディアをはねのけ、ルーナ・ノアを強く突つき飛ばした。

　そう、暗く荒れる海のほうへ！

「ルーナ・ノア！」
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　はっとしたロディアが叫さけび、ぎりぎりでルーナ・ノアの手を取る。

　ほとんど同時に、意外なほど近くからランセの声が響ひびいた。

「ロディア！　踏ふみとどまれ、落ちるぞ！」

「ランセ!?　なんでこんなところに──あ……！」

　ランセの居場所を確かめる前に、ぐらりと船体が揺ゆらいだ。靴くつ底ぞこが甲かん板ぱんから浮うく。

　駄だ目めだ、落ちる。そう直感し、ロディアは叫ぶ。

「アルデア！　頼たのむ！」

　とっさに居場所がわかり、信しん頼らいできると思えたのはアルデアだけだった。

　ロディアは渾こん身しんの力をこめ、ルーナ・ノアを彼のほうへ突き飛ばす。

　アルデアが前に出るのが、ルーナ・ノアがよろめくのが、やけにゆっくりと見える。ルーナ・ノアの片目が見開かれ、その中に自分が映っているのがわかった。

「無事でいろ、どうにか！」

　祈いのる言葉が終わる前に、ロディアは冷たい灰色の海に投げ出される。

　全身に冷気が叩きつけられ、心臓が一瞬止まったような気がした。冷たい。凍こごえる。全身が悲鳴をあげ、視界がむちゃくちゃに入り乱れた。苦しい。苦しいが、何もできない。

　ロディアが圧あつ倒とう的てきな力に翻弄されてしばらく経たつと、いきなり辺りが静かになった。

（あれ、なんだ、これ。あ──そうか。沈んでいく、のか）

　いつの間にやら、ロディアは水の中でぼんやりと目を開けている自分に気づく。

　いつもなら目が鋭く痛むはずなのに、今は何も感じない。苦しさも、焦あせりさえもなかった。

　恐おそろしく静かな冷たい水の中を、ただひたすらに沈んでいく。

（波の下って、こんなに静かなんだろうか？　それに、少し明るくなってきたのはなぜだ）

　視界の端に映りこむ光が気になって、ロディアはどうにか身体からだをよじる。

　そうして海底とおぼしきほうを見やると、そこには不思議な光景が広がっていた。

（──？　なんだ？……町？）

　自分の目に見えたものが信じられず、ロディアは水中で目をこらす。

　しかし、いくら集中してみても目の前の光景は変わらなかった。

　灰色の海底に、町がある。

　ぐるりと城じよう壁へきに囲まれ、奥には何本もの尖せん塔とうを持つ城、その下に群がる無数の家々。ひときわ目立つ鐘しよう楼ろうを持つアルモニア聖堂に、聖堂前の広場の噴ふん水すい。もっと集中すれば、道を行き交かう馬車の姿すら見えてきそうだ。

　地上にあるのと寸すん分ぶん違たがわない町は、全部が真っ白な石で出来ていた。

　淡あわく光る白い石の町は、水すい晶しようの塊かたまりみたいに海底から生えている。

（きれいだ。あそこに、行ってみたいな）

　ロディアはぼんやりと思い、町のほうへと片手を伸のばした。

　そのとき、不意にもう一方の手に強い力を感じる。

　何事だ、とそちらへ顔を向けると、自分の腕をつかんだ黒くろ髪かみの青年と目があった。

　彼の青い瞳ひとみはどこまでも静かなままなのに、緑色の瞳は炎ほのおのように燃えている。

（──ランセ！）

　彼を見た途と端たんにロディアは我に返った。

　自分は嵐あらしの海に落ちたのだ、このまま沈んでいけば死ぬだけだ！

　ロディアは目を瞠みはり、寒さで痺しびれた腕うでを動かす努力を始める。もがくように水面のほうへ、ランセのほうへ行こうとする。

　するとすかさずランセがロディアを引き寄せ、胸にしっかりとかき抱いだいた。

（……なんだろう。力強いのに、すがるみたいな、腕だ）

　わずかな安あん堵どと共にぼんやりとそんなことを考えた後、ロディアの目の前はすっと平へい坦たんな灰色に変わり、次に真っ黒く塗ぬりつぶされてしまった。
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　気を失っていたしばらくの間、ロディアはとても懐なつかしい夢をみていた気がする。

　懐かしくて、少し悲しい夢だ。それは多分、あの戦勝パレードの日。

　自分はずっと待っているのに、オルディアレス艦かん長ちようの乗る馬車は来なかった。永遠に続く拍はく手しゆと歓かん声せいの中、自分はただたたずんでいる。待っているだけで、どこへも行けない。

　そして自分は知っている。

　オルディアレス艦長は、もう死んでしまったということを。

　──そんな夢から醒さめたところは、海鳥の鳴くうす水色の空の下だった。

　一陣じんの風が吹ふき、ロディアの濡ぬれた身体から体温を奪うばっていく。

「っ、寒……っ……い……」

　思わずうめいて身じろぐと、全身が鈍にぶく痛んだ。指先とつま先の感覚はない。

　それでもおそるおそる手足を引き寄せてみれば、身体は動く。恐ろしく痛いところも腫はれたところもないから、骨が折れているわけでもなさそうだ。

（一体、何がどうなった？　私は、嵐の中で海に落ちて──）

　慎しん重ちように記き憶おくをたどりながら、ロディアはどうにか上半身を起こして辺りを見渡した。

　自分がいるのは粗あらい小石混じりの灰色の砂すな浜はまだ。漂ひよう流りゆう物だらけの浜は左右に少し続いたあと、すぐにごつごつとした岩の連なりになってしまう。

　木の一本も生えていない、島というより大きめの岩と言ったほうが正しい場所である。

　灰色一色の島の中、少し離はなれたところに転がっている青年のシャツだけがぽつんと白い。

「艦長！」

　ロディアは大おお慌あわてで立ち上がり、彼のもとへと駆かけ寄った。砂浜に横たわったランセは、真っ白な顔で目を閉じている。瞬しゆん間かん的に嫌いやな想像がロディアを貫つらぬき、冷や汗あせが垂れた。

（違ちがう、落ち着け！　まずは落ち着いて、呼吸と脈を……）

　寒さと恐怖で震える自分を叱しつ咤たして、ロディアはランセの首筋に指を当てた。酷ひどく冷たい肌はだだが──大だい丈じよう夫ぶ、脈はある。血は流れている。呼吸も、しているようだった。

「よかった……！」

　その場でへなへなと安堵してしまいそうな心をどうにか奮い立たせ、ロディアはランセの全身を見み渡わたした。上着は脱ぬいでから海に飛びこんだのだろう、見慣れた紺こん色いろの軍服は見あたらない。そして白いシャツには、あちこちわずかに血がにじんでいる。

「怪け我がをしている、のか。とりあえず、様子を見なくては」

　小さく口に出して思考を整理し、ロディアはランセのシャツに手をかけた。冷え切った指はもどかしいほど動かなかったが、根気よく、長い時間をかけてボタンを外す。

　横向きに倒たおれた身体からシャツを引き剥はがしてみると、彼の身体には無数の傷があった。

　古いものから、新しく血をにじませている小さな切り傷まで。

　そして心臓の位置にはやはり、旧神の紋もん章しようらしき名前が刻まれていた。

（──わかっていたことだが、このひとも、旧神の力を使うんだな）

　何か見てはいけないものを見たような気になって目をそらし、ロディアはランセの背中を調べる。同時に見るも無む惨ざんな傷きず跡あとが視界に飛びこんできて、ロディアは息を吞のんだ。

「酷い……なんだ、この傷」

　両の肩けん胛こう骨こつあたりについたふたつの傷はわずかに盛り上がり、まるで骨を断った痕あとのように痛々しい。さらに、背中にざっくりと斜ななめに斬きられた古ふる傷きずも消えずに残っている。

（刀傷だな。後ろからなんて、卑ひ怯きような……。しかし、このふたつの傷のほうは、なんだ？）

　骨を断ったような痕と言っても、肩胛骨は無事のようだ。ならば一体なんの傷だろう。

「ん？　まさか、ひょっとして──」

　あることに思い至ってロディアが目を瞠った直後、不意にランセが彼女の手首をつかむ。

「──！　艦、長……無事だった、か」

　心臓が躍おどり上がり、ロディアの声はかすれた。ランセはうっすらと開いた目で彼女を見上げ、低い声で囁ささやく。

「見たのか、背中」

「──ああ。あなたは──」

　それ以上は口に出せず、ロディアはランセを見つめる。彼はぽつりとつぶやいた。

「ネライダだ」

「あ……」

　あまりのことに思考が止まり、ロディアは完全に言葉を失う。

　ネライダ。美しい有翼人種。故郷を失い、奴ど隷れいとしてのみ生きることを許される者ども。

　羽根さえなければ人間と同じなのに──ロディアもそう思ったことが何度もあった。

　だが、まさか羽根を落としたネライダが、本当に人間に混じっているなんて！

　ランセはしばらくロディアを見つめてから、ゆっくりと身体を起こす。彼は濡れたシャツの襟えりをかき寄せ、辺りを見渡してがしがしと頭を掻かいた。

「……やれやれだな。ここにたどりついて、お前のこと蘇そ生せいさせるとこまでは完かん璧ぺきだったんだけどなー。そこでぶっ倒れたみたいだな。情けねーの」

「あ、あの……」

「俺が倒れたときのこと、覚えてるか？」

　振ふり返ったランセが大まじめに訊きくので、ロディアはぶんぶんと首を横に振る。

　そんな彼女に、ランセは大きく笑って言った。

「そうか、ならよし。見事に海のど真ん中だけど、ルーナ・ノアが助かったんだからきっと助けは来る。多少時間はかかるかもしれないけどな。お互たがい大けがしてないだけ上出来だろ」

　さっさと元の調子に戻もどったランセに、ロディアは戸と惑まどいを隠かくしきれずに複雑な表情になる。

「ああ。その──助けてくれて、ありがとう」

　躊躇ためらいがちな感謝の言葉に、ランセはかくりと肩かたを落として嫌そうな顔になった。

「ありがとう、ってのはともかく……なんだ？　その微び妙みようなツラは。何か言いたいことがあるならはっきり言え、ロディア。遠えん慮りよとかしてんじゃねーぞ。ここにいるのは俺とお前だけなんだ。艦長だからうんぬんとか、今は忘れちまえ」

「そこを忘れてどうする！　あなたはどこにいてもランセ艦長だ。それに、言いたいことはあるんだが、あまりにありすぎて何から喋しやべったらいいのかさっぱりわからない！」

　いっそ正直にロディアが言うと、ランセはこともなげに言い切る。

「そんなもん、端はしから言えばいいじゃねーか。時間余りまくりだぞ？　この状じよう況きよう」

「それはそうかもしれないが……大体あなたは、ひょっとして私を助けるために、海に飛びこんだのか？　ひとりで？」

「当たり前じゃねーか。俺、艦長だし」

　ランセに心底不思議そうに首をひねられ、ロディアはかっとして身を乗り出した。

「艦長だからいけないんだ！　どうするんだ、あなたの代わりはどこにもいないのに！」

「おう、そうだ。俺はこの世に俺ひとり。お願いします、代わってください！　って泣いて頼たのんでも代わってくれる奴やつはどこにもいない。ただし、そりゃお前も同じことだろ？」

　きっぱりはっきりそう言うと、ランセはゆっくりと砂浜から立ち上がった。

　身体からだから砂を払はらい、癖くせのように空を仰あおいで風を読む。そしてまだ座りこんでいたロディアに視線を落とすと、楽しげに微笑ほほえんで片手を伸のべた。

「お前の代わりはどこにもいない。俺はお前を失いたくなかった。だから助けた。完璧だ」

　いつも通りの返事だ。恥はずかしいくらいに迷いのない言葉。

　でも今はなんと答えたらいいのかわからず、ロディアは強く唇くちびるを噛かんだまま、とにかくランセの手を握にぎって立ち上がる。

　その後も、彼女は正面からランセの目を見ることができずに視線を浜はま辺べに落とした。

（どうしたらいいんだ、こんなの……！）

　ロディアの頭には絶え間なく過去の記憶が湧わき上がる。昔、父の館やかたにいたネライダの使用人。宿で迫はく害がいされていたネライダの少女。それを哀あわれだと思って助けようとした自分。

（どうすればいいんだ。どう思えばいいんだ？　自分を恥じればいいのか。ランセを不ふ審しんがればいいのか。感心すればいいのか。なんなんだ？　こんなの、全然わからない……！）

「なんだよ、いつもはここで『何が完璧だ、あなたはそれでも艦長か！』とかなんとか叫さけぶとこじゃねーか。あんまりおとなしいとこっちが調子狂くるうぜ」

　ランセの言うことはもっともだ。態度がおかしくなっているのはロディアのほうだ。

　それでも、はいそうですか、と明るくなることはできず、ロディアは小さくつぶやいた。

「……すまない」

　これはますます怒おこられるかな、と思ったロディアだったが、意外にもランセから返ってきたのは沈ちん黙もくだった。ランセはしばらく黙だまりこんだ後、ため息混じりに言う。

「…………わかった。まあ、俺の言い方もちょっと卑怯だったな。よーし、ここはひとつ、つまんねー話でもするか。ロディア、こっち来い」

　無造作に言いながら、ランセは積み上がった岩をさっさと上っていってしまう。

　断る訳にもいかずにロディアも後に続き、ふたりして岩の天てつ辺ぺんに腰こしをかける。

　少しずつ強さを増してくる陽光の下、ランセは遠く水平線に視線を投げて口を開いた。

「──ま、さっき見てのとおり、俺はネライダだ。小さい頃ころは貴族の屋や敷しきで飼われてた。そこがかなり上級貴族の家でなー。俺に何か仕事をさせるってんでもなく、ただ飼ってたんだよな。あれ、実際やられてみると変なもんだぜ？　食事はちゃんとくれるし、綺き麗れいに身み繕づくろいもしてくれる。そこにいるだけで、みんな優やさしく笑って俺を見る。だけどうっかり意味のあることでも言おうもんなら殴なぐられるんだな。そーするとな、こっちもいつの間にかなんにも考えなくなってくんの。ぼーっとして。ただ笑って、何も言わずに、日が過ぎるのを待ってるだけ」

　気楽な調子で語られる話だが、ロディアはすでに胸が悪くなってきた。

（──よくある話だ。ネライダは高価な奴隷だし、貴族はその美しさと、見た目の神秘を愛めでる。よくある話だが……）

　ロディアが何も言えずにいる間に、ランセは少し楽しげに笑って続ける。

「だけどな、その屋敷、ひとり変な奴がいたんだ。同年代の子供なんだけど、すっごいやばい目つきでこっち見るのな。そいつがあるとき、こっそり俺のこと籠かごから連れ出して、淡たん々たんと罵ば倒とうし始めたわけ。『恥ずかしくないのか』とか、『貴様のようなクズは死ね』みたいに。俺はさすがににこにこしてられなくなって、しまいにはそいつに噛みついた」

「噛みついた……？」

　唖あ然ぜんとして聞き返すと、ランセはロディアに視線をやってにやりと笑った。

「ケダモノだろー？　他ほかに攻こう撃げき方法わかんなかったんだ。教えてもらわねーから」

「違ちがう、そうじゃない。その子、貴族の子だろう？　噛んだりして、大だい丈じよう夫ぶだったのか」

　心配になったロディアが訊くと、ランセはますます笑えみを深める。

「そう、それだよ！　そこがそいつの変なとこだ！　そいつは確かに貴族の息子むすこで、ほんとは俺が殺されるとこだった。だけどな、そいつは、血がにじんでる噛み傷を俺に見せて言った。『見ろ。お前と同じ、赤い血だ。わたしもお前も、同じ人間だ』って。『言葉で罵倒されて噛みついてくるのは人間だけだ』って。変だろ!?　あんな貴族、ほんっと珍めずらしいぜ」

「そう、か……」

　ロディアは小さくつぶやき、震ふるえて息を吐はいた。

（すごいな、その子。ネライダを鳥として飼うような上級貴族の子供に、そんなことを言える人間がいるなんて。──私でさえ、ネライダを『人間だ』と言い切るのは──正直、まだ少しだけ怖こわい）

　怖いような、恥ずかしいような、苦しいけれど、もっと聞きたいような。

　ロディアの複雑な思いの上に、ランセのいつもどおりの声が響ひびいてくる。

「結局そいつも貴族社会の中できつい立場にいる奴で、俺たちはすごく仲良くなった。お互いがお互いを助ける約束とかしてな。こうやって、軽く親指を立てるのが『約束を覚えてる』って合図とか、そんなことまで決めた。で、結局そいつが、俺の羽根を斬きり落として逃にがしてくれた。俺はその後無我夢中で逃げて、船に密航して。密航者から水兵になって、水兵からここまで来た、と。はい、身の上話終わり」

　聞き終えてやっとつめていた息を吐き、ロディアはかすかに囁く。

「──そうか」

「なかなか波は瀾らん万ばん丈じようだっただろ？　ひょっとしたら金取れるくらいだぜ、これ」

　くすくすと笑って言うランセに、ロディアは不意に怒いかりが湧くのを感じた。ここで自分が怒るのは変かもしれない、そう思っても止まらず、ロディアはランセを怒ど鳴なりつける。

「ばか！　何が波瀾万丈だっただろ、だ。私に、物語みたいにあなたの過去を面おも白しろがれというのか!?　そんなことがしてほしいなら通りすがりの人間にでも話せ！　私はあなたの船に乗っているんだ、あなたがいたから、あなたが乗れと言ったから！　私はずっとオルディアレス艦かん長ちように憧あこがれていて、海軍に入るのは夢で、あなたがその夢を叶かなえてくれた！　だから私はあなたがどれだけむちゃくちゃでも、あなたが今まで生きていてくれたことを喜ぶしかない！　あなたを閉じこめていた人間を憎にくみ、その同類かもしれない自分を蔑さげすむしかない！」

「ロディア」

　ランセは少し驚おどろいたように瞬またたき、笑みを収めて真顔になった。

「──すまん」

　いきなりの謝罪に、ロディアはうっかり岩の上からずり落ちそうになる。

「な……なんなんだ、ほんとに！　あなたはおかしい……！」

「そんなにおかしいか？　そりゃ、確かに生おい立ちはちょっと変だけど。今の俺はせいぜいこんなもんだぜ。お前の反応のほうが変わってる。こういう話するとなー、大たい抵ていは同情する、許す、面白がる、拒きよ否ひ、くらいの反応しか出てこない。怒られたのは、多分お前が初めてだな。……変な奴。変だけど、お前、優しくて気高いんだな」

　いつになく真ま面じ目めにそんなことを言われて、ロディアはすっかりどんな顔をすればいいのかわからなくなってしまった。結局ちょっと怒ったような、困ったような顔でうつむく。

「あなたは、本当にわけがわからない……。裏表がまったくないのか、ものすごくあるのか、ひとをからかっているのか、常に真面目なのか……本当に、さっぱりだ」

「なるほどなあ。そう見えるか。基本的には、俺はすべてに対して真っ直すぐでいたいと思う。そのほうが格好いいから。ただし、それだけじゃやってけないとこも確かにある。……多分、もうアルデアに聞いたんだろ？　この船のこととか、俺たちのこととか」

　急に切り出され、ロディアは視線を上げた。

　ランセは特に気負うでもなく、ただじっと深い瞳ひとみでこちらを見ていた。

（やはり勘かんづかれていたんだな）

　少し考えこんだ後、ロディアは覚かく悟ごを決めて頷うなずく。

「ああ。アルデアは、自分をレーン号の監かん視し役だと言った。そしてあなたたちは旧神に寿じゆ命みようを捧ささげることで異能の力を得て、死人としてマディス軍に使われている身なのだと」

「で、そんな突とつ飛ぴな話を信じてるってことは、お前、アルデアの力を見たってことだな。あいつも必死だねえ」

　膝ひざの上に頬ほお杖づえをついて、ランセは少しひとの悪い顔で笑った。

　ロディアは真しん剣けんな面おも持もちになって彼に問う。

「事情はあるのだろうが、そんな境きよう遇ぐう……苦しくは、ないのか」

「おいおい、俺を誰だれだと思って訊きいてんだ？　この、俺だぞ？　俺には、俺たちには今、力がある。ひょっとしたら、世界をひっくり返すことができるかもしれない力だ。これのどこが苦しい？　対価や制限なんてものは、どんな奴にだってあるんだよ。それが俺たちの場合はちょっと目に見えやすいってだけの話だろ？　本当に苦しいのはな、いつだって無力なことだ。大事なときに、自分は何もできずに黙ってなきゃならないことだ。──違うか？」

　視線を合わせて、強く、静かに語られた言葉。

　それは自然にロディアの幼いころの思いに重なった。

　私がやらなきゃ。私が守らなきゃ。そう思って力を欲ほつしたあの頃。

「違わない」

　強い囁ささやきが勝手にロディアの唇くちびるから零こぼれ、ランセがふわりと穏おだやかな笑顔になる。

　いつもより柔やわらかいのに、なぜか目を離はなせなくなるような顔だった。

　彼はそんな笑みのまま、静かに言う。

「ロディア、お前はもう帰れ。お前はただの人間だ。ここから先へ行ったら、帰れない」

「──！」

　いきなり心臓に冷たい一いち撃げきを食らったような気分で、ロディアは息を吞のんだ。

　ランセはいつの間にか冷えていた瞳と声で続ける。

「アルデアの奴やつ、どうせお前を巻きこんで反乱でも起こそうとしてたんだろ？　そのへんは大体わかってる。あいつ、侯こう爵しやく家出身だからな。ネライダの下につくなんてのは生理的に駄だ目めなんだ。そりゃしょうがない。しょうがないけど、あいつも旧神の能力者だ。だましだまし、どうにか最後までつれてくさ。他の連中もな。それが俺の仕事だ。──ただし、お前は違う。勝手な言い分なのはわかってる。その目が何かに使えるかも、って思ったのは俺だしな。だけどな、お前は陸で充じゆう分ぶんしあわせに生きていける。簡単に死んじゃいけない人間だ。だから、ここでもう帰れ」

（ああ──アルデアの言っていたこと、本当だったんだな）

　ランセの声を聞きながら、ロディアは強く唇を噛かんだ。彼の言葉に宿った、固い拒きよ絶ぜつと思いやりの気配。

　──このひとはやっぱり、死にに行く気だ。

　レーン号の任務が一体どんなものかは知らないが、それは彼らが生き残ることを前提としないものなのかもしれない。……確かに、帰れるものなら帰ったほうがいいのだろう。

　ロディアはわずかに目を伏ふせ、穏やかと言ってもいい口調で告げた。

「ランセ。あなたは最初、私に『意見は言え』と言った。だから今回も、これは『意見』だ」

「ん？」

　ランセの目がこちらを向いているのを確認し、ロディアは彼としっかり視線をあわせた。

「あなたは私についてこい、と言った。失望したら斬っていいとまで言った。なのに今度は帰れという。──あなたは勝手だ。結局のところ、私をまだ自分の部下とは認めていないのだろう？　もしも部下と思っているのなら、帰れ、ではなく、ついてこい、と言うべきだ。そして私を殺したくないというのなら、死ぬな、と言えばいい話だ。今のあなたは命令することから逃げている。優やさしい、物わかりのいいふりで、逃げをうっているだけだ」

　言っているうちにロディアの胸はじりじりと熱くなった。

　そうだ。目の前のひとはどこまでも強ごう引いんに見えて、どこまでもこちらを束そく縛ばくしようとしない。手を握にぎろうとしない。一方的に眺ながめて、ついてこさせて、今度は突き放そうとする。

「──あなたは、勝手だ」

　熱を帯びた囁きを、ランセは黙だまって聞いた。彼の瞳が静かに光っている。何を考えているのか、ロディアの言ったことをどう感じているのか、想像のつかない静かな瞳だ。

　もどかしくて、これ以上どうしたらいいのかわからなくて、ロディアはじっとランセを見つめ続ける。やがてランセは、あまり表情の浮うかばない顔で静かに言った。

「お前は、ネライダの部下でいいのか？　ロディア」

「あなたは、女が部下にいるのは嫌いやか？　ランセ」

　ロディアの答えはなめらかだった。他ほかに答えようなどなかった。

　ネライダをひとと同じと言うのはまだ怖くても、目の前のひとは『ネライダ』ではなく、『ランセ』にしか見えないからだ。

　それを聞いたランセの顔は、優しくほころぶ。

「全然嫌じゃない。お前なら、いい。──そう、だよなあ。同じこと、か」

　お前なら、いい。その言葉が意外なほど心にしみて、ロディアの唇はかすかに震ふるえた。

　お前なら。

　それはおそらく、人間でも、女でもない、ロディアを見ている言葉。

　そう思うと胸はどこまでも温かくなって、ずっとずっと昔、幼いころ感じていたような安あん堵どが全身を包みこむ。

（大分変な奴ではあるが──やはり私は、このひとを信じたいかもしれない）

　ほんのりと熱くなった心をかかえ、ロディアはランセを見つめた。

　ランセも真っ向からロディアを見つめる。真っ直ぐな瞳に、抑おさえようもなく胸が騒さわぐ。

　失いたくない、と思った。絶対に失いたくない。失えない。

　彼を失ったら、もうこんなふうに自分を見てくれるひとはいなくなるかもしれない。

（──ならば、私がやるべきことはひとつだけだ）

　心が決まると不思議なくらい落ち着いてしまった。ロディアはランセを見上げて言う。

「……ランセ、ちょっと立ってくれるか？」

「ん？　なんだ？　俺の格好いい立ち姿が見たいとか？」

「ああ」

「…………その返し、新しいな。お前、ほんと面おも白しろいわ。で、立って何しろって？」

　岩の連なりの天てつ辺ぺんでも、ランセは危なげなく立ち上がる。

　ロディアは狭せまい足場を探さぐるようにして、彼の足元に優ゆう雅がに膝をついた。

「──!?　って、何してんだ、お前！　みっともねーな、俺に対するいじめか、それは？」

　たじろぐランセに、ロディアはむっとして主張する。

「違ちがう！　宮きゆう廷ていでやる臣下の礼だ。あなたが私のことを一向に部下として認めないからいけない。こういうときは形から入るのがいいんだ。ほら、ちゃんと立っててくれ！　で、手を出す。右手だ、右手を出して、台詞せりふを言う！」

「台詞ってなんだ、おい！　宮廷なんか滅めつ多たに行かないうえに、行っても全部やりすごすことしか考えてねーんだぞ、こっちは！」

「ここは宮廷じゃないからなんだっていい！　とにかく、王と騎き士しみたいな感じで誓ちかいをやる。俺に従え、って私に命令すればいい。偉えらそうなことを言うのは得意だろう、あなたは」

　自分でもかなり無む茶ちやを言っている気はしたが、こうでもしないとランセは覚悟してくれないように思う。ひざまずいたままじっと待っていると、ランセはいかにも『しょうがないな』といった様子で頭を掻かき、ほんの少しの間、水平線に視線をやった。

　そしてロディアに視線を戻もどし、意外なほど堂に入った様子で彼女に右手を伸のべる。

「ロディア・アルバラード。俺と来てくれるか。けして死なずに、生きて帰ってくれるか」

「それはお願いだ、ランセ。お願いは命令じゃない」

　ロディアが頑がん固こに言い張ってみると、ランセはすっと目を細めた。

「──ロディア。最後まで俺と一いつ緒しよに来い。……死ぬな」

　言い直された言葉の不思議な重さに、ロディアの心臓は抑えようもなく高鳴る。

　恐おそろしいほどの緊きん張ちようが全身を満たすが、それはけして不快ではなかった。

　ロディアはそっとランセの右手を取り、彼が指にはめていた古い金属の指輪に唇をつける。

（このひとを失わないために。私は、このひとを守ろう）

　心に刻むように、ゆっくりと誓いの言葉を口に出した。

「あなたの言葉のままに。……私はあなたについていこう。あなたを信じ、あなたと戦い、何があってもあなたを守る。私は死なない。そしてあなたを、けして死なせない」

「ああ。任せたぜ、ロディア」

　そう言って笑ったランセの顔はどことなく少年じみている。

　彼の反応がなんだか決まり悪くて、ロディアは顔が熱くなるのを感じた。

　ロディアがこっそり顔をそらしている間に、ランセは自然に手を引いて再び水平線を見つめていた。しばらくそうしていた後、満足げに笑って遠くを指さす。

「見ろ、お迎むかえだ」

「え？　あ……本当だ！」

　彼の指さす方向を眺めれば、確かにぽつんと豆まめ粒つぶほどの船せん影えいが出現していたのだった。
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「艦かん長ちよう！　ご無事で！」

　レーン号の甲かん板ぱんに戻った途と端たん、ランセとロディアは船中の人間に囲まれた。

　涙目で敬礼するカロルに、ランセはにこにこと言う。

「よう、カロル。寂さびしかったか？　泣いたんじゃねーだろうな？　抱だきしめてやろうか？」

「艦長……っ！」

　カロルはそれだけ言うと勢いよくランセに抱きつき、ぎゅうぎゅう抱きしめたあげく、肩かたを震わせて泣き始めてしまう。ランセはきょとんとしたまま行き場のない両手をひらひらさせていたが、結局ため息を吐ついてカロルの背中をさすってやった。

[image: ]

「お前ー。ほんとガキだな。しょうがねーな、ほら、落ち着け？」

（なんだかこのふたり、本物の兄弟みたいだな。意外と見た目より年上なんだろうか、ランセは）

　ロディアが微笑ほほえましくランセたちを見ていると、今度は自分が横から誰だれかに抱きつかれた。

　何事かと思って見やれば、少し低い位置でふわふわの銀ぎん髪ぱつが揺ゆれている。

「ルーナ・ノア！　無事だったか！」

　ロディアはほっとしてルーナ・ノアの瘦やせた身体からだを抱きしめた。ルーナ・ノアは、そのまましばらくロディアから離れようとしない。

（やっぱりこの子、感情がないんじゃないんだな。事情はあるんだろうが、普ふ通つうの子だ）

　彼女が感情を見せてくれたのが嬉しくて、ロディアはルーナ・ノアの耳元に囁ささやく。

「──心配かけたな。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　声をかけても返事はないが、抱きしめてくる腕うでにはぎゅうっと力がこもる。ロディアがそのまま周囲を見み渡わたすと、以前とは少しだけ雰ふん囲い気きが違うような気がした。

　どことなくみんなの視線が穏おだやかなような、逆に少し緊張しているような。

　やがてキニスが相変わらず眠ねむそうな顔で歩み寄ってくると、ロディアの耳元に囁く。

「ありがとうございます、ロディア。皆みんな、あなたに感謝しています。あなたがルーナ・ノアをかばって海に落ちてから、彼女は懸けん命めいにあなたを探していました。その姿を見て、水兵たちも気づいたんです。彼女は人形ではなく感情のある少女だし、常人より遠くのものを見る力はあるけれど、魔法なんて使えない、ということに。……水兵たちは身を挺ていしてルーナ・ノアを守ったあなたを、そしてあなたを救い出したランセを、けして忘れないでしょう。もちろん、わたしたちも」

（キニスが喋しやべった！　これだけたくさん！　しかもなんだこの美声！）

　鼓こ膜まくに染しみ渡わたるような深みのある美声は、聞いているだけで腹の底からぞくぞくくる。

　ロディアは微び妙みように顔を引きつらせながら答えた。

「ルーナ・ノアを助けたのは当たり前のことだし、むしろ艦長を巻き込んでしまって悪いと思っている。とはいえみんなの気持ちはありがたい。無事に戻れてよかったと思うよ。それとは別に、キニス……君、なぜその美声で普ふ段だん喋らないんだ……？」

「面めん倒どう、ですので」

　ぼそ、と言ったその顔すら、今見上げるとなかなか物もの憂うげでいい男に見える。

「なるほど……改めて見てみると、君、貴婦人受けが良すぎるかもしれない、な」

　もてすぎるのも大変そうだものなあ、などと思っていると、キニスがロディアの手元に一枚の紙し片へんを押しこんでそっと離はなれていく。

　ためしにちょっと紙片を開いてみると、案の定おそろしく個性的な語ご彙いでロディアを褒ほめ称たたえる詩がびっしりと書き連ねられていた。

（……でもやっぱり、よくわからない男だ、キニス──）

　遠い目になりかけているロディアを見つめ、ランセとカロルがこそこそと囁きあう。

「カロル。俺、今思ったんだけどさ。陸に女の子引っかけに行くときは、ロディアとキニスつれてきゃいいんじゃね？　多分すげー成功率高くなるぜ」

「嫌ですよ！　そんなの、完全に美味おいしいとこもってかれるに決まってんじゃないですか！　キニス航海長の本気なんか死んでも見たくありません！」

「……君たちは何を言ってるんだ……いや、気持ちはわかるが」

　いつもの頭痛を覚えるロディアのもとに、今度はアルデアが歩み寄ってくる。

「顔色は悪くないようですわね、ロディア。ランセに似て、丈じよう夫ぶですこと。身体は冷えてるはずですから、とっとと着き替がえて毛布にくるまるのがよろしいわね。あとでわたくしの部屋にいらっしゃい。あそこは、甲板の次に空気がいい場所でしてよ」

　顔をしかめつつも思いやりの言葉を投げてくれるアルデアに、ロディアは少しばかり気を取り直して微笑んだ。

「ありがとう、アルデア。あの嵐あらしのとき、助けに来てくれて本当に嬉しかったよ」

「……わたくしが原因を作ったことだからですわ。わたくしはランセは気に入らないけれど、ルーナ・ノアが気にくわないとは言っておりませんの。イーノスは船倉に突つっこんでおきましたから、しかるべき罰ばつを受けることになるでしょう。──わたくし、死し刑けいにならない程度には、彼のことも弁護してあげてもいいと思っておりますのよ？」

　あくまでも妖よう艶えんに笑って言うアルデアだが、それが彼なりのけじめなのだろう。

（確かに、いかに噂うわさに踊おどらされたとはいえ、イーノスがルーナ・ノアを海に落とそうとしたのは確かだものな。当然無罪というわけにはいかない）

「そうか。──わかった。あとは、艦長が決めることだな。私は、彼に従う」

　ロディアがはっきり言外に『自分は艦長派につく』と言うと、アルデアはわずかに目を見開いた。彼はすぐに実に嫌いやそうな顔になって視線をそらすが、それでも『わかった』と言うように浅く頷うなずく。

（少々不安は残るが、まあ、後はランセがどうにかするだろう）

　ランセのことを素す直なおに信しん頼らいする気になっている自分に気づき、ロディアは少し笑ってしまった。なんとも単純な自分には呆れるが、けして悪い気分ではない。

　ランセを捜さがして辺りを見やると、ようやくカロルから解放された彼と視線があう。

　彼はいつもどおりに朗ほがらかに笑うと、いささか芝しば居いがかった調子でロディアに向かって両手を広げた。

「よく帰ってきたな。ここが俺たちの故郷、レーン号だ」

　彼の言葉を合図にして、船中の隅すみ々ずみまでが華はなやかな歓かん声せいに包まれる。

　そしてその夜は、ランセとロディアの無事の帰還を祝って大騒ぎのうちにふけていったのだった。
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「ま、そんなわけでだな。本日より、ロディアを当作戦に正式に組みこむことにした」

　普ふ段だん士官食堂となっている艦長執務室で、腕を組んだランセが堂々と言い放つ。ランセとロディアを含ふくめた六人は、幾いく枚もの地図や海図が置かれた卓たくを囲んでいる。

「そんなわけもこんなわけも、まだ何ひとつ説明してないですわよ、ランセ？」

「細かいこと言ってんじゃねえ、アルデア。大体みんなも想像ついてるだろ。無人島で人間ふたりおいといたら、起きることはひとつだけだ！」

　ランセの言葉に、辺りにはしん、と静せい寂じやくが満ちた。

　数秒後、カロルが椅子いすからずり落ちかけ、アルデアはものすごく不快げに唇くちびるを歪ゆがめ、ロディアは勢いよく椅子を蹴けって立ち上がってランセを怒ど鳴なりつける。

「ランセ！　じゃない、艦長！　なんなんだ、そのわざわざ誤解を招くような言い方は！」

「ん？　どのへんがまずかった？」

「ちょ、ま、え……艦長、と、ロディアって、その、そーなの……？　え、ええ、え、え？」

「あらあら、カロルは二重に失しつ恋れんした気になってるようですわねえ。ばかで器用ですこと」

　大おお騒さわぎになった一同の中、ランセはキニスの目をのぞきこんで初めて事態を察したらしく、ぽん、と軽く手を叩たたいた。

「そっか、そういやこいつ女だったな。あー、そういう誤解ね。──って、おい、今の話でルーナ・ノアが赤くなってんぞ！　誰だれだこいつにしょーもねーこと教えたのは！」

「ばかっ、この歳になってたら、女の子は普通にそれくらいわかる！　いいか、みんな。私は艦かん長ちように、あらためて忠誠を捧ささげる誓ちかいをたてただけだ」

　ロディアは真しん剣けんな表情を作って主張すると、すとんと元の椅子に腰こしを下ろした。

　室内にはまだ微妙な雰囲気が漂ただよい続けているが、ランセは気にせず先を続ける。

「そういうこった。こいつは最後まで俺たちと一いつ緒しよに行く。ってことで、改めて作戦の説明をしたい。まずはその前に、改めて能力者としてのみんなの紹しよう介かいをしようか。まずはカロル二等海かい尉い。十九歳。ほら、いつまでもぐだっとしてんじゃねーよ。立て！　自己紹介！」

「──はい……！」

　カロルはどうにか気を取り直して立ち上がると、まだ少し複雑な顔でロディアに告げた。

「俺に憑ついてるのは、熱を司つかさどる旧神【セルモクラスィア】だ。普段は目で見たものの温度がわかるだけだけど、旧神降臨時には可視領域の任意の物体の温度の反転ができる。えーっと、平たく言うと、熱いものを冷たく、冷たいものを熱くできる力だ」

「普段も多少は力が使えるのか。……ああ、それで料理の火加減が得意なんだな」

　妙みようなところで納なつ得とくしつつも、ロディアはまだ少し首をひねる。

「しかし、その場合熱くも冷たくもないものはどうなるんだ？」

「……どうにもならない。そこが、旧神の使えるんだか使えないんだかよくわかんないとこなんだよなあ。船をそのまま超ちよう高温に出来たら、海戦なんか一発で終わるんだけど」

　情けない顔で肩かたを落とすカロルに、ロディアはある意味納得して頷いた。

「なるほど。でも、その扱あつかいづらさは旧神らしいな。そもそも、もっと旧神の力が便利なら、旧神信しん仰こう自体がもっと長続きしただろうし」

「そういうことですわ。逆に、だからこそ敵からも予測されづらいという利点もありますわね。今さら混こん沌とんの権ごん化げと言われていた旧神の力をここまで分ぶん析せきして、さらに人間ひとりが使えるよう調整するなんて、正気なら思いつきませんもの」

　東洋風の喫きつ煙えん具を唇に挟はさみながらアルデアが言い、ランセが浅くうなずいてキニスを指す。

「そういうこった。マディス王国の軍研究所は地味でえぐくて個性的な仕事してやがる。キニス航海長は天候神【ケロス】の能力者。天気を読むのと、反転させるのが能力だな。アルデアのはもう知ってるんだよな？　こいつは重力の能力者だ。ルーナ・ノアのは移動神【フテラ】。普段はものとものの間の距きよ離りが正確に読めて、旧神を喚よぶと距離の反転が起こせる」

「……すまない。段々、具体的な想像がつかなくなってきたんだが……」

　大変正直にロディアが言うと、ランセは軽く頭を掻かいた。

「だろーなあ。ま、実際見るはめになったら嫌でもわかる。事前説明はこんなもんでいいだろ。そもそも代償が寿じゆ命みようだからな、あんまり頻ひん繁ぱんに使いたい能力じゃないんだ」

「──そう言えば、そんな話だったか。……一回にどれくらい寿命を消費するのか、訊きいてもいいか？」

　むくむくと湧わき上がる不安を抱かかえてロディアが訊いてみると、ランセはあっさり答える。

「軍研究所が言ってんのは、召しよう喚かん一回で半年から一年ってとこだ。だけどあんなもんてきとーだぜ。俺たちがほとんど最初の成功例だし、いくら実験したってそれぞれの元の寿命がわかんない限りは推測でしかない。逆に言えば、いきなり次の一回で死ぬかもしれねーわけだ。なるべく節約するに越こしたことはない」

「なるほど」

　なんとも空そら恐おそろしい話に、ロディアの声は自然と硬くなる。

　そんな彼女の様子をちらと眺ながめて、ランセは大きく笑え顔がおを作って見せた。

「安心しろ、ロディア！　いざ戦せん闘とうになったら、普ふ通つうの奴やつでも死ぬときゃ死ぬから！」

「……全然慰なぐさめにはなっていないが、事実だな」

「だろ？　で、最後に俺が契けい約やくした旧神は運命神【ミラ】だ。普段の能力は一いつ瞬しゆん先の未来が見えることで、旧神を喚ぶとその場にいる任意の人間の運命を反転させることができる」

　──運命神、ミラ。

　それは旧神を束ねる主神である。そもそも運命の反転とはどんなことなのか、と考えかけてあることに気がつき、ロディアは軽く引きつってランセのほうを見つめた。

「──待て。普段のあなたには『一瞬先の未来が見える』、ということは艦長、まさか──あなたが剣けんや格かく闘とうに阿あ呆ほうみたいに強いのは……」

「あー、あれな！　そりゃ俺、相手の動きの一瞬先が見えてるから。最強に決まってるだろ」

　恥はずかしげもなく自じ慢まんされ、ロディアは再び椅子を蹴って立ち上がる。

「ひょっとして、だから私に剣を教えるのを渋しぶったのか!?　教えようがないから!?」

「うわっ、ばれた！　いやー、鋭するどいよな、お前！　あとまあ、俺の剣ってどこの師し匠しようにもついてなくて基本的にてきとーだから。お前の綺き麗れいな剣に変な癖くせつけたくなかったんだよね。でも、ここまで来ちゃったからには後で教えるって。俺の卑ひ怯きよう剣。実戦向きではあるからな」

　あくまでいつもの調子で言うと、ランセは金色のコンパスで卓たく上じようの海図に円を描えがいた。

「で、今回の我々の任務は、この海域での石板回収だ」

「石板？」

　軍とは関係なさそうな単語にロディアが首をひねると、ランセは彼女を見やって頷うなずいた。

「そうだ。っていったってただの石の板きれじゃねーぞ。この海域には、帝てい国こくと唯ゆい一いつ神アルモニアとの契約が書かれた石板が沈しずんでる。これには俺たちマディス王国海軍がいきなりの敗北を喫きつした真の理由が書かれていると思っていい。これさえ引き上げて破は壊かいすれば、俺たちはもう一度帝国と互ご角かくの戦争ができるはずだ。この作戦が、これからのマディスを決めると思え」

（帝国がアルモニアと契約？　あの戦争は、ただの侵しん攻こうではなかった、とでも言うのか！）

　あまりに突とつ飛ぴなランセの言葉に、ロディアは何も言えずに彼を凝ぎよう視しした。

　唯一神アルモニア。

　その正体はかつて人々に崇あがめられていた旧神たちと同様、謎なぞに包まれている。

　確かなことは三一九年前の『アルモニア降臨』時に、世界中で数多くの人間が強い光と同時にアルモニアの言葉を感じ取ったことだ。

　──我は『均きん衡こう』である。汝なんじらの世界に、秩ちつ序じよと均衡を与あたえるために来た。

　そう告げた存在を一部の人間がアルモニアと名付け、おそるおそるその声に従い始めたのが始まりだった。あっちに穴を掘ほれだの、こっちを埋うめ立てろだの、祠ほこらを作って祈いのれだの、アルモニアの要求は一見わけがわからなかったが、その見返りは実にわかりやすかった。要求さえ吞のんでおけば、その光を伴ともなう声は井い戸どを掘るのに有効な場所を教え、洪こう水ずいを引かせ、果樹の実りを増やし、天体の神秘を語ってくれる。

　アルモニアの恵めぐみの確かさを知ると、人間たちのアルモニア信仰は一気に本格化する。

「アルモニアってーのは今まで、ただひたすらに『与える神』だって言われてきた。だけどな、そんな都合のいいだけの存在がいると思うか？　結局のところアルモニアは、最初に自分から言ってきたように『均衡』を司る存在だ。奴は世界を自分の思うがままに調節できると思ってやがる。人間は調節のためのただの駒こまだ。生きようが死のうが関係ない。──ってのがマディスの上層部にわかったのは、それこそ第七次南方海戦の直前だったらしいぜ」

　いつもより淡たん々たんと語られるランセの言葉に、ロディアは過去の記き憶おくをたどって言う。

「……そう言えば、父上は第七次南方海戦に赴おもむいたのに、あの戦闘については戦後もまったく口をつぐんでいる。個人的に公式記録も調べたことがあるが、肝かん心じんなところがほとんど抜ぬけたカザルス艦長の報告書しか残っていなかった。私はてっきり、負け戦いくさからみんなが目をそらしたせいかと思ったが──違ちがうのか。もっと、伏ふせるべき理由があった、ということか？」

「そういうことだ。帝国ってのはな、当時までずるずるガレー船使い続けてたような国だぞ。船も水兵も洗練されてなかった。だけど要いらない横やりがあったんだよ。この海域で、な」

　あらためてランセの指が叩いた海図の一点は、よくよく見ればロディアでも知っている、過去の重大な古戦場だった。

「この海域は……そうか、第七次南方海戦でオルディアレス艦長が戦死した海域か」

　小さくつぶやくと、ロディアの心臓がとくん、と音を立てて鳴ったような気がした。

　いつの間にか、自分はそんなところまでやってきていたのだ。とても手が届かないと思っていたひとと、おそらくは似たような航路をたどって、海の果てまで。

　そして、ランセの言うことが確かならば、オルディアレス艦長の敵を取ることすらできるのかもしれない。

（どうしよう、本当に夢みたいだ。軍の任務だというのに、ひたすらに嬉うれしい、心が躍おどる）

　熱く燃え上がる胸を抱えてロディアが沈ちん黙もくしている間に、ランセはにやりと笑う。

「石板回収が無事にすめば真実は明るみに出るし、帝国からアルモニアの加護も消えるだろ。石板の引き上げだけなら、もちろんこんな小型艦でも問題ない任務だ。──ただし、そんな重要なもんを沈めてるとこだからな、敵も常時監かん視ししてる。戦闘は避さけられないぜ」

　彼の言葉に、執務室にはかつてない類たぐいの沈黙が満ちた。

　誰もが黙だまりこみ、視線を鋭くしてランセを見ている。緊きん張ちようで空気が震ふるえるほどだったが、そこには奇き妙みようなほど怯おびえというものがなかった。ランセは淡々と続ける。

「わかっちゃいると思うが、レーン号は艦かん隊たいの主戦力となる戦列艦の護衛につくのがせいぜいの小型艦だ。一隻せきで戦闘するなんてのは通常あり得ない。せめて同じ程度の船との一対一ならともかく、敵はそこまで甘くないだろ。普通なら完かん璧ぺきに勝ち目なし、だ」

　言われてみれば、確かに目の前がすっと暗くなるほどの状じよう況きようだ。けれどロディアはなぜか、絶望する気にはなれなかった。きっとみんなも同じだと思う。

　それがなぜなのかはよくわからずに、ロディアはとにかくランセの瞳ひとみを見つめた。

　すると、答えはすぐに見つかった。彼の目だ。ランセはいつもどおり、陽気なほどの自信に溢あふれた目で皆みなを見つめ返している。そしてさも楽しそうに笑って告げた。

「だけど俺たちは普通じゃない。勝つぞ。いいな。みんな、絶対に死ぬなよ！」

　彼の軽かろやかな強さに、誰だれもがほとんど反射的に立ち上がり、敬礼する。

　ランセも応こたえるように立ち、今日はきちんとした敬礼を返した。

　真しん剣けんな、力のこもった敬礼と、その瞳。なぜか見つめているだけで目の奥が熱くなりかけ、ロディアはわずかにランセから視線をそらした。そらした視線の先では、カロルもまた目を潤うるませている。彼はランセに少しばかりかすれた声を投げた。

「それで、具体的な作戦は何かあるんですか？」

「おう。基本的にアルデアが得意なやつでいく！」

　ランセは打って変わっていつもの笑顔になって言い、一いつ瞬しゆん遅おくれて士官たちの間に微び妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよった。

「ああ、あれ、です、か……」

「また、あれですの……？」
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「と、いうわけで。本艦は本日限定で、帝てい国こく艦かんになる！」

　作戦会議より三日後。

　真っ青な空の下、水兵たちを上層甲かん板ぱんに集めたランセは胸を張ってそう告げた。

　そんな彼がまとっているのはいつもの濃のう紺こんに金モールのマディス海軍の制服ではなく、乳白地を赤と金で華はなやかに飾かざり立てたアスファル帝国の海軍服だ。

「なんというか……艦かん長ちようにはびっくりするほどよく似合っているわけだが……」

　同じく乳白色の軍服に着き替がえたロディアが少し遠い目になってつぶやくと、同じ軍服姿で並んだカロルが疲つかれたように腕うでを組んで頷く。

「だなー。あのひと、割と何着ても似合うから。帝国人は黒くろ髪かみ多いしなー」

「ああ、そうだよなあ、ランセはあれできりっとしてれば割合美形だしなー、とか、くだらんことばかり口をつくのは、明らかな現実逃とう避ひだな……」
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　うっかり遠くへ羽ばたいてしまいそうになる意識をどうにかたぐり寄せ、ロディアは辺りを見み渡わたした。まぎれもないマディス王国産のレーン号は、今やどこを見ても帝国艦そのものだ。

　士官たちはキニスはもちろん、アルデアやルーナ・ノアまでが帝国軍服を身につけ、水兵たちにも帝国風の色いろ鮮あざやかなスカーフその他ほかが配給されている。

　船自体も、帝国の就航旗に通信旗、はては『国王陛下のレーン号』と書かれた船名にまで上から偽にせの帝国船名が貼はり付けられているという、徹てつ底てい的てきな偽ぎ装そうっぷりだった。

（これだけやれば、確かに至し近きん距きよ離りまで寄ってもわからないだろうが……どれだけ事前の準備があったんだ。旗とか船名とか、多分本物の帝国からのぶんどり品だぞ）

　軽くマストの上をあおいで旗の色を確かめていると、ロディアの身体からだはかすかに痛んだ。この三日間、自じ称しよう『鬼おに教官』のランセに剣けんをしこまれた結果だ。実際のところは剣を習ったというか、ひたすら彼の理論無視の剣につきあわされただけ、だったのだが。

（この任務、大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……色々と）

　さすがに不安を覚えるロディアの耳に、水兵たちのざわめきもぽつぽつと届いてくる。

「これよう、どっからどう見ても、偽装ってことだよな？」

「だよな。こういうのって、戦争法とかいうやつに違い反はんするんじゃねーのか？」

　これは黙らせたほうがいいか、とロディアが思ったとき、一瞬早くランセが言った。

「えー、変装、偽装は騎き士し道どうに反する行こう為いってことで、戦争法に違反するんじゃないか、ってな意見が出るのはわかってる。だが、安心しろ。今は講和中だ！　戦争法は執しつ行こうされない！」

　自信満々の言いように、水兵たちは「そうか」と納なつ得とくした雰囲気になる。

　しかし、ロディアはますます遠い目になってつぶやいた。

「講和中に帝国相手の作戦行動をしている時点で、戦争法うんぬんではなく裁かれるのでは……？」

「正論言っちゃ終わりだぜ、ロディア。艦長は、なんつーか、その。ひたっすらの勢いで理り屈くつをふっとばして無む茶ちやを通す。って以外に万ばん事じやり方しらねーとこあるし」

　カロルがぼそぼそとつぶやき、その横で男装にもかかわらずなまめかしく腰こしに手をあてたアルデアが言う。

「ま、貴族の艦長でしたら死んでもやりたがらない作戦ですわね。もっともわたくしはこういうやり方、嫌きらいじゃありませんけれど。ばかを騙だますのはそれなりに気晴らしになりますわ」

「それも一理あるな。私ですらあきれ果てるくらいなのだから、敵もだまされてくれるかもしれない。というか、だまされてくれなくては困るわけだが」

　ロディアが考えこんでいると、不意にルーナ・ノアの静かな声が響ひびく。

「南南西に、敵船せん影えい、発見」

「おっ、さっそく来やがったな！」

　嬉しそうに両手をすりあわせるランセを横目に、ロディアは素す早ばやく望遠鏡を構えた。

　ルーナ・ノアの告げた方向に目をこらし続けると、やがて水平線にぼやけた船影が浮うかび上がってくる。そんな彼女の横で、ルーナ・ノアは淡々と敵てき艦かんの情報を告げた。

「──帝てい国こくのフリゲート艦。就航旗確かく認にん。砲ほう門もん……四十八」

「砲門は我が艦の二倍以上ってとこか。まともに撃うちあったら即そく、負けだな。ルーナ・ノア。石板の位置ってそろそろ正確なところ、わかるか？」

　ランセが訊きくと、ルーナ・ノアが穏おだやかな風に銀ぎん髪ぱつを舞まわせながら答える。

「北西微西、約五百クルース。深度、三十クルース」

「近いけど深いな。やっぱり引き上げは邪じや魔まなもんを片付けてから、か。よーし、みんな！　これからぎりぎりまで敵艦に近づくからな。すれちがいざまの挨あい拶さつをするふりで接せつ舷げん、斬きり合いに持ちこむぜ！」

　ランセの陽気な叫さけびに、水兵たちから、おう、と応える声が上がった。

　しかしその声はまだ不安含ぶくみだ。それはそうだろう。格の違ちがう船同士で撃ちあうよりはまだマシかもしれないが、斬り合いにしても敵のほうが乗組員の数が多いのは明白なのだ。

（大丈夫だろうか、この雰囲気で）

　ロディアは少し不安に思ってランセを見つめた。

　ところが彼は不安どころか、逆に楽しそうに笑い声をあげて叫ぶ。

「おいおい、どーした。緊張してるのか？　ん？　正直、俺は緊張してる！　久しぶりの戦争だ。やり方忘れてねーかどうか、さっきから心配でしょうがない。だけどな、確実なことがひとつだけあるぜ。俺は絶対に逃にげない。何しろ俺は、呪のろわれてるからな！」

「なっ……おい！」

　ロディアはいきなりのランセの台詞せりふにぎょっとするが、彼は制止もなにも間に合わないうちに自分の軍服の前を開いた。能天気なほどに晴れた空から陽光が降り注ぎ、彼の胸に記された奇きっ怪かいな旧神の名前を照らし出す。

　辺りはしん、と静まりかえった。

　皆、噂うわさでは聞いていたのだろうが、実際目にするのと話に聞くのとではまったく違う。

　おびえ、戸と惑まどい、好こう奇き。様々な視線を集めてランセは目を細め、よく通る声で続けた。

「見ろ。運命神、【ミラ】の印だ。この印があるかぎり、俺は普ふ通つうの陸の生活には戻もどれない。俺にはこの船が、海が、お前たちがすべてだ。俺は絶対にお前らを見捨てない。俺はいつでも一番に敵に切りこむ。そして最後まであきらめない。お前たちも絶対にあきらめるな！　いいか？　腕一本、足一本飛んだって、うちの船医は少しも痛くなく治ち療りようできるばけもんだ！　だからたとえ死んだってあきらめるなよ！　戦って、戦って、それでもどーしようもねえ窮きゆう地ちになったら、そのときこそ、俺が運命神の力で運命をひっくり返す。信じろ。この船は呪われてる代わりに、絶対に負けはない！」

　真っ正面から叩たたきつけるような言葉に、甲板上が呆あつ気けにとられる。

　誰もがぽかんとしてランセを見つめ、そして視線を外せなくなっていた。

（ものすごくうまいことを言ってるわけではない。だが──なんだ？　この感じは）

　熱く震ふるえる胸をもてあまし、ロディアはぐっと歯を食いしばった。

　正直なところ、旧神のことなど水兵たちにはよくわかるまい。だがそんなことはいいのだ。そんなことは吹ふっ飛ぶほどにつきつけられるものがある。

　それはとにかくランセが本気だ、ということ。彼が本音で喋しやべっているということ。

　彼がこの船と海と、人間のことがやたらと大好きだということ。──ただ、それだけ。

　それだけの情熱が辺りを覆おおい、水兵たちの雰囲気が明るく乱暴になっていく。

　ランセは不意にひとの悪い笑えみを浮かべ、だめ押しのように叫んだ。

「さあ、そろそろ時間だぜ！　とっとと戦争やって、帰って酒でも飲もう！　マディス王国と国王陛下に栄光あれ！」

　途と端たんに船中から「栄光あれ！」の声があがった。酔ったような、熱っぽくて妙に真剣な声だった。

　ランセは満足げに頷うなずき、すぐに軍服の襟えりを正して叫ぶ。

「よーし、じゃあ解散！　各自、持ち場へ戻れ！　手すきの者はすべて、甲板に整列！　敵艦に挨拶を行う。武器は手元に持っとけよ！」

　彼の号令で船中が動き出す。見れば、敵艦はもうすっかり視認できる大きさになっていた。

「アルデア！　敵が近づいてきたら、号令はお前がやれ！」

「やれ？　あなた、いつからわたくしに命令できるようになったんでしたかしら、ランセ？」

　アルデアはここぞとばかり嫌いやそうに言うが、ランセはそんな彼に悪戯いたずらっぽい笑みを向けた。

「つれないこと言うなよ。借りはいずれ返すって。俺が戦えなくなったら、そのときはこの身体、お前にやる。切り刻むなりなんなり好きにしていいぜ？」

「──あら、素す敵てき。ならばそこまで、生かしておいてあげないといけませんわね」

　アルデアはいかにも毒々しい笑みを浮かべて吐はき捨て、甲板の端はしに立って背を正す。

　もうランセのほうを見ようともせず、彼は鋭するどく叫んだ。

『一同、整列！　友軍に挨拶を行う！』

（綺き麗れいなアスファル語だ。そうか──もう、敵に声が届くかもしれない距きよ離りということだな）

　ロディアも気合いを入れ直し、甲板に自分の担当する水兵たちを並べる。

　暇ひまなときに運動会さながらに行われていた訓練の成果か、整列はあっという間に済んだ。

「敵の砲門を見てろよ、ロディア。戦せん闘とう準備してるかどうかが一発でわかるからな」

　こんなときでも、ランセの落ち着いた囁ささやきがロディアに戦場を教えてくれる。

「はい」

　ロディアは小声で答え、言われた通りにじっと敵艦の腹にそなえつけられた砲門を見つめていた。まだすべて蓋ふたは閉まったままだが、中がどうなっているかはわからない。

　やがて、向こうから鋭い笛の音が聞こえてきた。敵艦もまた、こちらに挨拶しようと甲かん板ぱんに水兵や士官を並べているところなのだ。

（やはり数が多い。全部で……三百人以上いるんじゃないのか？）

　ロディアがざっと数えた程度でも、敵はこちらの倍以上だ。

『海兵隊、捧ささげ、筒つつ！　総員、友軍に敬礼！』

　アルデアが不思議な擦さつ過か音の混じるアスファル語で叫ぶと、キニスが合図の笛を吹いた。

　どこか鳥の声に似た音に従い、レーン号の乗員が皆みな、そろって帝国式の敬礼をする。

　敵フリゲート艦かんからも似たような笛の音が響き、居並んだ水兵たちがややばらばらの敬礼をこちらに向けた。奇き妙みような緊きん張ちようの中、二隻せきの艦はぎりぎりまで近づいていく。

　相手の艦尾甲板には、しっかり日に焼けた褐かつ色しよくの肌はだの男たちが、周りよりどっしりとした飾かざりの多い軍服姿で敬礼していた。

（艦かん長ちようは、あれか？）

　ひとめでわかる勲くん章しようだらけの軍服の男は、どこか猛もう禽きんに似た鋭い目でこちらを見つめている。対するランセは、とロディアが見やると、実に軽かろやかに笑って相手に手をふっていた。

（ここまで余よ裕ゆうなら、すぐにはばれなさそうだな）

　ロディアがこっそり胸をなで下ろした途端、ランセはあっさりと笑顔のまま言い切った。

「駄だ目めだこりゃ。ばれたわ」

「な……に!?」

　いきなりの発言にロディアが目を瞠みはった次の瞬しゆん間かん、石を投げれば余裕で届く距離の敵艦からうなるような叫びが届いた。

『貴様──！』

　叫んだのは、どうやら敵艦長であるらしい。彼はすぐさま水兵たちを振ふり返って怒ど鳴なった。

『戦闘準備！　全砲門開け！　こいつはマディスの軍ぐん艦かんだ！』

　間を置かずに敵艦に戦闘準備の笛が鳴り響き、並んでいた水兵たちが甲板を走り始める。

　きっかけはわからないが、とにかくこちらの正体がばれたことだけは確かだ。

「艦長、戦闘準備、しますか！」

　カロルが遠えん慮りよなくマディス語で怒鳴り、ランセが噛かみつくように言い返す。

「間に合わない！　カロル！　お前の命、俺にくれ！」

「──はい！」

「命って、まさか！　おい、カロル！」

　叫んだロディアの目の前で、カロルは迷いなく片手を自分の心臓の位置にあて、もう片手で目の前にゆっくりと拳こぶしを作った。次の瞬間、彼の像が奇妙にぶれる。

　二重、三重写しに見えるカロルが、いつもより低い声で朗々と奇妙な文言を口にした。

「天の炉ろは夜の淵ふちに、氷野は炎えん熱ねつの海に──我は我が命を供物に汝なんじを召しよう喚かんせり、その恵めぐみの代わりに我が命を摘つみ取れ、熱の神【セルモクラスィア】！」

　言葉が終わると同時に、カロルの足元からちらちらする細かな文字が湧わき上がって彼を包みこむ。それを目もく撃げきした水兵たちが、敵、味方共にたじろいでいくつか小さな悲鳴があがった。

「海兵隊、今のうちだ、撃うて！」

　ランセの叫びに反応し、甲板にいた海兵隊がいっせいに敵に向けてマスケット銃じゆうを構える。

「撃て！」

　海兵隊長の命令で炸さく裂れつ音が連続し、敵の甲板に鉛なまりの弾たまがばらまかれる。

　直後、敵の海兵隊も我に返ったように銃を構えた。

「……！　来るぞ、伏ふせろ！」

　ロディアはすかさず怒鳴って身を低くしたが、なぜかいつまでも敵の銃じゆう声せいは響ひびかない。

　同じく身を低くした水兵たちも怪け訝げんそうに顔を見合わせる。そしてランセはまったく無防備にたたずんだままだった。ロディアはぞっとして鋭く叫ぶ。

「何をしているんだ、ランセ……艦長！　少しは隠かくれてくれ！」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだって。なんならお前もこっち来て見てみろよ、ロディア」

　あくまで平然としたランセの調子に、ロディアは緊張でこわばった身体からだに無理やり気合いを入れた。かろうじて言うことを聞いてくれた足を動かし、ランセに歩み寄る。そこから敵てき艦かんを見つめると、すぐに甲板の混乱が見てとれた。

「これは……」

　一体どうしたことだ、とロディアが眉まゆをひそめた直後、敵艦から士官の叫びが届く。

『全砲ほう門もん、開け！』

「来ますわよ、カロル！」

　帝てい国こく語に堪たん能のうなアルデアが叫び、カロルが──いや、元カロルであった奇っ怪な文字の形の『それ』が、無数の声をよりあわせたような声で叫んだ。

「わかってるっての！　黙だまって見てろ！」

　カロルの叫さけびが終わる前に、敵艦の腹に空いた砲門から、ごろごろと音を立てて大たい砲ほうの筒が繰くり出される。

『撃て！』

「行け！」

　敵士官の叫びと、カロルの叫びが綺麗に重なる。

　続いてまるで音おん叉さでも鳴らしたかのような高い響きが生まれ、辺りの大気を張り詰つめさせた。数秒後、今度は凄すさまじいまでのばりばりという音が、敵砲門を左から右へ、ざっと通り抜ぬける。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後に、砲門の辺りから悲鳴に近い帝国語が漏もれ聞こえてきた。

『なんだ？　どうなった！』

『不発です！　全弾だん、不発です！　火花が飛ばないんです、火薬に着火しません！』

「……成功ですわね。効果範はん囲いが大体見えてるところだけ、というのは問題ですけれど。ま、ここまで近づいていたら、【セルモクラスィア】も使えないではないですわ」

　アルデアの面おも白しろくもなさそうな感想に、ロディアは改めて目を見開く。

「そうか、カロルの能力──温度の反転というのは、敵の全火器を無効にできるのか！」

　これはかなりとんでもない力だ。大砲さえなければ戦せん艦かんなどただの木製の帆はん船せんである。しかも敵には、一体何が起こっているのかすらわかるまい。

　そんなことをロディアが考えているうちに二隻の船はすれ違ちがいかけ、互たがいの大砲の射程から徐じよ々じよに外れつつあった。

　今までじっと敵艦を見つめていたルーナ・ノアが、ちらとランセを見て囁く。

「私の力で、接せつ舷げんさせます」

「待て！　お前の力を使わなくてもいける。三角帆、あげろ！　面おも舵かじ一いつ杯ぱい！」

　ランセは言下にルーナ・ノアの提案を退け、すばやく風を読んで指示を出し始めた。

　キニスが正確に舵輪を操作し、水兵たちはどたばたと指示された帆を上げる。

　正確に風をとらえた小型艦は、小気味よいほどに簡単に向きを変えた。

　敵も慌あわてて向きを変えようとするが、その反応は遅おそかった。結果として、レーン号は敵艦の後ろに腹を向ける形になっていく。

　戦艦の腹。そこにはもちろん、砲ほう列れつがある。ランセは少しばかり目を細めて叫んだ。

「せっかくだ、戦闘準備！　各自一発ずつ食くらわせてやれ！」

　すぐさま戦闘準備の笛が吹ふき鳴らされ、レーン号の砲門が一いつ斉せいに開いた。

「撃て！」

　下士官の命令で次々に轟ごう音おんを立てて大砲が火を噴ふき、巨きよ大だいな鉄の塊かたまりが敵艦に激げき突とつする。ものすごい破は砕さい音と共に敵艦の美しい船せん尾び楼ろうに穴が空き、船体についていたランプが粉々になった。

　複雑に張られた索が何本も切れ、慌てて修理を命令する敵士官の声と、傷ついたらしい水兵の悲鳴までもが生々しくこちらへ届いてくる。

　敵艦の一部だった木もく片へんが宙に舞まい、ロディアの足元にぽとりと落ちた。

（──そうか。これ、戦争なんだな）

　やっとそのことがロディアの心に沁しみてきて、身体がぶるりと震ふるえる。

　恐きよう怖ふは、もちろんある。だが、ただ怖こわいというより、興奮しているような、総毛立つような、視界が鮮せん明めいになるような、そんな感覚のほうが強かった。

「よーし、もういいだろ！　キニス、このままさらに回りこんで、逆側から接舷する。カロル、接舷したら旧神は追い払はらって、板渡わたして乗りこめ。お前が切りこみ隊長だ！」

「まだ切りこむつもりなのか？　このまま砲ほう撃げきしていたほうが、切りこむよりこちらの被ひ害がいが少ないのでは!?」

　驚いて口を出したロディアに、ランセは乳白色の帝国軍服の上着を慌ただしく脱ぬぎ捨てながら答えた。

「そりゃもちろんそーだが、むこうの水兵が山ほど死ぬだろ！　できれば優ゆう秀しゆうな水兵はかっぱらいたいからな。俺とお前は、カロルたちより一足先に敵のとこに飛びこんで、艦長のサーベルぶんどりに行くぜ。それが一番話が早いし、被害も少ない！」

「ふたりで、だと？　正気か!?」

　ますますとんでもなくなってきた話に、ロディアは唖あ然ぜんとして叫ぶ。

　アルデアが、キニスが、ルーナ・ノアさえ、少し不安げにランセとロディアを見た。

　ところがランセは動じる様子ひとつ見せず、水兵から元の濃のう紺こんに白と金の上着を受け取り、きちんと前を留めていく。いつもは思い切り適当に着き崩くずしている上着をこんなときだけはきちんと着こみ、黒くろ髪かみを両手で梳すいてにやりと笑った。

「正気も正気、大正気だぜ！　もしくは最初から狂くるってる。つーかこの際そんなことはどーでもいい、時間がないんだ！　お前が来ないってんなら俺ひとりで行く、どうする！」

「ランセ……！　あなたは本当にむちゃくちゃだ！」

　ロディアは心の底から叫び、ランセに言うべき言葉を探す。

　答えが出る前に、キニスがロディアの腕うでを取って耳元に小さく囁ささやいた。

「ロディア。──どうか、彼についていてください」

「っ、キニス……？　どうした、急に」

　あまりの美声に耳が痺しびれたような気がして、ロディアはわずかに身を引きながらキニスを見上げる。すると、キニスの目は黒く静かに、しかしひどく真しん剣けんに光っていた。

「艦かん長ちようはネライダです。古くは魔法を使ったとされる、世界の混こん沌とんに近い種です。わたしたち人間は根本的に旧神とは相あい容いれない、しかし艦長が旧神を召喚すれば、その心は容易たやすく旧神の魂たましいと入り交じる。元に、戻もどれなくなるかもしれない。そんなことが、何度かありました」

（──あ……！　なるほど、だから、か。だからランセは、私の石榴ざくろの瞳ひとみが必要なのか。いざ、戻って来られなくなったときに、旧神を追い払うために！）

　ランセがロディアの瞳に目をつけたのは、ただ旧神に吞まれないからだけではなかったのだ。やっと全すべてが腑ふに落ちたものの、ロディアの胸には安あん堵どと寂さびしさが入り交じったものが湧き上がった。

　ランセがロディアを「自分を人間側に引き戻すもの」として必要としているなら、おそらく彼は生きる気だ。生きて戻ってくる気だ。それはいいことだと思う。

　──しかしなぜ自分でそう言ってくれなかったのか。

「おーい、ロディア。キニスと何内ない緒しよ話ばなししてんだ？　行くのか、行かないのか、どっちだ！」

　せかすランセの声で我に返り、ロディアは思い切り自分の両頬をはたいた。

（ええい、今はそんなことをぐちゃぐちゃ考えてるときではない！）

　そのままの勢いでロディアが乳白色の上着を脱ぎ捨てると、下から元の軍服が現れる。

　栄はえあるマディス海軍士官の出で立ちで、彼女は声を張り上げた。

「わかった、一いつ緒しよに行く！　行かせてくれ！」

「よーし、いい返事だ。来い！」

　ランセは楽しげに叫び、勢いよく艦かん尾び甲かん板ぱんから駆かけ降りていく。ロディアが必死についていくと、彼は舷げん側そくに束ねてあった縄なわの中から先に鉤かぎがついた一本を取り上げ、敵艦を見上げた。

　徐々に転回しつつある敵てき艦かんは、まだこちらに船尾を向けている。

「ほんとは海かい賊ぞく式に飛び移りたいんだけどなっ、と！」

　何やらとんでもないことを言いながら、ランセは鉤付きの縄を敵艦に投げつけた。鉤は弧こを描えがいて飛び、敵艦の手すりに引っかかりかけてずり落ち、結局崩くずれかけた船尾楼で止まる。

「じゃ、ちゃんとつかまってろよ、ロディア！」

　ランセは叫ぶなり縄の端はしを自分の片かた腕うでに巻きつけ、もう片方の腕でロディアの腰こしを抱だいた。

　そしてロディアが何かを言う間もなく、軽かろやかに海へと飛びこむ！

　またか！　と悲鳴をかみ殺すロディアの身体を、いいかげん馴なれた冷たい水が洗う。

「っ、か、艦長！　せめて、何をやるかは、事前に言ってくれると助かるのだが……！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、いずれ言わなくてもわかるようになるって。手、放すんじゃねえぞ？」

　ランセは軽い調子で言ってロディアから腕をほどき、縄をたぐって敵艦へと近づいていく。

　敵は、とロディアが振ふり仰あおぐと、船尾からこちらをのぞきこんでくる顔は見あたらなかった。敵の視線はほとんどレーン号のほうに向いているのだろう。

（このままこっそり敵艦の艦尾甲板に近づくことができれば、敵士官を一気に討うち取れる、というわけか。確かに一番被害が少ない手だ。……もちろん、ランセが死ななければ、だが）

　大海の中で行われる船同士の戦いに、逃にげ場ばはないと言っていい。

　それゆえ作られたとも言える決まりに、『艦長が降こう伏ふくすれば戦せん闘とうは終わり』というものがあった。降伏は敵が就航旗を下ろす、もしくは敵艦長がサーベルを渡す、という形で示されるのが常だ。ランセが狙ねらっているのは後者である。

（とにかく、未熟なりにランセは私が守るしかないな）

　ロディアが心に決めているうちに、ふたりは敵艦近くにたどりついている。

「よし、じゃ、上るぞ。お前、自力で上れるよな？」

　ランセは敵艦の船体を見上げ、確かめるようにロディアに聞く。言われて見上げてみると、敵艦の船体は緩ゆるいカーヴを描いてそびえ立っていた。編んだ縄や様々な飾かざりが手がかり足がかりになるとはいえ、陸にいた頃ころなら上ることなど考えもしなかったことだろう。

　だが、今のロディアは昔とは違う。マストの天てつ辺ぺんに上るよりは数倍マシに思えた。

「──上る」

「よし。言ったからには、ちゃんとついて来いよ！」

　ランセは笑ってそうとだけ言い、自分は勝手にひょいひょいと船体を上り始めてしまう。

（本当によくもまあ、あの艦長服でこんなことができるな！）

　ほとんど悪態をつくような気持ちで、ロディアも船体にとりついた。ぬめる縄をつかんでどうにか身体からだを引き寄せ、硬い長ちよう靴かで足場を探す。

　水兵は裸足はだしで戦うものも少なくないというのに、どうして士官は磨みがき上げられた長靴ですべりやすい藻ものついた縄をのぼっていかなくてはならないのか。やるせない気分で必死に上を見れば、ランセの軍服の金モールがちかりと光った。

（……ええい、どうしてこんなときに限って、奴が格好よく見えるんだ！）

　ランセはばかで、無む鉄てつ砲ぽうで、だらしなくて、自分の理想とする海軍人とはまったく違ちがう。

　なのにいざとなると思い切りがよくて、自分で全部背負いこんで、そのうえ軽やかで。

　気づくとロディアの視線は彼を追っているし、結局こうしてついてきてしまっている。

　──ロディア。最後まで俺と一緒に来い。

　そんな風に言ったランセの言葉が耳の奥に蘇よみがえり、ロディアは歯を食いしばった。

（ついていくとも。お前が嫌いやがって、泣いて謝っても、とにかくついていってやる！）

　ランセが来いと言ったのだ。きっとロディアにはできると思ったから、そう言ったのだ。

　ならばついていく。ロディアはどうにか壊こわれた船尾楼に手をかけ、無理やり身体を押し上げて中に転がりこむ。内部には砕けた机や椅子いす、そして銀器などが散乱していた。

「艦長室だった、のか。……ランセは上か？」

　息を切らせながらロディアが上を見やると、太陽の光が目を打った。

　恐おそろしく晴れた空の下、ランセが船尾に堂々とたたずんでいる影かげが見える。

（っ、て、え……？　こっそり忍しのびこむわけではなかった、のか？）

　ロディアが呆然としているうちに、ランセは腕を組んで辺りに呼ばわった。

「アルモニアの狗いぬ、帝てい国こくの諸君！　こんなとこまで見回りご苦労！　俺はマディス王国海軍所属、レーン号艦長のランセだ。貴様らの艦長のサーベルを受け取りに、わざわざ来てやった。俺は基本的に優やさしい。潔いさぎよくサーベルを差し出すなら、別にそれ以上のことはしやしない。ただし、かかってくるならせいぜい死ぬ気でかかってきやがれ！　以上！」

　海上で鍛きたえられたよく響ひびくランセの声に、フリゲート艦かんの甲かん板ぱんで大たい砲ほうや索にとりついていた水兵たち、士官たち、海兵隊員も残らず振り向むくのがロディアの位置からでもわかった。

　……そう。ランセには、ひっそり忍びこもうなどという奥ゆかしさは、生まれつき備わってないのだ。多分。

『殺せ、撃うて！　敵艦長だ！』

　漠ばく然ぜんと意味の取れる帝国語の叫さけびを聞くと同時に、ロディアは貸かし与あたえられた腰のサーベルを引き抜ぬき、ひとおもいに船尾楼の扉とびらを蹴け破やぶった。

　扉の向こうは砲ほう列れつ甲板で、左右にずらりと大砲が並んでいる。

　狭せまい空間にぎっしりとつめこまれた屈くつ強きような水兵たちが、突とつ如じよ現れたロディアにぎょっとした顔を向けた。むっとするような、人間と火薬の臭におい。

「どけ！　どかねば、斬きる！」

　鬼き気き迫せまる調子で叫ぶロディアに、水兵たちは思わず気け圧おされる。

　それでも前に立ちはだかった巨きよ体たいの脇わきをくぐり、ロディアは駆け抜けざまに敵の脇を剣けんで薙ないだ。悲鳴と血しぶきがあがると、甲板の温度はすぐさま上じよう昇しようする。

『止めろ、敵だ！』

『ひとりだ、殺せ！』

　無数の声が飛び交かい、ロディアに向けてどっと殺気が押し寄せて来た。

　それに反応して、目で確かく認にんする前にロディアの身体が動く。

　かつては絶対になかった動き。この三日のランセの特訓を、肌はだ感覚が思い出す。

　ランセはひたすらにでたらめな動きでロディアを攻せめ、考える前に動くことを教えこんだ。

　彼によって目覚めさせられた感覚がロディアに囁く。右後ろに殺気！

　振り向きざまにサーベルの柄つかで殴なぐりつけ、その感かん触しよくだけで相手が倒たおれたことを知る。返す剣で二人を薙ぎ、血路を開いたロディアは狭い階段を駆け上がった。

　頭上に空が開け、風が吹ふく。

　上層甲板に吹く風が運んでくるのは、血の臭においと大乱らん闘とうの気配だった。

　視界いっぱいに人間がいる。そしてその真ん中にいるのは濃のう紺こんの軍服だ。

　剣を握にぎり、さも楽しそうに瞳をきらめかせているランセ。いっせいに飛びかかってきた四人の攻こう撃げきを思い切り身体を低くして避よけたあげく、ふたりに蹴けりを見み舞まって転ばせる。

　肘ひじと剣が華か麗れいに躍おどって次のふたりも甲板に沈しずんだ。

「ランセ！」

　もはや戦いの緊きん張ちようと興奮でロディアの恐きよう怖ふ心しんは麻ま痺ひしていた。彼女は声の限り叫び、ランセのほうへと走り出す。同時に殺気だった気配がこちらへと殺さつ到とうした。

（──大だい丈じよう夫ぶだ。習ったとおりにすればいい。考えない。視野を広げ、感覚を広げ、身体が自然に動くのに任せていく。ためらわないで、常にこちらから踏ふみこむ！）

　ランセの教えをなぞるたび、視界がやけに広く、鮮せん明めいになっていく。

　その中心で、ランセがこちらを見て笑った気がする。大丈夫、すぐ傍そばに行く！

『貴様……！』

　ひとり、ふたりをサーベルでなぎ払はらった後、間を置かずに敵が襲おそいかかってきた。

　ロディアはとっさに、甲板に落ちていた剣の柄を踏む。

　跳はね上がった剣は浅く敵の顎あごを切り裂さき、相手はぎょっとしてたたらを踏んだ。その隙すきに、ロディアはサーベルの鞘さやを振り抜いて男の脇に叩たたきこむ。

　急所に入った、そんな感覚が手にしみる。

　その後一秒もしないうちに、背後にふわりと馴な染じんだ気配が出現した。

　振り返る必要すらない。頭の後ろに目があるかのように、そこに誰だれが居るのかがわかる。

　マディスの酒場で乱闘をしたときと同様、背後からランセの楽しげな声がする。

「よお。上手うまくなったじゃねーか、剣。生々しくて、だけどやっぱり綺き麗れいな剣だ」

「お褒ほめいただいて光栄だ。どうやらまだ生きていたみたいだな、ランセ」

「あったりまえだろー？　この俺だぜ？　だけどまあ、お前が来てくれて助かった」

「この、大おお嘘うそつきが！」

　多少荒あらい息を吐つきながら、ロディアはランセと背中合わせで周囲を見やった。

　気づけば辺りは死し屍し累るい々るいである。たかだかふたりの斬りこみに、敵艦はすっかり恐きよう怖ふに吞のまれている。そんな中、レーン号が徐じよ々じよに近づいてくるのが見えた。

　甲板で、ひとの姿に戻もどったカロルが剣を手に何か叫んでいる。

（あと少し保たせれば、カロルたちが来る）

　あと少し──しかし、不意にランセが笑うように囁ささやきかけてきた。

「じゃ、行くぞ。ついてこい。……死ぬなよ」

「──っ、ほんっとうに、あなたは勝手なひとだ！」

「よく言われる」

　小さく声を立てて笑って、ランセのぬくもりがロディアの背から離はなれた。

　彼にカロルたちを待つ気はない。ランセは自分ひとりで敵艦長からサーベルを奪うばう気だ。

（そんなもの、ついていくしかないだろう！）

　歯がみするような気持ちで、ロディアも懸けん命めいに甲板を蹴った。もうこの艦の甲板もなめらかではない。砲ほう撃げきで一部が削けずれ、ところどころひとの血でぬめっている。

　それでも置いて行かれるわけにはいかない。ランセをひとりにするわけにはいかない。

　ランセは真っ直すぐに甲板の一点めがけて走って行く。

　ちょうど下層の甲板から出てきたのは、乳白色の軍服の士官連中だろうか。

　ロディアはいきなり襲いかかってきた水兵を無造作なほどの一いち撃げきで切り倒し、先へ行こうとした。そこへ、ひとりの士官が立ちはだかる。

『待て。貴様は、ここまでだ』

　低く囁いた男は、帝国風の曲刀を鞘に収めたまま、手を軽く柄においている。褐かつ色しよくの肌に黒い瞳。頭には布を巻き、乳白色の軍服を着た男。

（手て練だれだ）

　一ひと目め見て直感し、ロディアはサーベルをすっと下段に構えた。

　昔、剣の修しゆ行ぎよう時代にこんな雰ふん囲い気きの男と何度か出会ったことがある。彼らは間ま違ちがいなく上級者だった。その雰囲気をこの乱戦の中で持っていられるとなれば、かなりの手練れだろう。

　──勝てないかもしれない。

　ロディアの勘かんが囁く。

（ならば降参するか？　おそらくこいつは士官。堂々と降こう伏ふくすれば助けてくれる）

　一度だけ自分に訊きいてみるが、ロディアの心はとうに決まっていた。

　この状じよう況きようで、ランセは絶対に降伏しない。

　戦う前に這はいつくばっているようでは、ロディアは一生ランセに追いつけない。

　戦うしかないのだ。そしてランセに死ぬなと言われている以上、死ぬこともあり得ない。

　ならば、勝つしかない。

　おそろしく単純な答えが出たと同時に、わずかな躊躇ためらいは吹き飛んだ。

　ロディアは自分でも意外なほどの平常心で大きく踏みこむ。

　敵士官の間合いに入った途と端たん、目の前に銀光が躍った。

（──見えた）

　目では確実に捕とらえられない速度の剣だった。見ようと思ったら絶対に見えない剣。

　なのに、わかる。太た刀ち筋すじが印象として脳のう裏りに焼きつく。完全に避けるのは無理だ、と本能が囁く。ならば進むしかない。進んで、勝つ可能性が少しでもある攻撃を！

　迷わず、ロディアは自分の最速の突つきを繰くり出した。

　一いつ瞬しゆん遅おくれで、ぱっと目の前に赤いものが散る。痛みが胸に弾はじけた。

　斬られた。そうすぐにわかった。でも、心は怖こわいくらいに冷静だった。

　ロディアはしばらく動かずに、じっと相手を見つめる。やがて、敵士官の乳白色の軍服に赤い色がにじみ出すのが視界に映った。

　──ロディアのサーベルは、彼の脇わき腹ばらに刺ささっていたのだ。

　即そく死しする傷ではないが、重傷。そう判断してロディアは剣を引き抜く。

　敵士官がくずおれたのを確認してから、自分の胸を手のひらで押さえた。

　手のひらにはぬるりとした感触がある。正面から、斜ななめに切られている。しかしこちらも、内臓に届くような傷ではなかった。これならまだ動ける。

（……勝ちだ）

　あまり深い感かん慨がいもなく、ロディアはぼんやり数歩前へ出た。

　目の前にはランセの背中がある。

　ランセは血刀をひっさげ、険しい顔でサーベルを構えた中年の男と相対していた。

　軍服に付いた記章と肩けん章しようの様子から見て、相手は艦かん長ちようと思って間違いない。

　褐色の肌に猛もう禽きんじみた鋭するどい黒の瞳ひとみ。敵てき艦長はランセを見つめ、マディス語で低くつぶやく。

「さすがは死者の領域、とでも言えばいいのか？……まさか、貴様が生きていたとはな」

（なんだ、知り合いか？……でも、なんで？）

　戦いの興奮で麻痺しかけた心で、それでもロディアは少し不思議に思う。

　ランセはどことなく楽しげに笑い、剣を肩かたに担かついで言った。

「久しぶりだってのに、何寝ねぼけたこと言ってやがんだ、ラハティ。俺は死んでる。そんなふうに見えるだろ？」

「相変わらずの適当な軽口だ。十年経たっても、威い厳げんのひとつも備わらないとは予想外だな。エリアス・オルディアレス。今さらここに何をしに来た？」

　なんだかものすごく聞き覚えのある名前が聞こえた気がして、ロディアは瞬またたいた。

　ラハティを見やり、もう一度ランセを見つめる。

「……何……？　オルディアレス？……何、いや、誰、が？」

　さっぱり事態を把は握あくできないロディアの前で、ランセはどことなく剣けん吞のんな笑えみで続ける。

「軽口じゃねーよ。俺は死人だ。第七次南方海戦のとき、ちょうどこのへんでいきなり後ろから斬きられて、海に蹴こまれた。まだ覚えてるぜ、あのときのこと。背中に開いた傷の痛みも、水面のほうで太陽の光がものすごく綺麗に光ってやがったこともな。天国みたいに綺麗な景色の中、味方だったはずの奴やつらが、すげー形相で俺が沈むのを見てやがった」

　ランセの話に、ロディアの脳裏には彼の背にあった傷がよぎる。

　背後からざっくりと斬られた痕あと。

（まさか、あれが……？　ランセは十年前に従軍して、味方に裏切られたとでもいうのか？）

　それだけでも衝しよう撃げきの事実だが、もっとも信じがたいことは他ほかにある。

　それはつまり、目の前にいるひとが──元ネライダで、今は旧神の印を得て死人として船に乗っているという面めん倒どうくさい経歴のこのひとが、もしかすると、いや、多分、本当に、自分がずっと憧あこがれていたひと、本人だということで。

（エリアス・オルディアレス──！　本当、に!?）

　呆ぼう然ぜんとするロディアをよそに、ラハティは苦く微笑ほほえんだ。

　何やら出来の悪い、それでも憎にくめない息子むすこを見るような顔になって彼は言う。

「当時のお前は若かった。信じられないほどに若かった。それゆえに、『頂上にいるときこそ背中に気をつけろ』という言葉の意味が、本当にはわかっていなかったのだ」

「おーおー、含がん蓄ちくありまくりのお言葉ありがとな。あんたのことは一回とっつかまえて、捕ほ虜りよ交こう換かんで帰してやったこと、あったもんなあ。あんときも色々ご忠告もらった気がするけど、何しろ当時は俺が純真すぎた。あのばか大臣どもが、国王と俺をまとめてあんたらに売るなんて思いもしなかったぜ」

　恐おそろしいことを言い切り、ランセは瞳を暗い色に光らせる。

　対するラハティは、あくまで静かに低い声で告げた。

「政府を責めてやるな、オルディアレス。マディスの決断は仕方のないものだった。あのままお前たちが勝ち進めば、それだけ国への被ひ害がいは増えたかもしれんのだ。マディスが膝ひざを折った相手は、言ってみれば我が帝てい国こくではない。アルモニアだ。アルモニアの意志を知ったがゆえに、マディスはお前たちを無力化することを条件として吞み、我々との講和を果たした。──唯ゆい一いつ神アルモニアの偉い大だいなる秩ちつ序じよの前には人間の命など些さ細さいなものにすぎん。アルモニアは我らが帝国を選んだ──世界の秩序の体現者として。そして、その偉大なる力を授さずけたのだ」

　語るうちに、段々と彼の言葉は厳おごそかになっていく。まるで役者のように──いや、さらに威厳を持った王者のように。しかしその声には圧あつ倒とう的てきに抑よく揚ようが足りない。

　一定の音階を鳴らし続ける楽器じみた声で語り、ラハティは真っ黒な瞳を底光りさせた。

「そう、死者の軍団をな」

　彼の囁きの直後、船の周辺一帯の海面が大きく泡あわ立だった。

　海が沸ふつ騰とうでもしたかのような光景なのに、音はない。ごぼりともなんとも音が立たない。

　どこか夢の中のような非現実感を保ったまま、海の中から何かがせり上がってくる。

　光。白く光る何か。それを見た瞬間に過去の記き憶おくが蘇よみがえり、ロディアは大きく目を見開く。

（これは、あのとき、嵐あらしの海に落ちたときに見た──）

　そう、これは、海底に生えていたあの町だ！

　水面から静かに町が生える。美しい何本もの尖せん塔とうを備えた城に、その周りを埋うめる民家の群れ。輝かがやかしいアルモニア聖堂。木々にあふれる広場。噴ふん水すい。すべてが白く半はん透とう明めいに輝く石でできた冷たい町。

　それが今や見み渡わたす限かぎりの海面を覆おおい尽つくし、陽光を照り返してきらきらと輝いている。

　まったく夢のように美しい──しかし、どこか死を感じさせる光景だった。すぐそばにいるはずのレーン号さえ白い町並みに隠かくされて、今はその気配すら感じられない。

　不ふ吉きつな白い町を背景に、ランセはうっすらと笑った。

「あー……懐なつかしいなあ。懐かしい──昔もこれ、見たっけなあ」

　彼の表情はなんだか怖いほどに凪ないでいて、ロディアは得体の知れない恐きよう怖ふに震ふるえた。

（この景色はおかしい。海底で見たときの印象そのまま、この世界が死の国になってしまったかのようだ。これがアルモニアの力だというのなら、アルモニアは──与あたえる神どころか、まったく逆だ……！）

　必死に考えるロディアの視界の中、白い町のあちこちで、ちらちらと何かが動く。

　凍こおりついた目をどうにか動かしてロディアが見てみれば、町の中にうごめいているのは人々の影かげのようだった。影、と言ったのは、その人間たちにもまったく色がないからだ。

　白だけをまとう存在感の希き薄はくな人ひと影かげは、誰だれもが皆みな軍服を着て武器を持っている。

　姿形は完かん璧ぺきに人間なのにどことなく歪いびつで、見ているだけで軽い吐はき気けをもよおす人影たち。そんなものがさまよう光景に囲まれながら、ラハティはゆっくりと笑んでみせた。

「お前が何を企たくらんでいようと、わたしたちには敵かなわない。アルモニアはおっしゃった。人間の数は増えすぎた。その熱量はこの世界の均きん衡こうを危あやうくするであろう。ゆえにアルモニアは海底に死者の国を築き、そこに多くのひとの魂たましいを住まわせることで、この世界の均衡を保つ錨いかりとしようと。そしてその死者の国を広げるため、我々に死者を兵士として貸かし与えよう、と！」

「なん、だって……？」

　あまりにも突とつ飛ぴで恐ろしい話に、ロディアの理性は半分麻ま痺ひしかけていた。

　アルモニアが、唯一神が、人間の数を減らそうと言う。そのための剣けんとして帝国を選んだのだという。アルモニアを崇あがめていたのは、マディス王国にしろ北方大陸にしろ同じことだったのに、アルモニアは事実上十年以上前にマディスを棄すてていた！

　唖あ然ぜんとするロディアの眼前で、ランセはうっすらと笑う。

「均衡だ？　そりゃ一体誰にとっての均衡だよ。神様にとってか。俺たちにとっての均衡のとれた世界ってのは、友達のなるべく多くがそれなりに満足して生きて死ねる世界のことだろ。わけのわかんねえ高みから数字だけ睨にらんで、年何人とかでひとの命差し出させるような神様なんざいらねーよ。今、マディス王国軍の一番の仕事はなんだか知ってるか？　後あと腐くされのない人間探し出してはさらって、てめえらが要求するぶんだけ殺すことだ！」

　煮にえ立つ怒いかりを含ふくんだランセの叫さけびが心に刺さり、ロディアは息を詰つめる。

　マディスと帝国の講和の代だい償しようは、金でも外交上の損失でもなかった。もっと、取り返しのつかないもの。隣りん人じんへの愛を、誇ほこりを、根底からえぐられるようなもの。

　ロディアの身体からだはぶるぶると震え、酷ひどい眩暈めまいがする。

　ラハティはそんな彼女に気づきもせず、奇き妙みように平へい坦たんなため息を吐いた。

「君は単純だ。もっと大きな視点でものを見たまえ。いいかね、わたしは君が嫌きらいではない。しかし君が生きているとなれば、マディスと帝国の──アルモニアとの講和は破は棄きされるだろう。アルモニアは今までの供く物もつでは満足せず、マディス全体を吞のみこむ。……友を、国を思うなら、なぜ田舎いなかにでも引きこもり、静かに死んだふりをしていなかった？　オルディアレス」

　その間にも幻まぼろしのように影の薄うすい兵士たちはしずしずと白い町を渡わたり、船によじ登って、ランセとロディアに歩み寄ってきていた。

　同時に得体の知れない冷気が忍しのび寄り、ロディアの体は冷水に浸ひたされたかのように凍こごえる。

　あれに触ふれてはいけない気がする。それだけでとんでもないことになるような予感がする。

　しかし四方を囲まれては逃のがれる場所もなかった。ひしひしと人影はどこまでも増えていく。

（剣で切れるのか、これは？　これが、マディスが負けた理由なのか？　ランセ──）

　何をどうしたらいいのかまったくわからず、ロディアはすがるようにランセを見やった。

　すると、彼がまだ笑っているのがわかる。どこか穏おだやかに、温かく笑って彼は言う。

「死んだふりは無理だ。俺、さっき自分のこと死人って言ったけど、嘘うそだからさ。俺は生きてる。生きるためにならなんでもやったぜ。それは全部、もう一度戦うためだった。俺は戦いたかった、他に欲しいものはなかった、なんでかって、戦うことが俺の誇りだからだ。俺の友達か、いつか友達になるかもしれない奴らのために戦う以外、俺がここにある意味はない。──見ろよ。俺は勝利のためになら、俺のすべてをあの混こん沌とんの旧神どもに投なげ与えてみせる！」

　やがてランセの声は熱を帯びて燃え上がり、緑と青の瞳が陽光を受けて輝く。

　彼は剣けん先さきをラハティに向け、何かを刻むように叫ぶ。

「来い！　混沌の深しん淵えんのさらに最さい奥おうより来きたる神、運命神【ミラ】！　俺の命を供物に、運命を転回させよ！」

　ランセの声が消えた直後、急に辺りは静かになった。

　もの凄すさまじい、鼓こ膜まくが痛くなるような静せい寂じやく。波音がしない。船が軋きしまない。誰のうめきも聞こえない。音がない。幻のような白い町の間で波打っていた海面が、まるで鏡面のように平らだ。空に浮うかんだ雲もぴたりと止まって動かない。風がない。見渡す限り、静せい謐ひつの世界。

　ラハティは驚おどろいた顔のまま凍りつき、死者の軍団も動かない。

　そんな中、いきなりランセの姿が崩くずれた。

　まるで水に変わってしまったかのように、ぱしゃん、と崩れて消える。

「ランセ！」

　反射的に、ロディアの喉のどの奥からかすれ声が絞しぼり出された。心臓が凄まじく痛んで、頭がおかしくなりそうだった。何も考えられないままに体を動かそうとする。彼に駆かけ寄ろうとする。しかしもどかしいほどに身体は動かない。指一本動かない。

（まさか、まさか……！　私は、彼を守ると決めたのに！）

　頭の奥が熱い、同じ言葉ばかりがぐるぐる回る。

　永遠に思えた凍りついた数秒が過ぎ去ると、彼の消えたのと同じ場所からふわりと何かが生えた。

　──羽根だ。甲かん板ぱんから、羽根が生えている。

　静かに光の注ぐ海の上で、鷹たかか鷲わしかの猛もう禽きん類るいのそれを思わせる茶色い羽根が艶つややかに光る。光の中に、紫むらさきや赤、緑などの色が宝石のように浮かびあがり、羽根の下から引きずり出されるかのようにして青年の姿が現れた。

（ランセ……!?）

　ロディアはその名を叫ぼうとして立ちつくした。

　本能が声を止めていた。違ちがう、と思う。違う。これは彼ではない。

　見た目は、確かにランセだ。いつもどおりの白いシャツに黒のズボン、軍用の長ちよう靴か。上着が消えて背に羽根があるだけで、あとは何も変わらない。──いや、目だけが違った。

　今の彼の目は、なんの表情も浮かばない、完璧に不ふ透とう明めいな金色をしていた。

（……違う。ランセじゃない。これは──ミラ、だ）

　ロディアは直感し、ますます震える。

　形はランセそのものなのに、彼の柔やわらかさ、人間としての確かさがすべて欠落した姿。

　ひたすらに美しく、硬こう質しつで、残ざん酷こくな気配だけがそこにある。

　まったくの無音の世界の中、ランセは──いや、ミラは唇くちびるだけでゆっくりと微笑ほほえみ、ラハティを手招いた。ラハティは怯おびえきったように震え、首を横に振ふるが、そのまま何歩か操あやつられるように前に出る。

　ミラの手が伸のべられ、その指が優やさしくラハティの額に触れた。と、触れたところからラハティの皮ひ膚ふはほろほろと崩れ、灰色の塵ちりとなって彼の体を滑すべり落ちていく。やがて恐怖に歪ゆがんだ顔がぼろりと消え、首も、肩かたも、ついには全身が、瞬またたく間に塵となって甲板にわだかまる。

「あ……」

　あまりの非現実的な光景に、ロディアの心は麻痺しかけている。

　彼女がラハティの死を実感できないうちに、ミラは甲板に残った水兵たち、船の辺りを取り囲んだ死者たちと、死者の白い町を見渡して少し首を傾かしげた。

　そして、何かを与えようとでも言うように両手を開く。

　いかにもランセがしそうな所作と同時にふわりと大気が動き、かすかな振しん動どうがミラを中心に広がった。さざ波のように広がる波動が触れると、生者も死者も、さらには死者の町の民家も、大聖堂も、宮きゆう殿でんも、等しく端からざらざらと砂に変わって崩れゆく。

　それは、ほんの数秒の出来事だった。

　気づけばロディアの視界を覆っていた白い町は消え去り、残ったのはさんさんと降り注ぐ太陽と青い海。そして、完璧に新しく、美しく艤ぎ装そうされて海に浮かぶレーン号だけとなっている。

（これが──運命の、反転？）

　ただただ目を見開いてミラを見つめるばかりだったロディアだが、やがて足元が沈しずむ感覚ではっと我に返った。

「なんだ？……っ！　この船、腐くさってる、のか！」

　ロディアはかすれ声でつぶやき、どうにか状じよう況きようを認にん識しきしようと目をこらした。

　そう、確かにミラとロディアがいるラハティの船はどんどん黒ずみ始めている。木の甲板は腐ふ食しよくして柔らかくなり、船体に貼はられた銅板や、あちこちに使われた鉄はみるみる錆さびに覆われていく。同時に身体も動くようになり、ロディアはそのときやっと、自分の怪け我ががすべて治っていることに気づいた。血で汚よごれてはいるが、痛みは一いつ切さいなくなった。

　ロディアはとにかく視線を上げ、ミラを見つめる。

「──ランセ」

　無む理りやりに声を絞り出すと、ミラがすっとこちらを向いた。

　金色の瞳ひとみが太陽を照り返し、薄い唇が言葉を吐はき出す。

『石榴ざくろ』

　その声は直接頭の中に響ひびいたかのようだった。言葉というより、その意味だけが脳内で乱反射し、ひどい眩暈を引き起こす。ロディアが歯を食いしばって眩暈に耐たえていると、ミラがこちらに片手を伸べているのが見えた。

　その手。恐おそろしく優しい手。ランセの手なのに、違う。

（──触れたい）

　心のどこかが操られるように動き、ロディアは気づくとミラの目の前にいた。

　数すう瞬しゆん遅おくれで、ロディアはぼんやりとミラを見つめ、薄ら笑わらっている自分を知る。ミラもまた得体の知れない優しい笑えみでロディアを見つめ、その右手首をつかんだ。冷たい手だった。

　そして、触れられたところからロディアの手は恐ろしい黒ずみに覆おおわれていく。

　あっという間に手首はほとんど真っ黒くなり、さらにその上まで黒ずみは進んだ。

　熱くもない、冷たくもない、なのに確実に感覚だけが消えていく。

（……これは、まずい気がするな。でも、なんでだ？　少しも怖こわくない）

　ぼんやりしてしまったロディアの脳内に、ミラの声がなおも響いた。

『おいで。石榴の──醜みにくい。血色の。錆さび色いろの瞳。作り替かえてあげる。魂たましいの最後の欠片かけらまで。何になりたい。お言い、石榴』

　石榴。憎にく々にくしげに繰くり返される、その言葉。

（石榴の瞳──そう、か。そうだ。私は石榴の瞳をかわれて、ここまで来たんだった。それで、なんだって？　何になりたいか……？　そうだな）

　もうろうとした頭で、ロディアはどうにかものを考えようとする。

　真っ白な頭の中に一番に浮かんできたのは、ひらひらとふられた手て袋ぶくろをした手だ。

　オルディアレス艦かん長ちようの手。昔は、あんなふうになりたかった。

（昔は？　今は、違うのか）

　かすかな疑問を感じ、ロディアは緩ゆるやかに瞬く。すると、頭に浮かぶのは緑と青の瞳になった。明るい海と、少しだけ暗い海。どちらも恐ろしく澄すみ渡った、陽光を撥はね返す海の色。

　──ランセ。

『その男になりたい？　強くて、自由な男に？』

「……いや」

　ほろり、と勝手に言葉が漏もれて、ロディアは自分でも少し驚いた。改めて目の前のミラの顔を見つめる。非人間的な金色の瞳を見ると、なぜかそれだけで酷ひどく悲しくなった。

「私は、ランセにはなれない。ランセがオルディアレス艦長だとしても、もちろん、オルディアレス艦長にも、なれない。私は女だ。そして、石榴だ」

　静かにつぶやき、ロディアは自分の手に視線を落とす。すっかり白と黒の斑まだらになった手だが、わずかに黒に侵おかされていない箇か所しよには特とく徴ちようがあった。

　血の痕あとが残っているところは、白いまま残されているのだ。

（これは──）

　鈍っていたロディアの頭の中で、徐じよ々じよにまともな思考が動き出す。

　それに勘かんづいたかのように、耳元で優しい声が囁ささやいた。

『おいで。わたしのところに。運命のところに』

　どこかランセのそれに似た声に、ロディアは一度強く目を閉じた。

　そして渾こん身しんの力を振り絞って震ふるえる視線をミラの目にすえると、烈れつ火かのごとく叫さけぶ。

「──違う！　あなたは運命なんかじゃない、ミラでもない、ただの、ランセだ！　あなたは、オルディアレス艦長は、私の憧あこがれだった、私のすべてだった！　でも、私にとってのあなたはオルディアレス艦長でもない！　私はあなたが今まで何を見てきたのか、今、何を見ているのかなんか知らない、あなたが死んでも手に入れたかったもののことなんか知らない。私の目の前にいたあなたは、調子ばかりよくて、陽気で、どこか危あやうくて、小さな艦かんで楽しげに昼ひる寝ねをしていた、ランセだ！」

　思いのままに怒ど鳴なりつけ、ひたすらに瞳に力を集めて睨にらみつける。

　ミラの瞳に不快そうな光がちらりと灯ともり、その手が今度はロディアの喉にかかった。

　同時に首から黒ずみが広がり始め、ロディアの視界が一気に歪む。

　──死ぬ。これは、死ぬかもしれない。

　凄まじい恐きよう怖ふが腹の底から湧わきあがり、毒のように全身に回った。怖い。けれど、好機でもある。これで両手が自由になった。動ける。

　ロディアはこわばった左手を動かし、腰こしにつけていた短たん剣けんを抜ぬいた。

（ミラはさっき、私の瞳を『血色』だと言って嫌いやがった。そして彼の力は、血がついた箇所には及およんでいない。──ならば、これは賭かけだ）

　目の前がぶれる。ミラの顔がよく見えない。それでも、最後の力を振り絞しぼって叫ぶ！

「私はランセじゃない、私は私だから、私がランセを助けたいと思ったからここにいる！　血の色が嫌きらいなら、私の血をくれてやる。最後の一ひと滴しずくまで持っていくがいい！　代わりに私に、私たちに、ランセを返せ、【ミラ】！」

　ロディアは叫び、自分の右手首を短剣で切り裂さいた！

　思い切りよく切り裂かれた血管から血が噴ふき出し、ミラの体を汚す。

　途と端たんにミラの顔は大きく歪み、彼の指はロディアから離はなれた。

（あたりか！　旧神に嫌われる『石榴』は、きっと目だけではないんだ。本当に嫌われているのは、この血なんだ）

　ロディアの推測を肯こう定ていするように、周囲には耳鳴りのするような圧あつ迫ぱく感かんが生まれた。

　ミラが頭を抱かかえてよろめき下がる。

　可か聴ちよう領域の外で、凄すさまじい悲鳴が荒あれ狂くるっているのがわかる。

　彼は柔らかく腐りかけた甲かん板ぱんに膝ひざを突つき、背の羽根を大きく広げようとした。太陽をさえぎるように広げられた羽根は、しかし泥どろのように崩くずれていく。

　びしゃびしゃと酷い音を立てて羽根は甲板に落ち、腐った木に浸しみて消えてしまう。

　ミラが身震いし、ひときわすさまじい圧迫感が辺りを覆った。

　ロディアの全身の皮ひ膚ふは震え、内臓が押しつぶされるような異様な感覚が体内に生まれる。

　目の前が一いつ瞬しゆん真っ赤になり、次に灰色になりかけた、そのとき。

　どう、と強い風が吹ふいて大気が動く。

　唐突に圧迫感が消え、ロディアの身体からだはふらついた。風が全身を包み、耳に様々な音を放ほうりこんでくる。風の音。波の音。ぎしぎしと軋きしむ船の音。いつもどおりの──海の音。

（音が、する。戻もどった……の、か？）

　ロディアは大きくよろめき、そのまま耐えきれずに甲板に膝をついた。五感が酷く鈍にぶっている。視界がぼやけ、耳はさっきの耳鳴りのせいかあまりよく聞こえない。膝をついているだけでも身体が重く、もう、全部を手放してしまいたくてたまらなかった。

　ここで倒たおれられたらどれだけ心地ここちよいだろう。そんなことを考えながら、ロディアは無理やり身体を甲板から引き剥はがす。ふらつく足に神経を集中して立ち上がる。

　次は一歩前へ出るんだ。そう、一歩でいい。一歩歩けたら、さらにもう一歩歩こう。

　そうやって自分を騙だまし騙し歩いていけば、一歩ごとにそのひとに近づいていける。

　羽根を失って、甲板に両りよう膝ひざをついているそのひとに。

「──ランセ？」

　どうにかこうにか彼の前に立ち、ロディアは震える声で囁いた。

　すると青年の顔がのろのろと上がり、視線があう。

　彼にしては珍めずらしい、どこか戸と惑まどったような、青と緑の瞳。

　ミラではない。ランセだ。彼だ。……生きている。

　彼の生を実感すると冷え切っていた全身がほんのりと温まり、ロディアは柔やわく笑った。

「……よかった。無事だな。……おかえり」

　ランセはロディアを見つめて大きく瞬またたいてから、ぎこちない笑みを浮うかべかける。

「ああ……ただいま、ロディア──って、おい、お前、その血、どうした！」

「血？　ああ……そう言えば、手首を切った、ような気がする。でも、仕方のないことだったんだ。あなたを助けるために必要だった。多分このくらい大だい丈じよう夫ぶだと、思──」

　そこまで言ったところで、目の前が一面灰色になる。

「……すまない、駄だ目めだった……」

　もう倒れてしまおう、とロディアが決めている裏で、ランセの必死の叫びが響く。

「ロディア！　やめろよ、何、おかえりとか言った直後に倒れてんだよ！　んなこと言うなら責任取れ、責任！　いいか、お前、俺より先に死んだら絶対化けて出るからな！　絶対の絶対の絶対に、安心して死なせたりとかしねえからな！」

（なんだか、勝手なひとだな。自分はあっさりミラと同化しようとしたのに、何を慌あわててるんだか。大体、死ぬのがこっちなら化けて出るのもこっちだろうに）

　ロディアは薄うすれていく意識の中で小さく笑い、ランセの腕の中でさっさと目を閉じてしまった。なぜか、とても安あん堵どしていた。

　多分ランセの腕の中で気を失えば、死なないだろう。そんな予測がついたからかもしれない。




　──そうして落ちていった闇やみの中で、ロディアはまた夢をみた。懐なつかしい夢だ。

　オルディアレス艦長の戦勝パレードの夢。今度の夢では、幼い自分の前にオルディアレス艦長の馬車が停とまって、ひとりの青年が下りてくる。

　その青年は幼い自分が想像したよりずっと若くて、軽かろやかなひとだったけれど、なんだかとても優やさしいひとだった。彼は幼い自分の手を握にぎってくれて、こう言うのだ。

『来いよ、ロディア。俺と一いつ緒しよに』




　　　　[image: くぎり]




　その後、石板の回収任務は無事に済んだ、らしい。

　らしい、というのは、ロディアはミラとの対決と出血で大分弱っていたようで、数日間寝ねこむはめになったからだ。

　任務を終えて故郷へと向かうレーン号の医務室には、いつでもアルデアの穏おだやかな香こう水すいの匂においと、格こう子し戸どから落ちる陽光が満ちていた。

　そしてふとロディアがまどろみから醒さめると、何かと暇ひまを見つけてはやってきてくれたランセが、自分の手をそっと握って笑っているのが見えるのだった。








６









　からん、ころん、と王宮付属のアルモニア聖堂で鐘かねが鳴っているのが聞こえる。

　マディス王宮の豪ごう奢しやな控ひかえ室しつには、レーン号の士官六人の姿があった。

　ランセとカロル、キニス、ルーナ・ノア、アルデア。そしてロディアだ。

　無事に任務を終えて帰国した六人は、誰だれもがいつもより華か麗れいに金モールや勲くん章しようで飾かざり立てられた軍服を身につけている。任務の成功により、国から報ほう奨しようを受けるためだ。

「……しかし、こう見るとアルデアはまるで王子様だな」

　さっきから漂ただよう妙みような緊きん張ちように耐たえかね、ロディアがふと声をあげる。

　飾り格子の入った窓から外を見ていたアルデアは、ロディアを横目で見やって甘く笑った。

　今日の彼は髪かみを金きん髪ぱつに戻してひとつにまとめ、豪ごう華かな礼服を完かん璧ぺきに着こなしている。

「当たり前だろ。本来なら、僕は本物の王子だ。身分も、見た目もね」

「侯こう爵しやく家の嫡ちやく男なんだものな。今あらためて納なつ得とくがいった」

　妙に深く納得したロディアが頷うなずいているところへ、外から厳おごそかに扉とびらが開く。

「それでは士官の皆みな様さま、陛下が謁えつ見けんなさいます」

　やけにまったりとした宮きゆう廷てい言葉で侍じ従じゆうが言い、ロディアはまたまた緊張する。

（いよいよ謁見か。陛下のご尊顔を拝見するのは、生まれて初めてだな）

　十年前の講和以降、国民の前に姿を現さなくなった国王。まだ三十歳前の青年王という話だが、その素す顔がおは謎なぞに包まれている。ランセは森や動物を細かに刺し繍しゆうした椅子いすから立ち上がり、首に巻いた白いスカーフを直しながら言った。

「条件だったんだ」

「条件？」

　聞き返すロディアに、ランセはうっすらと笑う。

　どことなく陰かげのある笑えみに、ロディアはどきりとした。

（どうも──さすがにこのひとがオルディアレス艦かん長ちよう本人だと思うと、調子が狂うな。もう少し船上みたいに明るくしてくれていたらいいんだが、帰ってからはずっとこの調子だし）

　何しろロディアとしては、十年間ずっと憧あこがれていたひとなのだ。

　ちょっとしたことでも気になってしまうし、何を話すのにもついどぎまぎしてしまう。

「成功したら謁見させてもらうってのが、任務を受けるための条件だったんだよ。行くぜ」

　ランセはそんなロディアのことなど気にした様子もなく、静かに言って部屋を出た。

　その後にカロル以下士官たちが続き、ロディアもみんなと静まりかえった王宮の回廊を行く。ロディアは途と中ちゆうで着き飾かざった近この衛えの姿を見てはさりげなく視線をそらし、大理石で複雑な模様が描えがかれた床を見つめながら考えた。

（謁見が条件、か。やはり、十年前の英えい雄ゆうだものな。国王陛下とも何度もお会いしていただろうし、忠誠心が違ちがうんだろう。それにしても陛下、ご病気は大丈夫なのだろうか？）

　十年も謁見を断るような病気だ。会ってもまともに話せるのかどうか。

　──そもそも、そのような病気の王が、どうして十年も王位にいたのだろうか。

（……なんだろう。嫌いやな予感がするな）

「ランセ艦長以下、レーン号士官六名、参りましてございます」

　ロディアが不安にかられはじめたとき、侍従の声が響いた。

　巨きよ大だいな両開きの扉が開かれ、一気に様々な色しき彩さいが視界に入ってくる。左右の壁かべ一面に貼はられた鏡が天てん井じようのシャンデリアを撥はね返し、部屋を光でいっぱいにしていた。そして鏡に映るのは、複雑な織りの絨じゆう毯たんや、室内に控える大臣たちの豪奢な服や、巨大な玉座や足置きの色。

「さ、入るがよい。頭を下げて並ぶのだ」

　侍従頭が囁ささやくままに、ロディアたちは足元だけを見てだだっ広い室内へと進んだ。

　そしてそのまま横に並んでしばらく待ち続けると、やっと侍従の声がかかる。

「頭をあげよ」

　おそるおそる、といった感じでロディアは顔をあげた。正面の壁には緑と金で王家の紋もん章しようを重く刺繍した壁かべ紙がみが貼られ、その前にどっしりとした木製の玉座がある。

　黒々とした木で作られたそれは背もたれが酷ひどく長く、複雑な透すかし彫ぼりが施ほどこされていた。

　そして、誰かがその玉座に座っている。

（これは──なんだ？）

　ロディアは我が目を疑って瞬き、そのひとを見つめ直した。

　確かに玉座に座っているひとはいる。深しん紅くに一面金糸の飾りをつけた重い裳を引きずり、さらにそれを金の帯で締しめ、白い毛皮のケープを肩かたからかけたひと。

　しかしその顔はあまりに白く、皺しわ深く、とてもではないが青年とは見えなかった。

　生きているのかも怪あやしい様子で目を閉じた王の傍かたわらで、黒い裳を引きずった老人が言う。

「このたびの任務、よくぞ成功させた。ランセ艦長」

「はい。部下の力を借り、どうにか無事石板回収を果たしました。これで、帝てい国こくは死者の軍勢を使えなくなるはず。帝国との戦いは互ご角かく以上のものになるはずです」

　ランセはしっかりと前を向き、静かにそう告げた。途と端たんに辺りはざわめく。玉座の左右に控えていた十人近い大臣たちのひとりが、目の色を変えて身を乗り出した。

「帝国との戦い！　軽々しくそのようなことを言うな。帝国は我々の佳よき友である！　今回の任務はあくまで学術調査。敵てき艦かんが沈しずんだのは荒こう天てんゆえの偶ぐう然ぜん。そうであろう？」

（佳き友、に学術調査ときたか。これがこの国の大臣か）

　大体わかっていたこととはいえ、彼らを目の前にするとロディアの胸は重くなった。

　しかしランセはまったくひるまず、落ち着いた声で続ける。

「──ひとであれば、どのような相手でもいずれ友となる可能性はあるでしょう。けれど、今帝国を統すべているのはひとではありません。共感を持たぬ神、唯一神アルモニアの意志です。そしてアルモニアは、庭木を剪せん定ていするかのように我々の命を刈かり取ろうとしています」

　ランセの言葉に辺りのざわめきはさらに高まり、非難の視線が集まる。

　老いた内務大臣はもはや半はん狂きよう乱らんで叫さけんでいる。

「黙だまれ、黙れ！　ばかもの！　耳が！　ここにも耳がないとは限らぬのじゃぞ！」

「あなた方はこれをネタに色々小細工するつもりかもしれませんが、もうそんなものはなんの役にも立ちません。何しろ相手は慈じ悲ひなき神だ。戦うしかありません。戦うしかこの先に我々が生き抜ぬく術はない。ならば今こそ剣けんを取るべきだ。そのように陛下は決断なさるべきだ」

（ランセ──大だい丈じよう夫ぶなのか）

　あまりに危険な進言に、ロディアも他ほかの士官たちもランセを案じる視線を投げる。

　ランセ本人は微び動どうだにせずたたずんでいたが、もはや辺りの空気は沸ふつ騰とう寸前だった。

「黙れ！　ただの呪のろわれた一艦長が何を言う！　その舌、この場で抜いてくれようか！」

　老人が嗄しわがれた声で叫ぶと、不意にランセは笑った。優やさしいと言ってもいい声で彼は続ける。

「好きにするがいい。やれるもんならな。あんたらはもうとっくに俺の舌を抜いたつもりだったんだろ？　戦場を飛び回ってひたすらに勝ち続けた俺とそいつを、あんたらは最初は褒ほめ称たたえた。だが結局怖こわくなっちまったんだろうが。民たみの熱ねつ狂きようが！　羨せん望ぼうと同盟国の警けい戒かいの視線が！　俺たちに自分たちが口出しする隙すきのない新しい世界を作られちまうことが！　あんたらは怖かった。そうしてあんたらは国を売った、俺を背後から斬きり、そいつを人形にした！」

　最後にはランセの声は凜りんとした叫びになり、その瞳ひとみは激しく燃え立った。

　なぜだろう、生身の緑の瞳だけではない。硝子ガラスのはずの青の瞳までが冷えた炎ほのおを宿して燃えさかる。大臣たちの間にはどす黒い空気がたまり、呪うような声があがる。

「ランセ──死したエリアス・オルディアレスよ！　貴様、旧神との契けい約やくを条件に生かしてやった恩も忘れて……！　またも、またしても、我々に逆らう気か！」

　するとランセは小さく笑い、一歩、二歩、前へ出た。すかさず、近この衛え兵たちが前に出る。

（おい、何をする気だ、ランセ！）

　ロディアは必死に胸の中で呼びかけるが、そんな声が今の彼に届くわけもない。

　ランセは自分に報奨として与あたえられるはずだったきらびやかな装そう飾しよくのサーベルの前まで歩むと、それを見下ろして言った。

「逆らう気なんかないさ。あんたたちは俺から力を奪うばったが、別の力を与えてくれた。だから後に道をつけることはできた。思い残すことはない。あるとすれば、ただひとつ。──心をつぶされて、そんな見るも無む惨ざんな姿さらして、身体からだだけ生かされてる恩人のことだけだ！」

「まさか、貴様！」

　大臣たちの間から悲鳴があがる。ランセがサーベルをつかむ。

　彼の視線は燃え立ったまま玉座の王を見ている。人形としか見えない王を。

（斬る気だ──！）

　ランセは王を恩人と呼んだ。そして今は人形だとも。ロディアはランセが無人島でした話をとっさに思い出す。ランセを鳥とり籠かごから連れ出したひと。このひとだ。きっと、このひとなのだ。

　しかし王を斬れば、ランセも凄すさまじい拷ごう問もんの末に殺されるのは明白。想像するだけで死にそうに心が冷える。ロディアはすがるようにランセと王を見つめる。

　そして、気になるものを見つけた。

「──！」

　瞬しゆん間かん的に心を決め、ロディアは飛び出す。誰だれもが衝しよう撃げきで動けなかった瞬間に叫ぶ。

「ランセ！」

　ランセが反応する前に、ロディアは背後から彼の体重が乗った足に鋭するどい蹴りを見み舞まった。ランセは素す早ばやく避さけて身体をひねる。少し意外そうな彼の目が見えた気がする。

　ロディアはそんな彼の瞳を、力ちから一いつ杯ぱいねめつけた。

「去れ、邪じや悪あくなる運命神、【ミラ】よ！　その運命に彼を連れて行くな！」

　叫ぶと同時に、ランセが抜きかけていたサーベルの鞘さやを、下から正確に蹴り上げる！

　かちん、と音がして刃やいばは鞘に収まった。

　ロディアはそのままサーベルを両手でつかみ取ると、大きくひねる。とっさにサーベルから手を離はなせなかったランセは、半分投げ飛ばされるようにして床に転がった。

「……っ……ロディア──お前！」

　ランセはすぐに起き上がりかけたが、ロディアは彼を必死に押さえつけて囁いた。

「ランセ。あなたは今、怒いかりで目がくらんでいる。見ろ、陛下の指を」

　指、と言われてぴんと来たのか、ランセははっとして王のほうを見やる。

　そして呆ぼう然ぜんと目を瞠みはった。

「…………あ」

　国王の手は力なく肘ひじ掛かけの上に乗っていたが、片方の親指がやや不自然に浮ういている。

　──お互いを助ける約束とかしてな。こうやって、軽く親指を立てるのが『約束を覚えてる』って合図とか、そんなことまで決めた。

　以前ランセはそんなことを言っていた。あれは一体何年前の話だったのだろう？

「恩人なんだろう？……覚えているじゃないか。あのひとはまだ、あなたとの約束を覚えている。あなたがここにいるのも知っている。彼は生きている。──あなたも、生きなくては」

　ロディアが囁くと、ランセの身体からはすっと力が抜けた。

　一安心して、ロディアはゆるゆると立ち上がる。すぐさまランセを拘こう束そくしようと近衛兵が駆かけ寄ってきそうになるが、素早く他のレーン号の士官たちがランセを守るように取り囲んだ。

「──そこをどけ」

「さあ、どうしてでしょう？　まだ謁えつ見けんは終わっていませんが」

　カロルが殺気に満ちた目で言い、近衛と士官たちはじりじりとした睨にらみ合いに入る。

　そんな中、ロディアは自分でも不思議なくらい静かに心を決め、国王に声を投げた。

「陛下。初めてお会いできて大変嬉うれしく思います。大事なひとの恩人と知れば、なおのこと」

「ばかもの、控ひかえよ！　直接、陛下にお声をかけるなどと！」

　半狂乱の老人の声を聞き流し、ロディアは朗々と続ける。

「これは陛下を思うがあまりのひとりごと。お気になさらず。──私は長いこと、軍人に憧あこがれていました。特に、オルディアレス艦かん長ちように。その英雄的行いを見て、彼のようになりたいと思ったのです。戦うこと、国を、人を守ることが本当はどんなことなのかを考えもせずに」

　喋しやべりながら、ロディアは今まで見てきたこと、感じてきたことをひとつひとつ思い出していた。戦場にひとつの正義など存在しなかった。あるのはもっと、難しくて単純なものだった。

　思い出す。死にたがりにすら見えたランセの姿。

　血にまみれても、陶とう酔すいすることなく真っ直すぐだった瞳。

「──今回の任務で、わかったことがあります。ひとは英えい雄ゆうになるために戦うわけではない。ただ、英雄になれる人間は、誰かのために──そう、恋こい人びとや家族ではなく、もっと大きなくくりの『誰か』のために、ばかみたいに自分の命を賭かけられる人間のことのようです。今は私もそんなふうになりたい。そして、そんなばかみたいなひとを守りたいとも、思います」

　凜として言い切り、ロディアは国王を見つめた。

　渾こん身しんの力で、祈いのりをこめて。

「貴様、いいかげんに──」

「──たび、の」

　痺しびれをきらした大臣の声を遮さえぎるかのように、妙みような声がした。

　今まで一度も聞こえてこなかった声。誰の声だ、と皆みなが不思議に思い、きょろついた。

　動かなかったのはロディアとランセくらいのものだ。

　ランセは床に膝ひざをついたまま国王を凝ぎよう視ししていた。そして、震ふるえる声で呆然とつぶやく。

「へい、か……！」

（……よし！　効いたか……！）

　ロディアは心の中で思い切り拳こぶしを握にぎる。そう、この国王の何かに操あやつられているような様子。ひょっとしたらこれも、旧神の力を使っているのではないかと思ったのだ。

　旧神の呪のろいならば、ロディアの瞳である程度解くことができる。

　彼女の予測を肯こう定ていするかのように、真っ白な国王のまぶたがゆるゆると開く。下から現れたのは、目が醒さめるような青い瞳だった。乾かわき切った唇くちびるが震え、かすれ、錆さびた声が零こぼれる。

「このたびの、汝なんじらの活かつ躍やくを嬉しく思う。報ほう奨しようを──とらす」

「陛、下……なんと……！」

　大臣たちが戸と惑まどいの表情で囁ささやいた。王に正気が残っているとは、彼らも思っていなかったに違ちがいない。

（いいぞ。陛下直々のお言葉なら、誰も否定することはできない。さっきのランセのふるまいにせよ、陛下がなかったことにするというのならなかったことになる。あとは、陛下の正気が一時的なものでないのを祈るだけだ）

　ロディアは冷や汗あせを浮かべながら考え、じっと国王を見つめ続ける。

　今は国王の意志だけが自分たちの命の綱つなだ。自分たちの──特に、ランセの。

　さっきまでとは別の緊きん張ちよう感かんの中、国王は緩かん慢まんな動きでランセを見つめ、囁く。

「オルディアレスよ。我が、剣よ。──今後も余のために仕えてくれるか」

「はい、陛下」

　操られるように、なんの表情も浮かばない顔でランセが即そく答とうする。

　そんな彼の様子に、国王は目を細めて笑った。苦く笑しよう、とでも言った方がいいような顔だ。

　それは、人形はけして浮かべない類たぐいの笑えみだった。

　王はかすかに胸を上下させて深呼吸すると、先ほどより少し大きな、よく響ひびく声で告げる。

「では、ゆけ。お前の住すみ処かは海の上だ。そこにお前を縛しばるものはひとつもない。もしもお前がもう一度背後から斬きられるようなことがあれば、我が姉の住むランカディア国が黙だまってはおらぬ。……余も、ただ眠ねむっていたわけではないのだ。──そうだろう？」

　王の視線が大臣たちのほうを向くと、老人たちはそろって真っ青になって低く頭を垂れた。

　完璧だった。これなら、ランセは捕らえられずにすむかもしれない。ロディアは浸しみるような安あん堵どに震えた。

　ランセはしばらく王を見つめた後、どうにかゆっくりと立ち上がって敬礼する。

　レーン号の士官一同がそれに続いて敬礼するのを見ると、国王はしごく満足そうに頷うなずいた。

　そして、早く行け、とでも言うようにかすかに手を動かす。

「行こう、ランセ」

　ロディアがランセの耳元に囁くと、ランセは小さく頷いて身を翻ひるがえそうとして──突然ロディアに抱だきついた。

「ロディア。──ロディア」

　耳元で何度も名を呼ばれる。いつになく優やさしい声に心臓をそっとなでられたような気持ちになって、ロディアは柄がらにもなく真っ赤になった。

「な、なんだ、おい、いきなり！」

「ありがとう。とんでもないもの、もらっちまった。俺は……お前に、何を返せばいい？」

（ランセ──震えてる）

　ランセの声が、身体が、かすかに震えているのに気づくと、ロディアの顔のほてりはすっと鎮しずまる。彼の気持ちを考えれば、多少の混乱は仕方ないことのように思う。

　命の恩人が、唯ゆい一いつ無む二にの友達が、もう十年間も死んだと思っていたひとが、実は生きていたと知らされたら。そのひとがまだ、自分のことを考えてくれていると知ったら。

（私でも、動けなくなるかもしれないな）

　よかった。本当によかった。自分に力があって。このひとの役に立てて。

　温かい気持ちに押され、ロディアはなるべく優しく、けれどしっかりした声を出す。

「どうもしなくていい。あなたがきちんと生きていてくれれば、それだけで」

　軽く背を叩たたいてやると、ランセはやがて腕うでを緩ゆるめて顔を上げ、小さくため息を吐ついた。

「そりゃあもう。当分死ねねーだろ、これは」

「だろう？　いっそ、もう一度英雄になってしまえ」

　笑いながらロディアが言う。ランセは驚おどろいたように何度か瞬またたいてから、いつものようににやりと笑った。と、そこへ冷れい徹てつな声が飛んでくる。
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「感動的な場面に口を挟はさむようで申し訳ないが、そろそろ謁見の時間は終わりだ。レーン号の士官たちは、今日は陸で休きゆう暇かを楽しむがいい。ロディア・アルバラードはこちらへ」

　視線を投げてみると、これでもかというほど勲くん章しようをつけた軍人がこちらを見ていた。

　階級章から見て、海軍大臣のようだ。

「私は、彼らと一いつ緒しよには行けないのですか」

　警けい戒かいしたロディアが言うと、海軍大臣は白い髭ひげを撫なでながらごく優しげに言った。

「レーン号には死人しか乗れない。君にはもう少しだけ、優しい道が用意されているよ」
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「やあ、似合ってるじゃないか、ロディア。これは裁さい縫ほう師しが頑がん張ばったな？」

　やけに明るい声と共に扉とびらが開いて、にやついた男が豪ごう奢しやな部屋へと入ってくる。

　ドレス姿のロディアはのろのろと振ふり返り、苦く彼の名を呼んだ。

「バーロウ……」

「そう嫌いやそうな顔をするなよ。多少でかいとはいえ美人なんだからな、我が妻よ」

　芝しば居いがかった調子で言うのは、ロディアの元同どう僚りようで近この衛え兵のバーロウ卿きようだ。

　あの謁見の一件から約一ヶ月。現在ロディアの身の上はとんでもないことになっている。

　バーロウはロディアにつかつかと歩み寄ってくると、少し乱暴に彼女の顎あごをとった。

「ほら、笑えって言ってんだ。嬉しいだろ？　死人にならなくてすんで。軍の機密を色々知っちまったのに殺されもせずに除隊されたなんて、そんなやつ滅めつ多たにいないぜ？」

「──死の代わりに用意されたのは、監かん視しつきの人生だがな」

「安心しろ。わたしは優しい監視人だ。自ら立候補したあげく、表向きは結けつ婚こんまでしてやろうっていうんだ。凄すごいだろ？　ついこの間まで同僚だったんだから、仲良くやれるさ」

　男の下げ卑びた声が耳元で響き、ぬるい唇が耳みみ朶たぶに触ふれる。

　びっくりするほど何も感じず、ロディアは人形のようにただ前を向いていた。

（考えが甘かった、ということだな。私はあのまま軍にいられると思いこんでいた）

　だが、軍はロディアがレーン号に乗り続けることを拒きよ否ひした。旧神との契けい約やくのない士官はあの船には乗れない、と言うのだ。そして石榴ざくろの瞳ひとみのロディアは、旧神と契約ができない。

　だからといってレーン号を離はなれるとなると、今度は彼女の見聞きしたことが問題になる。

　結果として、あなたは女性だし、そう無体なことはしたくない──そんなはらわたの煮にえくりかえるような台詞せりふと共に与あたえられた人生がこれだった。

　ロディアとの決けつ闘とうの一件で、未いまだに彼女を憎にくむバーロウとの結婚だ。

「さ、そろそろ行こうか。身内だけとはいえ、さすがに式はやらないとな。こっちはこれでも伯はく爵しやく家だ。お前みたいな下級貴族の男女をもらってやるだけで、泣きながら感謝してもらっても足りないくらいだぞ」

　バーロウは薄うす笑わらいながら言い、ロディアの手を取って椅子いすから立たせる。

　操り人形のように彼に従って館やかたから連れ出されながら、ロディアはぼんやりと考えた。

（そうして行き着くのは籠かごの中、か。ランセも、昔はこんな気分だったのだろうか。ひたすらに大きな力でねじふせられて、がんじがらめにされて、牙きばを抜ぬかれて）

　館から出て箱形の馬車に押しこめられるとき、ロディアはここで相手を殴なぐれば逃にげられるだろうか、と少しだけ考えてみる。しかし逃げてどうなるだろう？

　ロディアを閉じこめているのは、マディス王国政府の意志なのだ。たとえ逃げても、この国を出て──一体どこへ行く？　そんな逃とう亡ぼうになんの意味があるのだろうか。

「ほんとに浮うかない顔だな、え？　わざわざお前の希望を聞いて、海辺の聖堂で式を挙げてやろうっていうのに。何が不満だ？　笑え、ロディア」

　怒ど気きとからかいを含ふくんだ男の声に、ロディアは感情のこもらない笑みを浮かべた。楽しくなくても笑うことなど簡単だ。少し心を削けずれば、どうにでもなる。

　がたつく馬車はマディス王都の郊こう外がいを進み、やがて崖がけ状になった場所へと上っていく。天てつ辺ぺんにある小さな聖堂の脇わきに馬車が停とまったとき、ふとバーロウが顔をしかめて外を見た。

「……なんだ。親族以外に先客がいるな。誰だれかがかぎつけてきたか？」

　バーロウは不満そうだが、ロディアにとってはどうでもいいことだった。どうせロディアの側の参列者はひとりもいないのだ。彼女の父や兄には、きっと『不ふ慮りよの事故』で結けつ婚こん式しきの招待状が数日遅おそく配達されるに違いない。そのとき騒さわぎ立てても、すべては手て遅おくれだ。

　バーロウに手を取られて馬車から降りると、懐なつかしい潮風が鼻をくすぐった。

（海だ）

　木々の間から、どこまでも広がる海が見える。水平線が曖あい昧まいなくらいに青い空と、青い海。それが果てしない自由の象しよう徴ちようのように思えて、ロディアは知らずに涙なみだぐんでいた。

（懐かしい。海に出たい──船に、乗りたい）

　海の真ん中には何もなかった。そして何もかもがあった。

　力ちから一いつ杯ぱい生きて、くたくたになって、隣となりの人間と屈くつ託たくなく笑い合う。そんな世界。

　懐かしさがどうしようもなく涙るい腺せんを刺し激げきして、うっかり涙を零しそうになったとき、不意にバーロウが自分から手を離した。

（……なんだ？　この男が、外で私から手を離すなんて。珍めずらしい）

　不ふ審しんに思ってバーロウの視線を追ってみると、聖堂のほうから歩いてくる人ひと影かげに行き着いた。数人の部下らしき人物を従えた男──年ねん齢れいは三十半ばくらいか。金茶の髪かみをきちんとなでつけ、眼鏡めがねをかけた顔は常にどことなく笑っているように見える。

　そして彼がまとっているのは、おそろしく豪ごう華かではあるが、確かに海軍の軍服だった。

「これは、カザルス提てい督とく！　まさか、このような身内の式に来て頂けるとは……！」

　うろたえ気味のバーロウが呼ぶ名を聞いて、ロディアはかすかに目を見開く。

（カザルス海軍提督……オルディアレス艦かん長ちようの、友達の？）

　改めてロディアが視線をやると、カザルスは灰青の目を細めて完かん璧ぺきに紳しん士し的に微笑ほほえんだ。

「ああ、そこはまことにありがたく存じてくれたまえ、実際わたしは日々多た忙ぼうだ。で、そちらがロディア・アルバラード？　アルバラード海かい尉いの娘むすめさんと聞いたが、確かかな？」

「はい。お会いできて光栄です、提督」

（このひと、口調は見た目ほど紳士ではないな。ランセの友達と思えば納なつ得とくはいくが）

　ロディアが少々失礼なことを考えている間に、カザルスは彼女に歩み寄って懐ふところから一通の文書を取り出した。

「お会いできて光栄か、挨あい拶さつとしては平均的で大変結構。数秒後、君が同じ台詞が言えるかは保証せんがね。今日のわたしは死の天使なのだよ、残念な知らせを持ってきた。……これだ」

　無造作に封ふう蝋ろうを引きちぎって目の前に開かれた文書は、海軍省からの命令書だ。

　ロディアはざっと目を通してから、さらにもう一度読み直す。そして愕がく然ぜんと目を瞠みはった。

「これ──あの、私にレーン号への着任を命ずる、と、あるのですが!?」

「そうだろう、そうだろう。わたしにもそう読める。いや、不本意だ。結婚式から花はな嫁よめをさらうなど実に無ぶ粋すいきわまりない。こんなことはまったくわたしの趣しゆ味みに反するよ」

　優美に頷うなずいて微笑むカザルスに、今までぽかんとしていたバーロウが慌てて割りこむ。

「ちょ、ちょっとお待ち下さい、閣下！　彼女は軍から除隊されたはずですし、このレーン号というのは、その……」

「もちろんそうなのだ、平時ならば彼女が軍に復帰することはあり得ない。だが、今朝、とある事件について大陸から使者がいらっしゃってね。十年ぶりに国王陛下が皆みなの前で使者にお会いになり、誠に残念ながら会談は決けつ裂れつ。帝てい国こくと我がマディス王国の講和は終わった」

　気楽に言い切り、カザルスはロディアを見下ろしてうっすらと微笑む。

（つまり、まだ国王陛下は正気で。今はもう、この国は帝国と戦争状態、ということ……？）

　呆ぼう然ぜんとするロディアの肩かたに、カザルスは白手て袋ぶくろをした手を載のせた。

「戦時には、一度除隊された者でも軍への再入隊が許される。特にレーン号は士官が足りとらんのだよ。おかしなことに、書類上はひとりもいないことになっている。酷ひどい話だな。この異常な艦かんに勤務するとなると、君がいくら優ゆう秀しゆうでも大変な仕事になるだろう。──それでも行ってくれるかね、ロディア・アルバラード一等海尉？」

（一等海尉。それって、副長、ということだよ、な？──ランセの）

　当たり前のことを自分の胸に聞き返す。一気に目の前が開けたような気がして、ロディアは震ふるえた。放心していた心に力が満ちる。

　たおやかに握にぎっていた扇子せんすを振り落とし、ロディアは勢いよく軍隊式の敬礼をした。

「はっ！　行かせていただきます！」

「お待ち下さい、閣下！　わたしは彼女の監視役を申しつけられています。彼女が万が一レーン号に戻もどるようなことがあったら、彼女を殺すのがわたしの役目です！」

　すかさずロディアの肩を握ったバーロウを見やり、カザルスは深刻そうに頷く。

「やはりそうなるか。返す返すも不本意だな。いいかね、わたしとて本来こういったくさい役はやりたくないのだ。わたしはもっと泰たい然ぜんと、悪役然として楽しておいしいところを頂いていたい。だが残念ながら、わたしは個人的にエリアス・オルディアレスには膨ぼう大だいな借りがあるわけなのだ。──君、わたしと彼とを敵に回すと、今後の人生不幸になると思うぞ？」

　カザルスとオルディアレスの名前を出されると、バーロウもさすがに真っ青になる。

　カザルスはバーロウを見つめたまま、よく伸のびる声で叫さけんだ。

「行け、ロディア・アルバラード！」

「はい！」

　ロディアは反射的に叫び、バーロウの手を払はらいのけた。そのままドレスの裾すそをつかんで走り出す。聖堂から下りていく道に向かったロディアを、バーロウの切せつ羽ぱ詰つまった叫びが追った。

「待て、ロディア！　おい、誰か！　ロディアが逃げるぞ！」

　彼の叫びに応じたように、不意に脇の茂しげみから軍服を着た人影が数人現れる。

（ちっ、こんなところにまで見張りを！）

　ロディアが身構えた次の瞬しゆん間かん、軍人たちはなぜかよろりとよろめき、その場にくずおれた。

「……なんだ？　いきなり」

　事情が吞のみこめずに顔をしかめていると、麓ふもとのほうからひとりの美しい貴婦人がやってくる。最新流行のドレスに日ひ傘がさを差した長身の女は、ロディアに歩み寄って軽く日傘を傾かたむけた。

「アルデア！」

　露あらわになった顔は確かに見覚えがある顔で、ロディアは感動に声を震わせる。アルデアはくわえていた東方風の細い喫きつ煙えん具を指に移し、日傘を放ほうり出してロディアの手をとった。

「ぼさっとしてる場合じゃありませんことよ。麓にはまだひとがいますの。上に走って！」

「ああ！　しかし、今倒たおれた男たちは……」

「吹ふき矢やですわ。大だい丈じよう夫ぶ、致ち死し毒ではありませんもの」

（なるほど、ひょっとしなくてもあの喫煙具が吹き矢の道具か）

　ロディアはすぐに納得し、ついでに呆あきれ、さらに楽しくなってきてしまって小さく笑う。

「さすがアルデアだ。いつもどおりむちゃくちゃだ！」

　ロディアとアルデアは元来た道を上り、崖上の聖堂の脇へと回った。バーロウはカザルスたちが押さえているが、建物の奥から所属不明の黒い軍服の兵士たちが数人駆かけ寄ってくる。

「待て、そこのふたり！」

　鋭するどい声をかけてくる兵士たちに、ロディアとアルデアは警けい戒かいをにじませて立ち止まった。

「って、させねーよ！」

　直後、叫びと共に聖堂の上から長身の影かげが降ってきたかと思うと、手近な兵士を殴り飛ばす。彼はすばやく地面に転がった兵士から長銃を奪うばうと、それをこん棒代わりに他ほかの兵士たちをほとんど一息にのしてしまった。

　あらかた片付けたところで短い金きん髪ぱつをきらめかせて振ふり返り、ロディアに叫ぶ。

「あっぶねーな、もう！　ほら、何ぼーっとしてんだ、急げよ！」

「カロル……お前別に弱くなかったんだな」

　涙ぐみそうな気分でロディアが言うと、カロルは実に情けない顔になって叫び返した。

「今さら気づいたのかよ、阿あ呆ほう！　とっとと行け！　ばか！　この先だ、崖のところだ！」

「よくやりましたわ、カロル。今日は褒ほめて差し上げます。さ、ロディア。行きましょう」

　どこか満足げなアルデアに、ロディアは浅く頷き返した。彼の冷たい手を握り、ロディアは懸けん命めいに木々の間の崖に続く小径を走って行く。この先に逃にげられそうな場所などないのは知っていた。この先にあるのは海だけ。でも、今はびっくりするくらいに不安がない。

　やがていきなり視界が開け、世界は一面の青になる。

　青い空、そして海。ひたすらの青。そして、青を背負って立つひとりの青年。

　ロディアの瞳ひとみが震える。心が震える。

　そのひとは見慣れた紺こん色いろの軍服を着て、屈託なく笑って両手を広げている。

「ロディア！」

「ランセ！」

　ふたりはほとんど同時に叫んだ。アルデアがロディアの手を離はなし、ランセが告げる。

「俺と来い、ロディア。お前の運命を変えてやる！」

　迷いのない、ひたすらに力強い声。泣き笑いみたいなものが喉のどの奥までせり上がってきて、今すぐ走り出したくなった。でも、ロディアはあえて立ち止まる。

　立ち止まってかすかに笑い、ランセを見つめて刻むように言う。

「ばかを言え。──あなたの運命を変えるのは、この私だ」

　彼女の言葉に、ランセは心底驚おどろいたように目を瞠った。なんだか子供みたいな顔だった。

　きっと、他人にこんなことを言われたことなんて一度もなかったに違ちがいない。

　彼はいつでもひたすらに自分で走っていた。誰だれかのために戦って、みんなを背負いこんで。

（でも、あなたはひとりじゃない。絶対にひとりじゃない。ひとりに、しない）

　自分に誓ちかうように、祈いのるように。ロディアはランセを見つめる。

　戸と惑まどいを含ふくんでいたランセの顔は、やがて弾はじけるような笑えみに変わる。

「ああ──そうだな。行こうぜ、一いつ緒しよに！」

「ああ、行こう、ランセ！」

　ロディアも泣き笑いじみた顔で叫び、今度こそ走ってランセの腕うでの中に飛びこんだ。

　すかさずランセの腕がロディアを抱だき留とめる。心からの安あん堵どをくれる、力強い腕。

（懐なつかしい──海の匂においがする）

　潮の香かおりと、目を覚まさせてくれるような澄すんだ匂い。

　それに酔よう暇ひまもなく、背後から慌ただしい気配が迫せまってくる。振り向むけば、数人の黒い軍服が見えた。ロディアはすぐに表情を険しくして、ランセに訊きいた。

「どうする？　私の追っ手だ」

「どうするってそりゃ、飛び降りるに決まってるだろ！」

　あっさりした答えに、ロディアは崖がけから下を見た。

　──遠い。海面までは、結構遠い。

「まさかとは思うが……ここから、か!?」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、俺とお前だ、きっとどうにかなるって！　さ、行くぞ！」

「ちょっと、待っ……!!」

　待て、と最後まで言う前に、ランセはロディアの腰こしを抱だいて宙に身を躍おどらせた。

　視界にぱっと青い空が広がり、数秒の後、ランセとロディアは冷たい海の中に投げ出される。いったん水中に吸いこまれ、ドレスの裾が幻まぼろしのように大きく広がって揺ゆらめく。

　ロディアはランセに引きずられてどうにか海面へと浮うかび上がったが、顔が水の上に出た途と端たん、思い切りランセを怒ど鳴なりつけた。

「この、ばかっ！　もうちょっとだけ、余計にものを考えろ！」

「え？　なんで怒おこられてんだ、俺。どっか痛かったか？　ちょっと泳げばキニスたちがボート用意してるから……っていうかそうか、ドレスで泳ぐの辛つらいよな、普ふ通つう！　それだろ！」

「それだ！　普通に溺おぼれそうだ！　ナイフをよこせ、こいつをどうにか脱ぬぐから！……まったく……！　見てろ、いつかあなたにもドレスを着せて、海に突つき落としてやるからな」

　恨うらみがましく言うロディアに、ランセは小さなナイフを渡わたしてにこにこしている。

「おう、今度みんなでやろう。ドレスで水泳大会！」

「あなたは本当にばかだな！　それでも一応元英えい雄ゆうなのか？　大体あなたは何歳だ!?」

　立ち泳ぎしながらドレスをナイフで切り裂さく、という面めん倒どうくさい作業をしながらロディアが叫ぶと、ランセはきょとんとして答える。

「歳？　そういや言ってなかったっけか。二十七歳だ。今年で八になるな」

「その顔で、二十代後半!?　詐さ欺ぎだ！　嘘うそだ！　というか、私より九歳上で、この性格か！」

　悲鳴じみた声を上げるロディアに、ランセは少し真顔になって抗こう議ぎを始めた。

「何贅ぜい沢たく言ってやがる。長い目で見たら、老ふけてるより若造りのほうが絶対いいぞ！　あと十年もしたら、もう少し貫かん禄ろくも出るだろうし」

「十年って……」

　いきなり遠い話になって、ロディアは瞬またたく。

　一方のランセは、当然、とでも言うように聞き返してきた。

「そんときまで、一緒にいるだろ？」

（こ、こいつ……普通はそれ、求きゆう婚こんの台詞せりふだぞ）

　あんまりな台詞にぽかんとするが、多分ランセは素す直なおに、ロディアが軍人として何十年でも自分についてくると思っているのだろう。……それはそれで、なんだか素す敵てきだった。

（このひとの居る未来か。このひとと一緒にあって、共に戦って。そしていつか、共に本当に穏おだやかに平和な海を見ることができたら──いいな、それ）

　ロディアは身にまとわりつくドレスを海中にどうにか脱ぎ捨て、白いアンダードレス姿で軽くランセにすがる。

「……まあ、一度誓ってしまったしな。そのつもりで、いようか」

　ロディアがそうつぶやくと、ランセは彼女の濡ぬれた金髪に頭を寄せて、さも嬉うれしそうに笑った。

　今までロディアが見た中で一番綺き麗れいに、自由に。明るい昼の海みたいに。

　多分自分はこの笑顔を一生忘れないんだろうな、と。そんな風に思えるような顔だった。




　　　　[image: くぎり]




　かくして、ロディア・アルバラードは、かつての英雄、エリアス・オルディアレス──いや、ランセと共に海で生きる道を選んだ。

　その先に続くのは、女性として初めてマディス王国海軍の将軍となり、赤の提督レツド・アドミラルと呼ばれることになるロディアの未来。

　そして、唯ゆい一いつ神アルモニアとの聖戦へ続く、『奇き跡せきの三年間』の始まりでもあった。








あとがき






「最近何か萌もえてるものとかありますか？」というご質問に対して「帆はん船せんです！」と答え始めてはや数年。まさか少女小説で海軍ものが書けると思っていなかった栗くり原はらちひろです。

　皆みな様さまお元気ですかー。私はいつも通り、ぼんやりと元気な感じです。

　この本は私のビーンズ文庫での三作品目、ナポレオン戦争時代くらいの技術レベルの架か空くうの海軍を舞ぶ台たいにした、ファンタジー小説になります。

　あくまで少女向けですので、知略を競うような内容にはなっておりません！

　トンデモ艦かん長ちようとトンデモ乗組員の中に突つっこんだ男装の姉さんが、辺り中にツッコミ入れながら頑がん張ばる話です。不思議要素もありありです。これ、ほんとにビーンズ文庫でいいんですかね、と何度も確かく認にんしたくなる気持ちをぐっと抑おさえてどうにか出版の運びとなりました。

　でも実はまだ若じやつ干かん自信がありません。いいのかな、これ！　もしも気に入った、という方がいらっしゃいましたら、感想でも送ってやってください……。私が地味に安心します。




　さて、今回の主人公はちょこっと大人めです。十九歳。少女小説はどうしても少女主人公が多くなるので、一度、もう少女からは卒業していて、有能で、自立もしているんだけど、社会からはちょっと弾はじき出され気味の女性主人公が書きたいな、と思ったのがこの話を作ったきっかけでした。で、そんな主人公の相手役は単なる王子様じゃないよなあ、常識破りな実力派で、理想とか信念がものすごくはっきりしたひとかな？　ということでできたのが陽性俺様キャラのランセです。どっちもメインに据すえたことのないタイプで少し不安だったんですが、馴なれたら意外と自分らしく楽しく書けたような気がします。ほっ。




　そしてまた、キャラクターデザインがとっても素す敵てきで！　とりわけランセが私のツボにジャストミートしまして、自キャラ萌えしそうになってしばらくふるふるしておりました。なんという素す晴ばらしい地味め美形……。他のキャラもみんな凄すごいです。キャララフを目の前に貼はって頑張っています。イラスト担当[image: さかき]空也さま、本当にありがとうございました（深々と一礼）。




　そして最後になりましたが、今回もお世話になりました、担当氏と、その他スタッフの方々、今この本を手に取っていただいているあなたにも、心からの感謝を捧ささげたいと思います。

　ありがとうございました。できればまたお会いできるといいな、と思っています。
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